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　プロローグ




　近ごろ帰宅するのが楽しみでならない。家路を辿たどる足どりが自然とスキップに近くなるのは、僕のチャーミングな黒くろ猫ねこさんが到とう着ちやくを心待ちにしてくれているからだ。

　ぴんぽーん。

「はーい、ちょっと待って……」

　玄げん関かんのチャイムを鳴らすと、ぱたぱたと廊ろう下かを走る音が聞こえてきて、

「おかえりなさい！　今日もお疲つかれさまっ」

　制服にエプロン姿の可か香が谷やさんが、弾はじけんばかりの眩まぶしい笑顔でドアを開けてくれる。

　──彼女はやっぱり今日もチャーミング。

　可香谷ユリさんは僕のクラスメイトだ。成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万能。ぱっちりと気の強そうな二ふた重えの瞳ひとみと、思わず撫なでてあげたくなるくらい艶つややかな黒くろ髪かみが印象的な美少女。スタイルもすごく良くて、クラスの男子はみんな彼女に憧あこがれているらしい。

　その可香谷さん、実はわけあって少し前から僕と同居しているのだけれど、それがいったいどんな理由かというと──。

　いや、今は無ぶ粋すいなことを言うのはよそう。

「そのエプロン、似合っているよ」

「や、やだもう。……真顔でおだてないでよ」

「おだててなんかないよ。本当のことだもの」

　可香谷さんは僕の言葉にカアッと顔を赤らめ、ぷるぷる身を震ふるわせる。キメにキメちゃったもん！　という感じの花はな柄がらエプロンを風に吹ふかれるオトメユリみたいに揺ゆらして、

「そ、それはその、嬉うれしいんだけど……それよりそれより……。あのねっ」

　不意にくいっと片かた脚あしをレの字に曲げる可香谷さん。汗あせの滲にじむ顔でウインクしながら、

「お風ふ呂ろにする？　御ご飯はんにする？　それとも……」

「それとも？」

　タ、

　　ワ、

　　　シ？

「タワシ……？」と僕は言う。

「うふふ。じゃーんっ」

　どこから取り出したのか、可香谷さんは片手にタワシを持っている。というか、よく見るとタワシじゃなくてスポンジだ。それを小刻みにシェイクしながら、



    

  
    
      「タラッタ、ラッタ、ラッタ、ふんふふんふランララーン」

　……即そつ興きようで何か歌っている。ご機き嫌げんだなあ、と僕は思う。

　とはいえ、何だろう？　今日は随ずい分ぶんと妙みようなノリだけれど……ああ、これはもしかして恥はずかしがっているんだろうか？　さっき自分で言ったセリフに照れて、誤ご魔ま化かすためにスポンジをふりふり。可香谷さんの顔は目に見えて火ほ照てっているから──。

　うん、多分そういうことなんだろう。

　僕はクスッと微笑ほほえみ、靴くつを脱ぬぐと玄関をあがって、

「ねえ、可香谷さん。もうおよしよ。そのへんでさ」

「あ……」

「そんなに照れちゃって。きみはいつも可愛かわいいね」

　耳もとで囁ささやくと、魔ま法ほうをかけられたみたいにスウッとおとなしくなる。

「ん……」

　小さな声で言い、こくんとうなずく可香谷さん。そう、彼女にはこういうところがある。少し不意打ち気味に押おしてやれば実はどこまでもプッシュが可能。一見ツンツンしていて気が強そうだけれど、柔やわらかく攻せめていけば意外なくらい抵てい抗こうしない。

「ごめんなさい。ちょっぴりはしゃいじゃってたわ」

「気にすることないよ」

「わたしったら悪い子。調子に乗っちゃって」

「ううん、いつも素直で良い子だよ、可香谷さんは。それよりさ、いいことしない？」

「エッ？　いいこと……？」

「僕はね、お風呂より、御飯より、スポンジより……もっといいことがしたいな」

　可香谷さんの瞳がパッと大きく見開かれる。期待と不安が入り混じった真しん剣けんな表情だ。僕の胸にぴたりと両手のひらをつけて、ひたむきにこちらを見上げる。

　ドキドキドキドキ。触ふれた手のひらから彼女の胸のときめきが伝わってくるよう。

「あ、あの……。ねえ」

「何だい？」

「いいことって、どんなこと？」

「うん、それはね……」

　うん、それはね……。

　うん、それはね……。

　うん、それはね……。



　　　　◎　　◎　　◎



「コホン」

　そして可香谷さんは厳おごそかに咳せき払ばらいした。

「……どうだった、新作？」

「えっと」

　僕は戸と惑まどう。……何て答えればいいんだろう。

　ここは僕の家のリビングルーム。

　可香谷さんの真向かいで僕はテーブルに肘ひじをつき、こめかみを押さえていた。目の前にひろげられているのは数枚のプリンタ用紙。印刷したてのホヤホヤである。

　そう、今まで読んでいたのは可香谷さんが書いた新しい小説だったのでした。

「よく書けてたと思うよ。面おも白しろかったな」

「ン」

　可香谷さんは妙な感じでにこっ……。はにかんだように目を泳がせる。制服の上につけた花柄エプロンの可愛いフリルを細い指で気ぜわしくいじりながら、

「そ、そう。ふんだっ。どういう風に面白かったのよっ？」

　もっと具体的に言いなさいよ、と可香谷さんは伏ふし目めがちに命令する。

「具体的に？」

「た、たとえばホラ。感想にだって色々あるでしょう。ただ面白かったと言われてもわからないわ。まったくあなたったら仕方ないひとっ。もっと詳くわしく言ってちょうだいよね！　たとえば、ふたりのやりとりがドキドキしたとか、いい情報をゲットできたとか、お話の裏にある意図を読み取れたとか……」

「あっ、うん！　そ、そうだねっ。言われてみればたしかに」

　僕は小刻みにうなずきながら、

「たしかに、その、何だか落ち着かない気分になったよ」

「落ち着かない気分？」

「可香谷さんの言うとおり、今僕、少しどぎまぎしているかもしれない」

「……っ！」

　可香谷さんは顔をパッとかがやかせた。小声でブツブツ言いながら自分の体を抱だきしめて深呼吸を繰くり返かえしている。よくわからない反応だ……。僕はまた変なことを言ってしまったのか？　少しだけ不安になるけれど、否いな、大だい丈じよう夫ぶ。今のところ可香谷さんが襲おそい掛かかってくる気配はない。

　可香谷さんは作家志望の文学少女。小説を読んだり書いたりするのが好きで、僕はそれを支し援えんする約束をしている。今日もいつものように「新作、書きかけだけどちょっと読んで！」と頼たのまれたから、ありがたく拝読させていただいたのだけれど……。

　うん、実在の僕と可香谷さんがキャラクターとして登場するのは、やはり微び妙みように落ち着かない気分。今現在、可香谷さんが僕の家に泊とまっているという状じよう況きようも同じだし、読んでるところを目の前で見られるというのは、何とも、こう……。

　どぎまぎ困こん惑わくしていると、可香谷さんは唐とう突とつに言う。

「ねえ。あなた、この先ってどうなると思う？」

「え？」

「この先の展開よ。あなたはどうなったらいいと思うの？　言いなさい」

　僕は目をしばたたく。たしかに先程のお話はいいところで終わっていて、続きはかなり気になるところだ。小説内の僕は可香谷さんにいったいなにをするのか。『お風呂より、御飯より、もっといいこと』っていうくらいだから──。

　部屋の掃そう除じでもしてあげるんだろうか？

　いや、多分それはない。でも僕と可香谷さんのセンスは少々異なっているから想像がつかない。わからないよ、と正直に言おうとすると彼女が機先を制した。

「い、いいのよ、言っちゃいなさい。あなた、遠えん慮りよしないで口に出して言っちゃいなさいよ。わたし……それを参考にして書いちゃうかもしれないから」

「可香谷さん？」

「……だ、大だい胆たんな事でもいい、のよ？」

　何だろう。

　今日はいちだんと挑ちよう戦せん的というか……まるで自分で自分を追いこんでるようなアグレッシブな勢いだ。どうするべきなのか。

　正直、可香谷さんの将来の夢のことを僕はとても大切に感じている。ひとの意見に左右されずに、書きたいものを思うがままに書く方がいいように思うのだけれど……。

　ぴんぽーん。

　逡しゆん巡じゆんしているとチャイムが鳴った。

「あ、誰だれか来た」

　さっと立ちあがり、バタバタと玄げん関かんにむかう僕の後ろで、可香谷さんが「んもう」と残念そうに言ったのが聞こえる。

　ドアを開けるとスノウピーがいた。

「ただいま」

　冬の朝の空気みたいに澄すんだ声──。

　いや、澄み切っているのはそれだけじゃない。スノウピーは全すべてがきれいだ。

　深い知性を備えつつも極めて純度の高い精神。それを表象してやまない、きらめく蒼そう玉ぎよくの瞳ひとみ。肌はだは血管が透すけそうなほど限りなく白くって……。

　スノウピーはここじゃない世界からやってきた雪の精みたいな存在だ。この世界の様々な事象に興味があるらしく、帰き還かんのときが来るまでは好きなものを好きなだけ観察したいと言っている。いいんじゃないだろうか。それに反対する理由は僕にはない。

「お帰り、スノウピー。今日は少し遅おそかったんだね」

「わたし、お散歩してきたの」

「どこに？」

「森林公園」

　姿勢よく、無表情で言うスノウピーの頭上のリボンだけがフヨフヨとゆらめいている。

「へえ、森林公園……って、えっ？　スノウピー、あんな場所まで行ってたのかい？」

　森林公園は様々な種類の樹木が生おい茂しげる広い公園だ。街の北部にあってかなり遠い。

「なんでまた……」

「白鳥」

「え？」

「今日、クラスのひとが言っていたのを小耳に挟はさんだの。森林公園のそばの川に白鳥がたくさん来ているって。白鳥よ？　わたし、一日じゅう気になっていたの。だからそれを見にいってきたの」

「そうなのか」

　スノウピーは動物が好きである。

「でも、だったら僕に言ってくれればよかったのに……。そしたら電車で連れていってあげたよ。足が疲つかれただろう？」

「へいきよ。歩くのは体にいいの。わたし、歩くのは好きなの」

　いろんなひとが道を教えてくれたし、とスノウピーは言う。

「ふうん……」

　首を傾かしげていろんなひとに公園の場所を訊たずねているスノウピーの姿が目に浮うかんだ。

「それにわたし、途と中ちゆうから走ったの。早く白鳥が見たくて」

「ふうん……」

　白鳥見たさに冬の小こ路みちをたったっと走っていくスノウピーの姿が目に浮かんだ。

「まあいいか。それでスノウピー、白鳥は見れたのかい？」

「見れなかった」

「え……？」

「白鳥じゃなかったの。あれはカモメさんなの」

「カモメ」と僕は言う。

　スノウピーはいつもの無表情のまま、長いリボンをふわっふわっと緩かん慢まんに動かしつつ、

「正確にはユリカモメね。川辺にいっぱい飛んでいた。すごくきれいだったわ。つぶらな瞳を間近で見たの。わたし、見てるだけで嬉うれしくなっちゃって、すごくワクワクして、とっても素敵な気持ちになったの。思わず飛とび跳はねちゃいそうになったの」

「飛び跳ねてもいいんだよ」

「でもあれ、白鳥じゃないから」

「カモメ」

「ユリカモメ。ええ、明日あしたクラスのひとに教えてあげるの。白鳥とカモメさんの違ちがい」

「いいことだね。ユリカモメ。ともかくスノウピー、今日はほんとにお疲れさま」

　僕はスノウピーをねぎらい、薄うすめの学生鞄かばんを持ってあげる。近くによると彼女の長い髪かみからは氷の粒つぶを含ふくんだミストみたいに清せい冽れつな甘あまい香かおりがする。

「さておき、これからどうしたい？　もう準備はできてるんだよ。お風ふ呂ろにする？　御ご飯はんにする？　それとも、もっといいことするかい？」

「いいことしたいわ」

「うん、いいことをするのはいいことだ」

「ＴＶを見るの」

「そうだね。やっぱりそれがいいね」

「ＴＶを見ながら、クッションをフモフモしたい。あれは気持ちがいいものなの」

「そうしよう」

　と、振ふり返ると、いつの間にか間近に可香谷さんがいた。むっ……？　なぜかわからず肘を折り曲げ、じっとりと爪つめを噛かむような格好。赤らんだ頬ほおを僅わずかにふくらませている。

「に、似たもの同士……っ」うめくように言う。

「可香谷さん？　どうかしたの？」

「知らない！」

　ぷいっ。

　突然そっぽを向いた。どすどすとエレガントに床ゆかを踏ふみ鳴ならし、リビングに引っこんでしまう可香谷さん。……どうしたんだろう。彼女はちょっとしたことですぐにご機き嫌げん斜ななめになってしまうんだ。

　そんな可香谷さんの後ろ姿をスノウピーは首を傾げて、じいいいいっと見つめている。

「ねえ、スノウピー。可香谷さんってば、どうして今いきなり……」

「わからない。ユリはたまに、理性をなくしたような行動をする」

「理性をなくしたような行動？」

「頭は良いひとのはずなのに……。なぜなのかしら？　わたし、不思議」

　それはたしかに不思議なんだけれど……と思いつつ、僕はキッチンにむかう。

　とりあえず三人分の夕食を用意しないと。今夜のメニューはスパゲティー。御飯を食べて気持ちが落ち着けば、可香谷さんのご機嫌も少しは上じよう昇しよう気流に乗ってくれるはずだ。
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　それは年が明けて一月。新学期が始まってすぐの金曜日のことである。

　学校から帰ると、兄ちゃんがスーツケースに雑多な荷物を詰つめこんでいた。

「弟よ、すまねぇがしばらく家をあけるぜ」

「え？　いいけど……」

　兄ちゃんは長ちよう髪はつの物理教師で、この家の世帯主。頼たよりがいのあるひとだけれど、週末はたまにこうやって、ぶらり旅に出かけることがある。ファンキーな遊び人でもあるのだ。

「うん、いいんじゃないかな。たっぷり息いき抜ぬきしてくればいいよ。それで今回はどこ行くんだい？　温泉とか？」

「ロシア」

「……はい？」

「ちょっくらモスクワに行ってくる」

　思いもよらない発言に口をあんぐり開ける僕。それを尻しり目めに兄ちゃんは語った。

「へっ。向こうのダチにお呼ばれしちまってな。やっこさん、俺おれに相談したいことがあるって言う。どうしても見せたいものがあるって言ってきかない。だから行くことにした」

「は、はあ」

　兄ちゃんは友達が多い。裏で何をしているのかは教えてくれないが、老若男女、国こく籍せき問わず、あらゆるところに人脈がある。

「で、どれくらいで帰ってくるわけ？」

「わからん。一週間か、二週間か……。まあ、いずれにせよ心配することはねえ。俺は大学時代ロシア語とってたし、職場の方にも手を回してあるからな。こっちは万全だ。お前はお前で勝手によろしくやっていろ」

「わ、わかった。勝手によろしくやる……」

　キャスターの付いてない巨きよ大だいなスーツケースを軽々と手に持ち、兄ちゃんは大おお股またでずんずん玄げん関かんに向かう。僕は戸と惑まどいながら見送る。

　不意に兄ちゃんは振り返って片目を細めた。流し目気味にくいっと口こう端たんをあげて、

「さびしいか？　弟よ」

「少し……」

「心配するな」ふっと息を吐はいて、「お目付け役に、例の女の子をちょいと焚たきつけておいた。今ごろせっせと準備してるだろうから、お前もそれなりの臨戦態勢を整えておけ」

「例の女の子？　臨戦態勢？」

「退たい屈くつはしなくて済むだろうよ。そんじゃあ……ダスビダーニャ！」

　兄ちゃんは背中でぶっきらぼうに片手を振ると、颯さつ爽そうと夜の街に消えていった。

　──可か香が谷やさんが僕の家に押おしかけてきたのはそのすぐ後のことである。



「来ちゃった！」

「可香谷さん？」

　玄関のドアを開けると、突とつ如じよどさどさどさっ。可香谷さんはこれ以上ないくらいパンパンにふくらんだトラベルバッグを幾いくつも床に取り落とした。

「い、いったいどうしたんだ、可香谷さん？　こんな時間に……。というか、この尋じん常じようじゃない荷物はなに？」

「わたし、今日からあなたのうちに泊とまるっ！」

　やけっぱちとも取れる大声での宣言。泊まる泊まる泊まるぅと、近所にこだまする。

　だが、どうして……？

　まさか兄ちゃん、可香谷さんに何か変なことでも言ったんだろうか？　くらくらしている僕の眼前で可香谷さんはしばらく、ふう、ふう、と細い肩かたを激しく上下させていた。

　が、やがて呼吸が整うと一いつ気き呵か成せいにまくしたてる。

「へ、変な勘かん違ちがいはしないでよっ？　わたしは、その、あなたなんかのために来たわけじゃないんだからっ！　こういうときこそ何かしてあげたいな、とか、さみしくないようにしてあげたいな、とか、そんなこと考えてたわけじゃないんだから。本当よ！　あなたのことなんかぜんぜん考えてないわ。自うぬ惚ぼれないで！」

「うん……。わかった。自惚れてない。わかった」

　強い語調でさんざん言い募つのられて、それは重々理解したんだけれど、

「だったらなぜ？」

「えっと、そのぅ、えーっと……」口もとを手で隠かくして言い淀よどむ。「あ、あなたのお兄さん、しばらく海外に行くって言うじゃない？　っていうことは保護者不在でしょう。……スノウピーさんの身があぶないじゃないのよ」

「あぶない？」

「不・純・異・性・交遊ぅ～」

　可香谷さんは腰こしに手をあてがい、ツンと威い嚇かく的にあごを反らす。

「あなたがそういうひとじゃないのは知ってるわ。ン、基本クールだもんね。だけどいちおう健康な男の子なんだもん……。男はみんな狼おおかみよって、子供のころお母さんによく言われたんだもん！　魔まが差さないとは限らないでしょう。スノウピーさんに変なコトしないように、今日からあなたのうちで見張らせてもらうわ！」

「……ああ。要するに僕って信用されてないんだね」

　世の中って切ないな、と僕は思う。

「ふうん。いいんじゃないかしら」

「スノウピー？」

　騒さわぎを聞きつけたらしく、スノウピーがぽってんぽってんと静かに玄関に出てきた。

「人間はしたいようにするのがいちばんいいの。そうすることでいろんなことを学習できるの。ユリのことだから、おうちのひとにはちゃんと言ってあるんでしょう？」

「ウ、ウン。友達のところに泊まるって、お母さんには言ってあるけど……」

「えらいの」

　そこでスノウピーはくるっと僕に顔をむけて、「ねえ、本人がこうやってしたいと言っているのよ。あなたはユリの好きなようにやらせてあげなさい」

　僕も可香谷さんもパチパチと目をしばたたく。

「誰だれかの家にお泊まりするのは嬉うれしいことよ。いろんなことが知れて楽しいの。お兄さんが帰ってくるまで、ユリは思う存分うちに泊まっていくといい」

　意外なくらい穏おだやかに可香谷さんの味方をするスノウピー。自分の家でもないのに家主になったような気前の良さだ。最初は肩に力の入っていた可香谷さんも、それでちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたらしい。じゃあしばらくお世話になるわね、と開き直ったように言う。

「だったら仕方ない。僕は荷物を運んであげるよ」

「そうね。そういうところがあなたはえらいの」

　よいしょ、よいしょ。

　という流れで、可香谷さんとの同居生活は始まったのだった。

　　　　２




　そんなこんなで三日が経過。

　今、僕は庭に出て夜空を見ている。厚い雲に覆おおわれて、月も星も今夜は見えない。

「ふう……」

　深呼吸ひとつ。

　可香谷さんとの同居は僕的にも楽しいけれど、たまに唐とう突とつに怒おこり出すのが玉に瑕きずだ。今日も『お風ふ呂ろにする？　御ご飯はんにする？　それともＴＶにする？』の件で突然ぷりぷりし始めて、部屋に閉じこもってしまうし。機き嫌げんを損ねるポイントが今ひとつ掴つかめない。

　僕は可香谷さんを怒らせたくなんかないのに。

「仕方ない。明日あしたの朝御飯は何か美お味いしいものを作ってあげよう」

　せめてもの気持ち。それで喜んでもらおうと僕は思う。

　食事当番は三食ともに僕の役目だ。そのような協定が結ばれている。もともと決まっていたわけではもちろんなくて。



　可香谷さんは最初のうち、すごく料理について張り切っていた。

「どうせあなたたち、普ふ段だんはいいもの食べてないんでしょうっ？　ふふーんだ。家庭の味っていうものを、あなたたちにたっぷり教えこんであげるわっ。覚かく悟ごなさい」

「何を作るつもりなんだい、可香谷さん？」

「教えてあーげないっ。この季節だもん、ブリ大根とかいいんじゃないかしら」

　ルンルン、ふんふふーんっ。

　花はな柄がらのエプロンを身にまとい、鼻歌まじりにキッチンを占せん拠きよする可香谷さん。発言が矛む盾じゆんしている気がするが、とっても嬉しそう。僕も後ろで見ていて、つい顔がほころぶ。

　とはいえ、嬉しい気分で作っても、必ずしも美味しくならないのが料理の難しいところだ。苦節一時間。食しよく卓たくに並べられた家庭の味・ブリ大根をひとくち食べて、可香谷さんはウッと口もとを押さえた。

「……にがっ！」

「どうしたの、可香谷さん？　そんなに青ざめた顔して、ぱくっ」

　もぐもぐもぐもぐ。

「……うぐ！」

　心頭滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずしだ、と僕は己に言い聞かせる。

「ねえユリ。この大根、とっても苦いの」

　ウサギのような口をもっちゅもっちゅ動かしながら、素直な意見を言うスノウピー。態度の是ぜ非ひはともかく、言ってること自体はとても正しい。おそらく大根を下した茹ゆでしなかったせいだろう。途と轍てつもなく苦かった。

「な、何よぅ……。どうしてこんなにまずいのっ？　うぅ、もどしそ……。わたし、これじゃあ自じ爆ばくもいいところじゃない」

　可香谷さんは恥はずかしそうに口もとを押さえ、気の強そうな瞳ひとみに涙なみだを滲にじませながら、

「と、とにかく、こんなの食べちゃダメ！　食べないでっ！」

「もちゅもちゅもちゅ……」

「あぁぁー！　スノウピーさん、これは食べなくていいの！　気を使わないで！」

「もちゅもちゅもちゅ……」

　多分、スノウピーは食べ物を粗そ末まつにするのが嫌きらいなのである。

　それはともかく、可香谷さん。何でも完かん璧ぺきにこなす優等生だと思っていたけれど、料理だけは得意じゃなかったらしい。

「うーん……。だったら仕方ないな。とりあえずスノウピーも可香谷さんも、それはそこに置いといてくれよ。ちょっとだけ待ってて。僕が代わりに何か作ってあげるから」

「わたし、わたし……っ。こ、こんなつもりじゃなかったのに……」

「気にすることないよ。こういうビターな味、僕はわりと好きだ」

　可香谷さんは顔をカアッと赤くして目を逸そらす。

　というわけで、その日の夕食は僕の得意料理スパゲティーになったのだった。

　さておき。

　苦い大根は可香谷さんの見てないところで僕が残さずたいらげたものの、舌が壮そう絶ぜつに痺しびれたのは事実。それ以降の食事当番は僕の担当になり、にもかかわらず可香谷さんは花柄のエプロンをして、毎回ちょっとした副菜（クッキーとか）を作ってくれる。彼女の辞書にあきらめるという言葉はない。真の意味で努力家なのである。



「きっと頑がん張ばりすぎてるんだと思うな……」

　可香谷さんがすぐに怒ってしまう原因を、僕はそんな風に考える。

　実際、一いつ緒しよに暮らしてみればすごくよくわかるのだ。



　可香谷さんはスノウピーと僕が不ふ埒らちなことをしないように見張りにきたわけだけれど、するべきことをないがしろにはしない。宿題とかも実にきちんとやっている。

「ねえ。わたし今から勉強するから」

「いいよ、どうぞ」

「勉強はいいことなの。ユリはおりこうさんなの」

　ＴＶを見ている僕とスノウピーのそばに丸いテーブルを出し、可香谷さんは真しん剣けんにプリントに取り組む。それが終わると英語の予習などをする。かりかりかりかり……。集中力がある。僕らがＴＶを見終わるころにはきれいに全すべて終えている。

「ああ今週も面白かった。さて、ＴＶも終わったし、僕も宿題をやろうかな」

「おやりなさい。あ、ここでやるといいわよ。わたし、後ろから見ててあげるわ」

「……見てて？」

「ウン。どうしてもわからないところがあったら、先生に訊ききなさいよね、ウフフッ」

　もちろんわたしのことは可香谷先生って呼ぶのよ。

　そう言って細い腰に両手を当てる。──可香谷さんはわりとノリがいい。

　僕とスノウピーがリビングで宿題をしているあいだ、可香谷先生は宣言どおり後ろから見ている。プリントを覗のぞきこんだり、時おり僕の背中をちょぴんと指でつついたりする。

「何だい？」

「あ、ごめんなさい、つい……。何でもないの」

「ユリは退たい屈くつしているみたい」

「ああ、そういうことか。ねえ可香谷さん、退屈なら体操でもしてたらどうかな？　奥おくの部屋にいつも兄ちゃんが使ってるバーベルがあるんだけど」

「……別にバーベルはいらないわよ」

　家でよくやってるエクササイズがあるもん、と可香谷さんはくちびるをとがらせる。

「いいわ、着がえてこよっと」

「着がえ？」

　素早く廊ろう下かに出ていき、それから「ええっ？」意外にも体操服みたいなのを着て戻もどってきた。そう、可香谷さんは大量の荷物を持って我が家に押おしかけてきたわけだけれど、実はその大半が衣類だったりする。とはいえ、こんな服まで持ってきていたなんて……。

　体育の時間になったみたいで妙みような感じだ。気になって宿題が手につかない。

　そしてエクササイズ開始。

「ンッ、ンッ、ンーッ。……なーによ、宿題に集中なさい。こっち見ないでよねっ」

「わ、わかってるよ。見てないってば」

　でも何か気になる──。

　屈くつ伸しんしたり、腕うでを伸のばしたり、ぴょんぴょん飛とび跳はねたりと、様々なエクササイズをまるでこちらに見せびらかすように大だい胆たんに繰くり広ひろげている可香谷さん。なるほど、スポーツ万能の秘ひ訣けつはこういうところにあったのかと思いつつ、僕の顔はなぜだか赤くなる。宿題は赤信号だ。まるで前に進まない。

　すると、そのうちスノウピーまでが立ちあがって、

「ふう。わたしの方はもう宿題終わっちゃったの。ねえユリ、わたしも体操したいの」

「ン、いいわよ。じゃあペアでストレッチしましょうか」



    

  
    
      「どうするの？」

「スノウピーさん、ここに座って開かい脚きやくして。わたし、背中を押してあげるわ」

「はい」ぺたーっ。

「キャッ！　ス、スノウピーさん、体すごく柔やわらかいっ？　固そうに見えるのに……」

「固くないの。わたし、関節はふよふよなの」

「す、すごい……。すごいけど、ま、負けないもんっ！　あなた、もっとちゃんとこっち見なさいよっ。ほら、しっかり見て！　わたしの体だってぜんぜん負けてないのよっ？」

「宿題……」

「えい、えいっ！　何よっ。そんなにじっと見るんじゃないわよ！　あ、やっぱり見て」

「宿題……」

　我が家のリビングで、真しん珠じゆみたいにきらめく汗あせをかきかき、一いつ生しよう懸けん命めい体操している可香谷さん。とにかく負けず嫌ぎらいというか、本当に尊敬できる頑張り屋なのである。



「うん、それだ」

　僕は夜の庭で静かにうなずく。

　きっと全てはそれのせいだ。真剣に様々なことを努力しすぎているからこそ、お気に召めさない結果に対して怒ってしまうという。

「後でそんな風にスノウピーに教えてあげよう」

　先程のスノウピーの疑問……『ユリはたまに理性をなくしたような行動をする』に対する、それが僕なりの回答だ。言うなれば頑張りすぎ。ひとの行動を分ぶん析せきするのが好きなスノウピーのことだから、教えてあげればきっと喜ぶだろう。

　──実際のところ、そうではなく。

　──そのことを伝えると、スノウピーは思いもよらない意外な発言をするのだけれど。

　僕はぐっと身をひきしめる。

　どうやら今はそういう場合じゃないようだ。

　……何か危険な感じがする。よくわからないが、今から普ふ通つうじゃないものが来る。

　すぐ来る。

　夜風が一いち陣じん、ひゅうっと僕の横を吹ふき抜ぬけていき、

「どこからだ？」

　周囲を窺うかがうものの、庭は薄うす暗ぐらく、怪あやしいものは特に見えない。

「いったい何が来るっていうんだ……？」

　　　　３




　僕は生まれつき不思議なものによく出くわす。おかしな現象や、もののけのたぐい。

　様々な事件を経てわかったことだけれど、そういう存在を引きよせる特別な何かが僕のなかにあるらしい。最近は自分の性質と向き合うことで、危ないものの気配を多少なりとも感じ取れるようになってきたのだが。

「う！　これかっ？」

　何かが突とつ然ぜんものすごい速度で飛んできた。

　ユゥウウウウーン。

　電子音みたいな音がして。

　横っ飛び！　かわしたっ。

　それは直前まで僕のいた空間を切きり裂さき、まっすぐ庭の奥へ向かい──。

　ズドォォォッン！

　──奥の塀へいに凄すさまじい速度で衝しよう突とつしたのだ。



　ぱらぱらぱらぱらっ。コンクリートの細かな粒つぶがひとしきり降り、壁かべ際ぎわからはしゅうしゅうと灰色の煙けむりが立ちのぼっている。

「……い、いったい何だっていうんだ？」

　弾だん丸がん？　それともバズーカ砲ほう？

　そんな感じだった。

　飛んできた方向に目を凝こらしてみる……。が、静せい謐ひつな夜のしじまがひろがるばかりで、狙そ撃げき者の姿は見当たらない。逃にげたのか、あるいは途と轍てつもなく遠くから放ったのか。

　僕は煙が立ちのぼる庭の奥へ、おそるおそる近づいていった。

「何だこれ……？」

　コンクリートの壁の付け根に何かがめりこんでいた。

　黒い。かなり大きい。どうしたものか逡しゆん巡じゆんしていると、不意に後ろから声がする。

「なにしてるのー？　ほにーちゃん」

「あ、フローン？」

　振ふり返かえれば、花かんむりをかぶった少女が、すてすてとこちらに近づいてくるところ。

　この子の名はフローン。ふわふわの豊かな金きん髪ぱつ、大きなクリソベリルの瞳ひとみ、天使のようにあどけない顔だち……と、見た目は無む垢くな幼女だけれど、実はここじゃない世界から来た高次元的存在だ。備わった特性は雲で、空を飛ぶのが得意だったりする。

「帰っていたんだね。今までどこ行ってたんだい、フローン？」

「えへへー。ちょっとみなみのほうまでいってたにょ！」

「南？」

「あふりかー」

「…………」

　高次元的存在、と僕は思う。

「いつか僕も行ってみたいな、アフリカ。子供のころに絵本で読んだ、バオバブの木を見たいんだ。それはさておき、フローン。例のあれは見つかったのかい？」

「んー」かぶりを振って、「なかったにょ」

「そう。それは残念」

　フローンは元の世界に帰るため、エキゾチック物質というものを探している。いちどに摂せつ取しゆしすぎると性格が反転し、巨きよ大だい化してワガママに大暴れしちゃうものの、少量ずつ集めれば問題ないらしく、たまにふらっと遠くの方まで探しに行っている。今回はアフリカまでぶらり旅していた……とまあ、そういうわけらしいけれど。

「ところでフローン。話は変わるんだけどね」

「なになに、ほにーちゃんー」

「これって、きみがやったのか？」

　僕は黒い何かがめりこんだ壁際にひとさし指を向ける。フローンはきょとんとして、

「なにこれー？　たべられるにょ？」

「いや、多分食べられない……って、こらっ。触さわっちゃだめだ。危ないから」

　無む警けい戒かいにブツに触ふれようとするフローンを慌あわてて制止。とりあえずそういうことは僕の役目だ。何といっても慣れている。ゆっくりと指先をそれに伸ばし──。

　ちょぴっ。

「熱っ？」

　と思ったのは束つかの間ま。キイィン──。青いバリアみたいな光が手のなかで弾はじけ、気がつくと熱さは消えていた。立ちのぼる煙も掻かき消されて、それは完全に冷え切っている。

「冷え切っている……」

　手のひらにそれをのせて僕は言う。

　いったい何だ？

　鉄というか、石というか、その中間というか……。

　とにかく自然物のようだ。まるっこくて、サイズもちょうど野球の球くらいだけれど、まっくろな表面の削けずれた部分からは、ぼそぼそとした赤茶色の地じ肌はだが覗のぞいている。

「ねえフローン。これ、何だかわかるかい？　さっき突然バズーカの砲弾みたいに僕めがけて飛んできたんだけど……」

　フローンは指をくわえてぴょんこぴょんこ、その黒い石をためつすがめつしてから、

「わかんなーい」屈くつ託たくなく言う。

「そっか」

　まあ、何となくそうだろうとは思った。フローンは強いパワーを持った存在だけれど、別に知識が豊富なタイプじゃないからだ。

「あーっ！」不意にすっとんきょうな声を出すフローン。「あああああああーっ！」

「ど、どうしたんだ、いきなりっ？」

「それっ！　それってええええ……っ！」

「な、何か気づいたことがあったんだねっ？」

「おはぎににてるにょ」

　僕は転んだ。

「……うーん、フローン。きみ、おなかが空いているのかな？」

「ぺこぺこー！　わたし、おはぎたべたい！　おはぎおはぎー！」

「悪い。あいにくおはぎは買い置きがないんだ。他のお菓か子しにしようか」

「おはぎおはぎおはぎー！」

　素敵な感じにツイストするフローン。……僕は彼女に見せてはいけないものを見せてしまったらしい。とりあえずコンビニに行ってあんころ餅もちでも買ってこようと思いつつ。

　──ともあれ、この黒い石は何なのか？

　この手のことに、もう少し精通した人物に訊きいてみた方がよさそうだ。

　　　　４




「それは石降りってやつじゃないのかなー」

　葛か西さいヒノリカは腕うで組ぐみしながら言った。

「他ほかには、天てん狗ぐつぶてとか呼ばれたりもするよね」

「天狗？」と僕は言う。

「天狗。まっ、それは一種の比ひ喩ゆみたいなもんなんだけどね。ふふふ。つまりさ、誰だれでもない奴やつがどこでもない場所に石をぽいっと投げる。正体不明のぽーいっ。そういうこと全ぜん般ぱんを昔のひとは天狗の仕し業わざにしたんだよ」

「そうなんだ？」

　ここは翌日の学校。ひと気のない階段の踊おどり場ばである。

　僕の眼前にいるのは同級生の葛西ヒノリカ。気の強そうな瞳をしているのに、不思議なくらい愛あい嬌きようがあるポニーテールの女の子だ。実は僕と似たような特性を持っていて、もののけ退治のエキスパートでもある。

　昨日の奇き妙みような石のこと、スノウピーも可香谷さんもわからないと言ったから、こういうことに詳くわしそうなヒノリカに訊いてみたんだけれど。

「うんうん、これ自体はただの石だよね。別に変な感じはしないもん。ねえ、ベラ？」

「ギギッ！」

「うわっ、ヒノリカ、ここでベラを出さないでくれっ？」

　ぎらつく巨大な火の玉が一いつ瞬しゆんヒノリカの背後に浮うかんで消える。ベラは彼女が使し役えきしている攻こう撃げき的精神の集積体だ。コンビプレイで今まで様々な怪かい異いと戦ってきたらしい。

「ふふふ。そんなに気にすることないと思うよ」

　ヒノリカはあっけらかんと微笑ほほえむと、首をこきこき左右に揺ゆらして、

「石くらい誰にだって投げられるもの。きっと誰かが深い意味もなく、ちょっと投げただけじゃない？　多分子供のイタズラでしょ」

「いや、それにしては勢いが強すぎたように思うんだけど……」

　壁にめりこんでたし。

「まあまあ。もういちど同じことが起こったら、あらためてボクに相談してよ。そしたら事件性ありってことで、本ほん腰ごし入れて調査してあげるよ」

　ヒノリカはにこにこしながら僕の背中をぱんぱんっと叩たたいて、

「これでもボクは正義の味方だからね。何やかにやと多た忙ぼうな身なのさ。最近もいろんなところで、もののけに関するトラブルを解決してまわってるんだよ？」

「そうなのかい？」

「そーなの。でもまあ、せっかく来てくれたんだし、手ぶらで帰すのも何だよね。じゃあキミには代わりにいいモノをあげよう」

　ほいっ。

　脇わきに抱かかえていた大きな紙かみ袋ぶくろを僕に渡わたしてくる。目立つから、実はさっきから微び妙みように気にはなっていたんだけれど……。

　何だろう？　学食のトレイくらいの大きさだ。テープで厳重に封ふうがされており、紙袋の中身はうかがい知れない。

「ヒノリカ、何なんだいこれ？」

「い・い・も・のっ」

「だから……」

「まあ、お守りみたいなものだよ。すっごくいいものなんだよ？　あ、ここじゃなくて家に帰ってから開けてよね。絶対すごいんだから！　ふひゃひゃひゃっ」

　ヒノリカはたまに面おも白しろい笑いかたをする。

「ふうん。でもそうか……。そんなにいいものなんだ。嬉うれしいな」

　ありがとう、と僕は言う。どういたしまして、とヒノリカは頭の後ろで両手を組んで言い、それからふと思い出したように、

「でもさー。なんか、めずらしいよね」

「ん、何がだい？」

「キミの相談のこと。今回みたいな事件に興味を持つなんて」

　僕は目をしばたたく。どういうことだろう。

「やー、だってキミ、この手のことには慣れてるはずでしょ？　わざわざ調べたりしなくてもさあ。ほっときゃいいじゃないの。どうせその辺の低級なもののけじゃあ、なんにもできやしないよ。キミが本気で力を使えば、大たい抵ていの奴はイチコロなんだよ？」

「……それはまあ、そうなのかもしれないけれど」



    

  
    
      　たしかにこの石降り事件。ヒノリカの指し摘てきどおり、前までの僕なら気にせずスルーしていたかもしれない。

　だけど、人間って変わるものだから──。

　そう、僕はスノウピーとの関かかわりのなかで着実に変化している。

　ひとや物事に真しん摯しに向かい合い、対象について深く理解する。キラキラした良いものはそういったやりとりのなかでしか生まれないんだと、スノウピーは教えてくれた。

　だから僕はそうしたい。今は不思議なことにも可能な限りまっすぐ相対して、その裏にある真実を理解していきたいって、そう思ってるんだ。

「ふふふ。ま、キミの人生だからね。キミのしたいようにすればいいと思うよ」

　ヒノリカは目を閉じ、機き嫌げん良さそうに鼻から大きく息を吐はいて、

「ああ、そーそー。どうせなら彼にも訊いてみれば？」

「彼？」

「ほら、クラスにいるじゃん。この手のことに詳しそうな眼鏡めがねの秀しゆう才さいくんがさ。ボクにはわからないことでも、意外と彼なら知ってるかもしんないよ？」

「あ」そういえばそうかもしれない。

　　　　５




　じゅりん君の見解はこうだった。

「そりゃお前、ファフロッキーズ現象ってもんだろ！」

「コロラドロッキーズ……」

「は、メジャーの野球チームだからな。正しくはファフロッキーズ」

　ここは学校の図書室。僕とじゅりん君は奥おくのテーブルに並んで腰かけている。

　じゅりん君はうちのクラスの秀才で、いちばん仲のいい友達だ。オカルト知識が豊富なので、放課後くだんの石について相談してみたところ、ここに無理やり引っ張ってこられた。もうすぐ閉館の時間なので生徒数はまばらだけれど、この手の話をするのには逆にうってつけだろう。

「えーっとだなぁ……」テーブルの上にひろげられているのは世界の超ちよう常じよう現象について書かれた本。じゅりん君はそのページをぱらぱらとめくり、

「ほれ見な。こういうもんさ」

「む」

　──空から何かが降ってくる！

　目立つ太いゴシック体でそんな風に書かれている。

「あー、昔から意外と頻ひん繁ぱんに起きてるらしくてよぉ。石とか、魚とか、カエルとか。そういう本来ありえねーものが降ってくる現象のこと、ファフロッキーズって呼ぶんだぜ」

「へえ……。そういうことって、わりとあるんだね」

　真しん偽ぎの程はともかく、たしかに本にはそのように書かれている。

　だとしたら、僕が遭そう遇ぐうしたのもそれなんだろうか？

「原因は何なのかな？」

「んー、この本によりゃあ、竜たつ巻まきってことになってるね。上じよう昇しよう気流に巻きこまれたいろんなブツが、遠く旅した後で落っこちてくるんだと」

「ふうん」

「あと、鳥がくわえたエサを落とすって説もあるぜ？　カエルとかオタマジャクシが降るのはその類たぐいだわな。あー、石は……どうか知らねぇけどよぉ。それでもまったくありえねぇ話じゃねえと思うよ？　たとえばカラスとかって、石ころ運んだりするしな」

「あ、たしかに」

　カラスが線路に石を置いて……みたいな話を僕も聞いたことがある。

「とまぁ、そういうわけなんだぜっ」

　じゅりん君はぱたんと本を閉じた。眼鏡にかかった細い前まえ髪がみをサラリと掻かきあげて、

「理り屈くつで説明がつくことなんだからよぉ。あんま気にすることねーんじゃねえのか？」

「なんか、そうみたいだね」

　ひととおりの知識を得たせいか、あまり心配しなくてもいいような気がしてきた。

「ま、もしかしたら、何かの前ぶれかもしれねぇけどよ……」

「え？」少しひっかかる。

（──前ぶれ？）

　と、そのときだった。

　図書室に残っていた最後の女生徒が、数名連れ立ってこちらに歩いてきた。とことことことこ……。よく見たら同じクラスの子たちである。鞄かばんを持っているから、帰るところなんだろう。彼女たちは僕の横を通りすぎ、すれちがいざまに可愛かわいらしく手を振ふった。

「ばいばい」

「ああ、バイバイ」

　特に仲がいい子じゃない。でも僕も何となく手をちょこちょこと振り返す。彼女たちが図書室から出ていき、部屋には僕とじゅりん君と司書さんのほかに誰だれもいなくなった。

「あー……」

　じゅりん君が眼鏡のフレームをつまみ、かくかく上下させた。涼すずやかに軽く笑って、

「お前さぁ。最近ビミョーに変わったよな」

「え。そう？」

「え。そう？」

　目をぱっちり大きくして、僕の真ま似ねをしてみせるじゅりん君。似ていないと思う。

「そう？　じゃねーよ。そうなんだよぉ。へっへっへ」

「へっへっへって……。どういうことなんだ？」

「やー、だってさ。お前って、前はそういうキャラじゃなかったっしょ？　出会ったころはもっとクールだったじゃん。今みたいに挨あい拶さつされても微笑ほほえみ返すくらいでさぁ」

「別にクールじゃないよ」と僕は言う。

　でも。

　どうなんだ。

　他のひとにはそう見えていたんだろうか……？

　自分のことって自分じゃ意外とよくわからない。

「そうだったんだよぉ。間近で見てた俺が言うんだから、まちがいねーし。まぁ、俺は別に嫌きらいじゃなかったけどね。てゆーか、ぶっちゃけカッコよかった。現に一部の女子にはやたらと人気あったからな。んー……。何ちゅうか、冷たそうでいて、根は優しいお前みたいなヤツのこと、その手の女子にはかなりツボだったらしいぞ？　何かこう、キューンとくるんだと」

「またそんな」じゅりん君は冗じよう談だんがうまい。

「へっ！　なのによぉ……。そんなクールなお前はどこへやら。今じゃみんなとうまくやるようになっちまって。くーっ！　これじゃますますモテるわけだぜ。向かうところ敵なしじゃねーか。なぁ？」

「またそんな」じゅりん君はおだてるのがうまい。

　実際のところ、僕は別にうまくやってるわけじゃない。みんなと真摯に向き合おうと努力しているだけだ。それがそのひとの望むことなら心地ここちよく感じられるし、空気を読んでいると受け取ってもらえる。最近ようやくそういうことがわかってきたんだ。

　うん──。

　僕はうなずく。すると、じゅりん君は何かを勘かん違ちがいしたらしく、

「おいおい、あんだぁ？　そりゃあモテモテくんの余よ裕ゆうかぁ？」

「は？」

「ったくよぉ……」

　ふうっとわざとらしく肩かたをすくめ、ため息をつくじゅりん君。

「言っとくけど、あんまり調子に乗らねぇ方がいいぞぉ？　いくらお前が人気うなぎのぼりでも、そりゃあ一いつ般ぱん人の範はん疇ちゆうの話であってだなぁ。あくまでも常識的な範囲内でのことなんだから」

「常識的って……え？　どういうことだい？」

「常識はずれの美少女には通じねぇってことだよ。あー……。たとえば、可香谷さん！」

「可香谷さん」

　そういえば、彼女とスノウピーは今日はふたりで先に帰った。仲が悪いように見えて、あのふたりは意外に仲がよかったりもするんだけれど。

　その可香谷さんがどうしたっていうんだ？

「あー。だって可香谷さんこそ、まさしく高たか嶺ねの花だもんよ。いくら今のお前でもさすがに可香谷さんには見向きもされないっしょ！　へへへ、プライド高い！　自信まんまん！　男なんかに絶対なびかないっ。いやー、あれこそが俺たちの永遠の憧あこがれ。孤こ高こうの黒髪ロングなのさっ」

「う、うん……？」

「お高くとまってて近寄りがたいって言う奴やつもいるけど……。だが、それがいい！」

　なぜかわからず、じゅりん君は可香谷さんのことになると鼻息が荒あらくなる。

　彼女のことが好きだとか、そういうわけじゃないらしいから、多分成績優ゆう秀しゆうな者どうし、リスペクトする気持ちがあるんだろうけど。

「あー……。ちくしょー。二年になったらクラス替がえとかあるしよぉ。ううー、可香谷さんと同じクラスになりてえなぁ……」

「なれるといいね」と僕も正直に言う。

　今、可香谷さんが僕と同居していて、毎日の御ご飯はんを作ってあげていて、夜はお風ふ呂ろを沸わかしてあげて、朝は洗面所で場所の取り合いをして、その後一いつ緒しよに家を出て──。

「いってらっしゃい」

「ちょっと！　なに笑顔で送り出してるのよ。あなたも来るのっ。学校でしょっ？」

「あ、そうか。行ってきます」

「もう！　遅ち刻こくしちゃうんだから、早く来てよねっ！」

　……なんてやりとりを毎日繰くり広ひろげていることまでは正直に言わない。そこまで言うのはさすがにまずい気がする。じゅりん君は僕の逡しゆん巡じゆんに気づくことなく、その後も延々と可香谷さんを賛美し続け、しばらくしてから我に返り、ぽわっと顔を赤くした。

　眼鏡をせわしなく上げたり下げたりしてから、がたんと立ちあがって、

「……あー、なんか沸いたこと言っちまったなぁ。俺、そろそろ帰るわ」

「今日はサンクス、じゅりん君。僕はもう少しだけこの本を調べていくから」

「おう。じゃーまた明日あしたな」
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　静まり返った図書室で本をぱらぱらとめくり続ける。

　僕がそろそろ帰ろうかと思ったとき、頭上から声がした。

「こんにちは」

「ん？」

　顔をあげる。

　そのひとは視線をかわすように、するっと僕の隣りん席せきにすべりこんできた。

「スガモさん」僕は目をしばたたいて、「きみ、図書室にいたのかい？」

「うふふ。気づかなかったでしょう？　ずっと奥の本ほん棚だなの方にいましたからね」

「動きがすばやい」と僕は言う。

「ありがとうございます」

　僕の隣となり。両手に尖とがったあごをのせて肘ひじをつき、上目づかいで微笑んでいる美少女。

　彼女の名前は花はな森もりスガモさん。ふんわりとした柔やわらかヘアと愛らしいタレ目が印象的なうちのクラスのアイドル的存在だ。何かにつけて僕にからんでくるので正直少しだけ苦手なんだけれど、決して悪いひとではない。

「何を読んでいるんですか？」

「ああ、ちょっと調べものだよ。この本、不思議なことが色々と載のってるんだ」

「ふうん。わたしにも見せてください」

　いいよ、と答えるのを待たずに、ばくっと本を自分のもとに引き寄せるスガモさん。いつも僕の前では妙みようにふてぶてしくふるまう。

　スガモさんはあごを少しだけ反らし、気のない感じに本をぱらぱらしながら、

「ねえ」

「何だい」

「さっき、うちのクラスの女の子に手を振ってましたでしょう？」

「え？」見ていたのか。「うん。振ったけど……？　バイバイって挨拶されたから」

「あの……。ちょっとだけ言いにくいことなんですけど……」

「何だい、言い淀よどんだりして？　らしくないな。遠えん慮りよしないで言ってごらんよ」

「いい気にならないでくださいね」

「…………」

　少し汗あせをかいた。

「えっと、何で？」

　いま僕、何か悪いことした？

　スガモさんは本に目を落としたまま、「最近評判いいからって、いい気にならないでくださいね。何さ。ちょっぴり空気が読めるようになったからって面おも白しろくありません。あんまり調子に乗らないでくださいね」

「な、何だよそれ……」

　言いがかりにも程がある、と僕は思った。

「いい気になんかなってない」

　僕は傷つきながら言う。「……空気だって、別に読めてないよ」

　読めないなりに、わからないなりに、僕は精せい一いつ杯ぱい努力しているだけなのに。

「ふんっ、です」

　スガモさんは無造作に本を閉じると、僕の方にドキッとするくらい顔を近づける。

「わたし、何かこう、物足りないんですよね。張り合いがないっていうか……。生活にときめきが足りない。ねえ。たとえばこういうことしたら、あなたどうしますか？」

　不意にびくっ。僕の体は思わず跳はねる。

「ち、ちょっと？　スガモさん……っ？」

「しぃーっ。大きな声を出しちゃダメです。騒さわぐとひとが来ちゃいますよ？」

　机の下で、スガモさんが僕の太ももを撫なでまわしていた。

「どうして……」と僕は小さな声で言う。

「さあ、どうしてでしょう？」

　可か憐れんな小こ悪あく魔まの手が僕の太ももを大だい胆たんにまさぐる。さわっ、さわっさわっ。

「……スガモさん。どうしてこんなことするんだ……。きみはいっつもこんなことばっかりしてさ。ねえ。僕、きみの恨うらみを買うようなこと、何かしたかな？」

「うふふ。なんにもしてないですよ？　えいっ」

「ああっ……！」

　すごい手つきだった。

　スガモさんは純じゆん粋すい無む垢くなお人形さんのスマイルを浮うかべつつ、

「ただ、最近気づいちゃったんです……。わたしって、きれいな男の子に意地悪するのがとっても好きみたい。斜しやに構えてるとか、構えてないとか、実はそんなのどうでもよかったの。今はただあなたをいじめながら、甘あまい苺いちごのケーキを食べたいんです」

　思わず絶句。

　何て答えればいいのかわからなかった。……歪ゆがんでるなあ。

　つい好きな子をいじめちゃう小学生じゃないんだから。

「う、うーむ……。あのねえ」僕はぽりっと頬ほおを掻かき、「ケーキを食べたいなら今度おごるよ。スガモさんもたいがい、いい性格してるよね。そこは本気ですごいと思う」

「うふふ。もうあなたには色々とバレちゃってますもん。わたし、実はドＳかもしれません。みんなには内ない緒しよにしてくださいね。ホラホラ、気持ちいいでしょ？」

「あああっ……！」

「うふふ。反はん撃げきしないんですか？　声を出すと、司書さんに気づかれちゃいますけどね」

　昔は真ま面じ目めなひとだと思ってたんだけどなあ、と僕は切なく考える。これが素。あるいは僕と関かかわるうちに、スガモさんはすっかり変な道に目覚めちゃったみたいだ。

「あなた、最近何だか立派にふるまってますけどね。自分の欲望には正直になった方がいいですよ？　だって人間なんですもの。慣れないことばっかりしてるのは体に悪いです。あ、わたしでよければいつでも言ってくださいね。ギブアンドテイク。一緒に楽しみましょうよ。あなたが音ねをあげるまで、たっぷり付き合ってあげますから」



    

  
    
      「……ケーキを食べながら？」

「甘いケーキを食べながら」

　天使のように可愛かわいい顔で言う。

「もちろん、イニシアティブは常にわたしが取らせてもらいますけど」

「ふ、ふうん……。イニシアティブねえ」

　何にせよ善意でやってくれていることらしい。だったら彼女なりの正直な忠告として心に留めておこう。それからしばらくスガモさんは彼女なりの正直さを僕に披ひ露ろうし続けた。

　やがて図書室が閉まる時間になり、とりあえず一いつ緒しよに帰ろうと誘さそう。すると、

「いやです」

　そう言って、ひとりでさっさと帰宅してしまう。

　何なんだ、と僕は唖あ然ぜんとしながら思う。

　意味がわからない。……スガモさんはいったい何を考えているんだ？　他人の考えを推おし量ることはやっぱりものすごく難しい。僕はひとりうなだれて拳こぶしを強く握りしめた。
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　ＴＶ。

　唐とう突とつだけれど、スノウピーはＴＶを見るのが好きである。

　もともとスノウピーが属していた世界は、雪ばかりでなんにもない白い世界だ。だから彼女はそれを通して様々な事物を観察していた。もちろんそれは僕たちの世界でいうところのＴＶとは少し違ちがう、高次元的なＴＶらしいのだけれど（ひょっとしたら何か比ひ喩ゆ的な意味での装置なのかもしれない）……とにかくこちらの世界に来てもスノウピーはＴＶが大好きで、暇ひまなときは大たい抵てい見ている。

　じいいいいいいっ。

　特に好きなのは動物番組だ。ＴＶの前にちょこんとお座りして、スノウピーは無言で見つめ続ける。

　じいいいいいいっ。

「……ちっちゃい動物可愛い」ボソッ。

「え？」

「何でもない」

　たまにぽろっと何か言うことがある。

　意識的に口に出したことならいいが、無意識でつぶやいた感じなら、それには触ふれない方がいい。ついっとあごを反らし、決まり悪そうにうにうにとリボンをうごめかせる。

　うん、彼女は理路整然としていることを非常に重んじる……というか、そういう自分がとても好きみたいだから。

　ともあれ、そんなスノウピー。時おりすごく気まずい空間を作り出すことがある。



「あ、あのさ、スノウピー……。チャンネル変えないか？」

「変えない」

「ううむ」困ったな、と僕は思う。

　その日の夕食後、僕たちはリビングでＴＶを見ていた。

　画面に映っているのは洋画劇場。きりっとしたアメリカ人男性が意中のブロンドの女性を自宅に招待し、何やら情熱的なトークを繰り広げている。

　このアメリカ人男性、今日という日のためにプランを練り、スペシャルな演出を考えていたらしい。女性に目配せして、くいくいと手まねき。寝しん室しつのドアを開けるとそこには、

「ワーオ！」

「ハッハッハ」

　部屋には白い煙けむりがもうもうと充じゆう満まんし、ベッドが孤こ島とうのように浮かびあがっていた。

「なあに、これ？　アントン、これっていったいどういうこと？」

「スモークマシンさ！　どうだい、ジェニファー。ムードあるだろ？」

「まるで雲の上にいるみたい！」

「行こう。雲の向こうへ」

「あぁ、アントン……。あなたって最高ね！」

　正気の沙さ汰たじゃない、と僕は思う。

　でもその男性と女性は大まじめだ。ロマンティックな音楽とともに、ふたりは互たがいの服のボタンをはずし始める。むむ、これはやばいな。誰だれにも止められない感じだ。

　そわそわそわそわ。先程から落ち着きなく身じろぎしていた可香谷さんが、

「ア……アントンって何なのよっ。へ、へんてこりんな名前ねっ！」

　耐たえ切れなくなったように言う。気持ちはよくわかる。

　全国のアントンさん申しわけありません、と僕は思いながら、

「ねえ、スノウピー。チャンネル変えよう。ほんとにさ。これ、その、かなり本気っぽい感じだから……。ねっ？」

　でも懇こん願がんは聞き入れてもらえない。画面を見つめたまま無表情でふるふる首を振ふって、

「恋こい」とスノウピーは言う。



　実際のところそうなのだった。

　最近のスノウピーの興味あることは「恋」。可香谷さんと暮らし始めてからというもの、ずいぶんとそのことにご執しゆう心しんである。──恋とはどんなものかしら？



　僕は思い出す。先日のスノウピーとの会話のこと……。

『ユリはたまに理性をなくしたような行動をする』

　それについて、僕は可香谷さんが少し頑がん張ばりすぎているからだと考えた。努力するのは立派なことだけれど、たまには空回りすることもある。根がまじめな可香谷さんだからこそ、想定外の結果が許せないんだろう。

　そんな風に伝えてみたものの、意外にもスノウピーの見解は違っていた。

「わたし、そうじゃないと思う」

「スノウピー？」

「観察していてわかったの。ユリは頭の良い、きちんとしたひとよ。そういうひとは自己を抑よく制せいすることもできるはず。だからわたし、あなたの仮説はまちがってると思うの」

「えっと、だったら？」

「もしかすると……」

　スノウピーは細いあごをつまみ、リボンをふわりふわりと交こう互ごに揺ゆらして、

「ユリは、恋をしているのかもしれない」

「え……？」

「恋よ。恋れん愛あいのレンなの」

「う、うん……？　それはまあわかるんだけど」

　恋、と僕は思う。どうしてここで恋なんて言葉が出てくるんだ？

「わたし、前にＴＶで見たの。なぜかは知らないけれど、恋はひとをおろかにするって」

　スノウピーはどこまでも真しん剣けんな口調で語り続ける。

「恋。それはすごい影えい響きようを人体に及およぼすの。視界が薔ば薇ら色いろになって、気持ちが風船みたいにむくむくむくっとふくらんで、心臓がとってもドキドキするの。人間は恋をすると、普ふ通つうじゃやらない変なことをいっぱいするみたい。だから……もしかしたら、ユリは誰かに恋をしているのかもしれない」

「まさか」

　僕の心臓は僅わずかに速くなる。

　──可香谷さんが恋だって？

「いったい誰にっ……？」

「はっきりしたことはわからない。でもその可能性は否定できないの」

　僕はくちびるを噛かんだ。

　もし仮に可香谷さんが恋をしているとしても、それに口を出す権利は僕にはない。僕と可香谷さんは付き合っているわけじゃなく、協力関係というだけだから。

　でも、だけど、だけど……この気分は何だろう？　考えるだけで、おかしなくらい胸がもやもやするのは、きっと僕がかたくなな性格だからに違いない。

「あなたとユリは、お付き合いしているわけじゃないのよね？」

「うん……」

　僕は力のない声で言う。公正にふるまわなければ──。

「可香谷さんと僕は付き合っているわけじゃない。それは前にも言ったはずだけれど」

　すると、なぜかスノウピーは不意にふわっと少しだけ顔を赤くした。はにかんだように一いつ瞬しゆんぎこちなく笑み、小さな声で何かつぶやく。

　フェアなひと、と言ったような気がした。

「ねえ。わたし……ほんとのことを言うと、恋のことはよく知らないの。知識としては知っているけど、実感をもって理解したことがないの」

「そうなのかい？」

　いや、何となくそんな気はしていたけれど。スノウピーは少し耳みみ年どし増まなだけ。

「もちろん愛についてはちゃんと知っているわ」ツンととりすました表情で、「それは恋とは違う感情なの。この世を良くする最高の感情よ。自然界にもいっぱいあるの。虫さんとか、お花さんとか、動物さんたち……。愛は生命活動全ぜん般ぱんを支えるものなの。愛があるから命はキラキラ美しくて、地球上でいちばん尊いものなの」

「そうだね」

　だけど、とスノウピーは言う。

「恋はそれと違うものなの。恋は人間だけがするものなの……」

「そうか……」

　たしかにそれは正しい認識かもしれない。動物の世界にも愛みたいなものはあるように思える。が、恋はちょっとなさそうだ。

「わたし、今後はもっと真剣に、恋について研究するわ」

　いつものように澄すんだ瞳ひとみで僕に宣言するスノウピー。とても律りち儀ぎな女の子である。

　というわけで、普段はそれほど好まない恋愛映画を今スノウピーは食い入るように見つめているんだろう。研究の一いつ環かんなのだから、これはもう誰にも止められない。



「おお、ジェニファー」

「アントン、素敵……」

　ＴＶでは相変わらず濃のう厚こうな恋愛シーンが展開されていた。

　スモークが焚たかれるなかで、おもむろに上着の前をはだけたアントンとジェニファー。やがてふたりは音楽の盛りあがりに合わせてベッドにどさりと倒たおれこんだ。

　仰あお向むけになったジェニファーにアントンが四つんばいで覆おおいかぶさり、

「きみはなんてきれいなんだ！」

「アントン。あなたって、まるでジェームズ・ボンドみたい！」

　もう勘かん弁べんして、と僕は赤くなりながら思う。

　ぱっと隣となりに目をやると、スノウピーはキリッと李すもも色のくちびるを引き結び、どこまでも真剣なまなざし。一方、可香谷さんは決まり悪そうにモジモジ身じろぎしている。

「ったくもう……。な、何なのよぅ……っ」

　出だし抜ぬけに可香谷さんはクルッと僕に顔をむけて、

「ね、ねえ！　こういうのってゴールデンタイムにやっていいの？　ちょっとエッチすぎるんじゃない？　そうだ！　あなた、ＴＶ局に電話してガツンと言ってあげなさいよ！」

「そんな無茶な！」

　八つ当たり以外の何物でもなかった。

「ままあることなの」スノウピーが横からぼそっと言う。

「ままある？」おうむ返しに言う可香谷さん。「どういうこと、スノウピーさん？」

「傾けい向こうとして」

　スノウピーは言う。

「恋とエッチなふるまいは近いところにあるらしいの。ひとが恋の作用で理性をなくしたとき、そういう行動に走ると言われている。恋はひとにエッチな行動をさせるの」

　そ、そういうものだったか……？

　僕は激しく混乱する。

「こ、恋とエッチなことは違ちがうわよっ……」

　可香谷さんは恥はずかしそうにぷるぷる体を震ふるわせ、うめくように言う。

「……それとこれとは、ぜんぜん違うんだもんっ」

「どう違うの？」

「恋はエッチなものじゃないわ。恋はもっとピュアで清純な……。やだ。何なの、このふたり。いったいＴＶでどこまでエスカレートしちゃうわけ？　だ……だめだめっ！」

　画面内では立ちこめる白はく煙えんのなか、アントンがジェニファーにキスしようとしていた。

「と、とにかく、こういうのは恋とはまた別っ！」

「そうなの？　でもユリ、これって恋愛映画なんでしょう？　恋って、これのことではないの？」

　首を僅かに傾かたむけて、画面にひとさし指を向けるスノウピー。

　と、アントンがぺろりと舌なめずりをした。

「これのことじゃないわよぉぉぉぉぉ～っ！　恋愛とエッチなことは違うんだから！　えっとねえ、何ていったらいいのかしら……。それはあくまでも副次的なものっていうか、ケーキに載のってるさくらんぼみたいなものっていうか」

「さくらんぼ？」

　スノウピーはパチッと目をまんまるにする。

「さくらんぼって、エッチなの？」

「や、ち、違うーっ！　そうじゃないっ。別にそれ、変なことの比ひ喩ゆじゃないから！　わたしはエッチな女の子じゃないもん。わたし、恋愛映画は好きだけど、そういうのは嫌きらいなんだもん！　嫌い！　嫌い！　アントンもジェニファーもいやらしいわっ！」

「恋とエッチなふるまいは切きり離はなせないって、こないだ何かの番組で見たの」

「いーえ！　恋はもっと清らかな感情ですっ！　それはぜんぜん違うことなんだからっ。ふんだ！」

　ああ、居い心地ごこち悪いなあ……。

　滝たきのように汗あせを流して僕は静かにひたいを押おさえる。

　愛と恋とエッチなふるまい。僕のなかで思考がぐるぐると錯さく綜そうする。

　スノウピーと可香谷さんの話を総合すると、それら三つは似ているようで、微び妙みように違うものらしい。しかし、どう違うんだろう？　峻しゆん別べつする境界線はどこにあるんだろう？　何だか頭が熱くなってくるけれど、ふと斜ななめ前方に目を向けると、

「すー……。ぴー……。ぷくー……」

　フローンが盛大に居い眠ねむりしていた。

「…………」

　画面内の盛りあがりにも、僕たち三人の戸と惑まどいにも、まるで頓とん着ちやくしていない。

「ふもー……。ふもー……。ぷぴー……。ポンッ！」

「うわっ？」

　鼻ちょうちんが破は裂れつした。

　とはいえ、それでも起きないんだから、よほど眠たいらしい。僕はフローンの小さな体をひょいと抱かかえて立ちあがる。ワタアメよりも軽かった。高次元的存在が風か邪ぜをひくとは思えないけれど、今は一月。あたたかい布団に寝ねかせてこよう。



　　　　＊



　僕の家には空き部屋がたくさんある。その理由は簡単で、父も母も外国にいるという、とても冷え切った家族だからだ。

　氷のように凍いてついた親子関係……。

　と、自らを貶おとしめるようなことを言って事実だと決め付けられたら心外だ。実際はそうじゃない。仕事の都合である。誰だれにだって多かれ少なかれ事情があるんだから、愛されていないわけじゃないと心の底では信じている。

　それはそれとして。

「ふう……」

　二階の子供部屋にフローンを寝かし、僕は自分の部屋で窓の外を見ていた。

　厚く垂れこめた雲のせいで、今夜もまた月は見えない。そういえばこないだもこんな夜だったな。あの石降り──ファフロッキーズ現象のことを漠ばく然ぜんと思い返していると、

　かちゃっ。

　不意に背後でドアが開いて、

「……えへへっ」

　振ふり返れば、可香谷さんが隙すき間まから顔を覗のぞかせていた。スリルを楽しむ少女みたいに挑ちよう戦せん的な顔つき。ドアから猫ねこみたいに身をすべりこませ、後ろ手にドアをそっと閉める。

「どうしたの、可香谷さん？　映画まだ終わってないだろう？」

「ン、あれはもういいわ」

　ぷくっとすねたように白い頬ほおをふくらませる。

「なんかあの映画、妙みように積極的なんだもん……。だから、えと、来ちゃった」

「ん？　そう」

　何が、だから、なのか微妙にわからなかったものの、だとしたらスノウピーはひとりであれを見続けていることになる。それも何となくさびしそうに思えた。

　仕方ないから付き合ってあげようかと思い、僕は一階に戻もどろうとする。が、

　ぐいっ。そこで可香谷さんに手首を掴つかまれる。

「ちょっと？　あなた、どこ行くのよ？」

「え。一階だけど……」

「い、行かないでよぅっ？　せっかくこっそりあなたの部屋に来たのに……。ていうか、わたしはお客さまなのよ？　別にさっきの映画でドキドキして気分が盛りあがったとか、そういうわけじゃないんだから。もっとちゃんと、しっかりおもてなししなさいっ」

「う、うん？　悪い……」

　言われてみればたしかにそうだ。日々のどたばたに追われて、僕の部屋をしっかり可香谷さんに見せたことはなかった気がする。

「じゃあ見てごらん、可香谷さん。これが壁かべで、これが柱で……」

「あなたって面白いのね」

「ごめん。そんなのは見ればわかるか。あ、そうだ。アルバムを見せてあげるよ。僕が子供のころのやつ」

「ワッ、嬉うれしい！」

「待っていて。たしかこの棚たなのいちばん下の段に……」

　腰こしを曲げて本棚の下のあたりを探す。分類していないせいで図ず鑑かんや百科事典と入り混じっており、なかなか見つからない。ごそごそごそごそ。どこだったかな、アルバム。

「ウフフ」

　背後から可香谷さんの嬉しそうな声が聞こえる。そして突とつ然ぜん、「……ちょぴっ」

「わっ？」

　ごつん！

「……い、いってえ」

　本棚にひたいをぶつけた。

　どうしてそんなことになったのかって、可香谷さんが僕のおしりを予告なしに指でつっついたからだ。それで驚おどろいた僕が前につんのめり、棚にごっつんこだ。おでこが痛い。

「も、もう……。ひとがせっかくアルバム探してるのに。酷ひどいな、可香谷さん」

　くるりと向き直る。すると可香谷さんはビクッ。微かすかに青ざめた頬に手のひらを当ててすごく心配そうな顔をしながら、おたおたと怯おびえたように後ずさり、

「ご、ごめんなさい……。痛かった？　何よ、それくらいの痛みで……キャッ？」

「可香谷さん？」

　それから起こったことはあまりに目まぐるしくて正しく思い出すのが難しい。後ずさった可香谷さんがベッドの下からはみ出ている何か（？）に足をとられて、つるっと後ろに倒たおれそうになった。

　咄とつ嗟さに手首を掴んだ僕だが、ぐいっと勢いで引っ張られて──。

　どさりっ！

　気づけば僕はベッドの上で、可香谷さんを押し倒したような格好になっていた。



「…………」

　白い掛かけ布ぶ団とんの上にサラサラの黒くろ髪かみがひろがっている。タートルネックのニットとミニスカートというシンプルな服装が、体の線をきれいに見せていた。

　僕がついた両手の内側で、可香谷さんは肘ひじを曲げ、控ひかえめにばんざいするような格好。くしくも先程の映画でアントンとジェニファーがしていたポーズだ。映画と違うのはヒロインの表情。夢見心地というわけじゃなく、これ以上ないくらいぱっちり見開かれた瞳ひとみは滅め茶ちや苦く茶ちやびっくりしたことを物語っている。というか、僕だって驚きよう愕がくの極みにある。滅めつ多たなことじゃ驚かないタイプなのに、心臓がばくばくばくばく……。

　可香谷さんの顔がものすごく赤くなっていく。

　やがて地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声がした。

「……ちょっと、あなた……」

「すまない、可香谷さん！」

　条件反射で謝ってしまう。身に染みついた習性だ。

「ン、何を謝ってるのよ」

　可香谷さんは赤らめた顔のまま、パチパチと不思議そうに目をしばたたいて、

「べ、別に謝ることないじゃないのよっ。あなた、わたしを助けてくれようとしたんだもん。だいいち、足をすべらせたのはわたしなんだし……。ていうか、その原因を作ったのもわたしでしょう。あなたは悪くないわ。ぜんぜん謝るようなことじゃないわよ」

「そ、そういえばそうかもな。うん、僕はほんとに悪気はなくて」

　ありがと。

　ボソッと小さな声が聞こえたような、聞こえないような。

「そ……それについては、今しっかりお礼を言ったからねっ。わたし、ちゃんと、ちゃんと、ちゃんと公平よね！　それじゃお次はしっかり文句を言わせてもらうから！」

「文句？」

「わたしは文句を言うのが大好きっ！」

　わざわざ宣言するあたり、このひともたいがい律りち儀ぎだけれど、まごうかたなき真実だ。可香谷さんは僕に一いつ瞬しゆんたりとも口を挟はさむ隙すきを与あたえず、

「何よ！　いい気にならないで！　ふざけるのもいい加減にして！　何のつもりなのよ、あなた！　わたし、映画見てるとき言ったはずでしょう。わたしはエッチなことが嫌いなのっ。イヤ！　イヤ！　エッチなのはダメッ！」

「くううう、ごめん！　可香谷さん、本当にすまないっ！」

「まったく！　やっぱりお母さんの言ってたとおりだわ。男はみんな狼おおかみね！」

　切ない。切なすぎる。そんなつもりはぜんぜんなかったのに、また怒おこらせる羽目になっちゃって──。とはいえ、体勢がよくないのは事実だな。彼女からどこうとする。

　すると、

「待って」

「え？」

「言いすぎちゃった……。ごめんなさい」

　そんなに傷ついた顔しないで、と僕の両手首をキュッと握にぎりしめる可香谷さん。これじゃ動けない……。が、彼女は可哀かわい想そうなものを見る少女さながら潤うるんだ瞳になっている。

「可香谷さん」

　僕の胸は不意にあたたかくなり、「だいじょうぶ。気にしていないよ。可香谷さんは文句を言うのが好きなんだろう？　ただ言いたいだけなんだろう？　わかってる。僕はちっとも気にしてないから……」

「何よ！　あなた、気にしてないわけっ？」

　僕の手首を強く握りしめたまま、今度はむすっと頬をふくらませる。

「気にしてちょうだいっ」

「え。でも今、気にするなって……」

「あんまり気にしなくてもいいけど、少しは気にしてほしいのよ」

　目がまわりそう。──可香谷さんの機き嫌げんはコロコロと本当によく変わる。

「ていうか、どいてよっ」

「ど、どけないよ。だって、可香谷さんが僕の手首を……」

「ばかっ。あなたなんか逃にがしてあげない！　もう少し、こうしてて！」ギュッ。

　何をどうすればいいのかわからない。僕は自分の不器用さが本当に切ない。

　その後も可香谷さんは顔を赤くして、きゃあきゃあと文句を言い続けた。僕が不本意な格好のまま動けず、途と方ほうに暮れていたとき、ふと背後に何かの気配が。振り返れば、

「うっ？」

　いつの間に二階に来ていたんだろう──。いや、僕たちが騒さわぎすぎたんだろう。

　ドアが開いたところにスノウピーがいた。

　リボンがぐねぐねうにょうにょ、見たことのない動きをしている。細い眉まゆを深々と寄せて、氷の妖よう精せいを思わせる精せい緻ちな無表情には、あからさまな困こん惑わくの色が浮うかんでいた。

「恋こい？」とスノウピーは言う。

「……違ちがう違う」

「あるいはエッチなふるまい」

「違う違う！」

「恋はひとに理り屈くつを超こえた、変てこな行動をさせる」

　スノウピーは棒読みでそう言うと、むちゅっと不機嫌そうにくちびるを引き結んだまま部屋に入ってきた。とことことことこ……。

　さすがにこの状じよう況きようは可香谷さんも予想しなかったらしく、何か言おうと口をぱくぱく。でも言葉になっていない。ようやく手首を離はなしてもらえたので僕は慌あわてて身を起こし、ベッドからおりようとした。

　が、

「いいの。わたしのことは気にしないで」

「スノウピー？」

　出で端はなをくじかれる。スノウピーは眉根を寄せ、僅わずかに憮ぶ然ぜんとした声で、

「だって、それはあなたたちのことだもの。好きにしていればいいでしょう。恋にせよ、エッチなふるまいにせよ、理性をなくしたような行動を続けていればいいの」

「どっちでもないよ！」

　これは単に転んだだけで、と事実を説明しようとしたが、何だろう？　気づけばスノウピーの視線はベッドの下に向けられている。よく見ると、何かがはみ出していた。

　そういえば、さっき可香谷さんが足をすべらせたのもそれが原因で……。

「あっ？　まさか……」いけない！

「何かしら」

　スノウピーがそれに手を伸のばして拾いあげた。

　大きな紙かみ袋ぶくろである。ごそごそとなかをまさぐり、出てきたものを見るスノウピー。直後に紙袋が手から落ちて、ばさばさばさっと床ゆかにブツが何冊もひろがった。

「な、何よ何よ……。いったい何がどうなって」

　可香谷さんがベッドから身を起こし、はっと息をのんだ。そして、

「……イヤアーッ！」

　なぜなんだ。──僕の周りではあらゆるものが空気を読んでくれない。

　床にひろがっていたのはいかがわしい雑誌だった。なぜか海外のグラビア誌。奔ほん放ぽうすぎる北ほく欧おうの少女たちがあられもない大だい胆たんな格好で笑んでいる。

　スノウピーはそれを両手で拾いあげ、じいいいいっと見ていた。頬ほおが次第に赤くなり、つぶらな瞳ひとみがクルクルクルクル緩かん慢まんに回転し始める。

「ス、スノウピー！　違うんだっ。これは僕のじゃなくて」

　が、こちらの言葉に反応しない。余程の衝しよう撃げきを受けているらしく、ばさりと本を取り落とした。細い足がよろめき、そのままくらっと後ろに倒たおれてしまいそうになる。

　──危ないっ。

　と、思いきや、スノウピーはギリギリッ！　歯を食いしばって踏ふみとどまった。そして、

　ぼっ！　澄すんだ瞳に蒼あおく強きよう烈れつな火がともる。

「ぷきっ！　ぷきっ！　ぷききっ」

「わわわっ？」

　怒ったウサギみたいな鳴き声とともに、その場でちょこまかと地団太を踏んだ。これはたしか……。そう、あれだ。怒いかりを静しずめるためのスノウピー的な踊おどり。

　嵐あらしのような踊りはやがて終息。激しい動きでまきあげられた紙切れが僕の眼前に落ちており、それには『この子ちょっと、スノウピーくんに似てない？』とまるっこい字で書かれていた。

「あ、あの……。スノウピー？」僕はおそるおそる対話をこころみた。

「あなたってエッチね」

　スノウピーは永久氷ひよう壁へきのような声で言った。

「あなたって、とってもエッチね」

　二回も言った。
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「だからさー、何度も謝ってるでしょ？　ボクはただ、きみに喜んでほしかったんだよ」

「……喜ぶどころか、真逆の結果なんだけれど」

「ちょっとした茶目っ気のつもりだったんだよ。キミの可愛かわいいスノウピーくんみたいな子が雑誌にのってるよって。男の子なら絶対こういうの欲しいはずでしょ……って、ちょっとっ。無視しないでよー。ねえ、いい加減に許してよー」

　僕の腕うでにまとわりついてくるヒノリカ。こちらとしては俯うつむき、血が出るまでくちびるを噛かむほかない。ヒノリカは本質的に僕と似た資質の持ち主。それだけに曲くせ者ものだってことを心に深く刻みつけておくべきだった。──色々裏目に出ちゃうひと。

　その日の放課後、僕は校門を出てからつかつか、いつも使っている駅とは逆の方向へ歩いていた。別に行くあてはなく、単にいつまでもつきまとうヒノリカを撒まきたかっただけ。僕にだって不機嫌になることくらいある。

「ねえ、キミ。待ってってば」

「僕は怒ってるんだってば」

　ヒノリカがくれた『いいもの』のせいで、昨日は本当に酷ひどい目にあった。

　──お守りみたいなものだよ。すっごくいいものなんだよ。ふひゃひゃひゃっ！

　あんなことを言ってたから、てっきり霊れい験げんあらたかなお宝だと思っていたのに……。

　まあ別な意味でお宝だったのかもしれないけれど、ベッドの下に隠かくしておいたのを見つけられて、僕の株は大暴落だ。スノウピーには誤解されるし、可香谷さんは怒って家を出ていってしまうし、その騒そう動どうで目を覚ましたフローンにまで目配せされて、

「にゅふふぅ。……ほにーちゃんはえっちなにょ！」

「違う！　これは僕のじゃなくてヒノリカがっ」

「えっちえっちえっちーぽんぽんぽーん！　えっちえっちえっちーぽんぽんぽーん！」

　挙句の果てに自作の歌をうたわれる始末。

　受難、と僕は思った。



「ねえねえ、どこまで行く気なの？　ボク、もう疲つかれてきちゃったよ。どっかその辺のお店に入ってさー。熱々のココアさんでも仲良く飲もうよお」

「そういうヒノリカこそ、どこまでついてくる気なんだ？　そろそろお家うちにお帰りよ」

「イケズだなあ。キミと仲直りしたいから、こうしてついてきてるんじゃないか」

　でもそんな簡単に機嫌を直せない。僕は思い出す──。



　今朝の食しよく卓たくはかつてないほど気まずい雰ふん囲い気きだった。フローンは夜よ更ふかししたせいか爆ばく睡すいしており、必然的にスノウピーとふたりで朝食をとることになったんだけれど、

「ねえ」

「な、何だい？　スノウピー」

「あなたは外国の女の子を見ると、エッチな気分になるの？」

「…………」

　朝食の席でする話じゃない。ああああ、と号泣したかったけれど、そんなことないよ、と僕は全身の力をふりしぼって紳しん士し的に否定した。できることなら常に紳士でありたい。ふうん、と無機質な返事をするスノウピー。冷えたトーストをしゃくっと一口かじって、

「……それは、あれと何か関係がある？」

「あれ？」

「恋」

「ないないっ」

　エッチな本の発見に激げき怒どしちゃった可香谷さんとは異なり、スノウピーは怒っているというわけじゃないようだ……。が、何だろう？　よくわからない知識と感情のメイズに足を踏み入れてしまった感じである。愛・恋・エッチなふるまい。今スノウピーの頭のなかでは、その三つの要素が入り混じり錬れん金きん術じゆつ的な融ゆう合ごうを果たそうとしているに違いない。



「ねえねえ、ココアさん飲みに行こうよ。そっちには行かない方がいいってばー」

「どうしてだい？」

「地下鉄の駅あるでしょ、そっち。最近ヘンな事件が起きてるらしくてさ。キミは近づかない方がいいと思うんだよね」

「事件？」

　僕はぴたりと足を止める。ひゃひゃひゃと笑いながらヒノリカが追いついてきて、

「何だい？　キミがこの話に食いついてくるとは思わなかったよね」

「話してもらえるかな、ヒノリカ」

　仲なか違たがいはそろそろ終わりにした方がいいらしい。そんな場合じゃないようだ。

　うん、もう僕はこの手のことを無視せずに、まっすぐ向かい合うって決めている。
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　地下鉄北比ひ良ら坂さか駅。こぢんまりとした古い駅である。

　ヒノリカの話によればこうだった。

　──最近、夜になるとトンネルの奥おくの方から声が聞こえてくる。うめき声？　おたけび？　とにかく、よくわからない奇き怪かいなヴォイス。苦情が相次ぐものだから、地下鉄の職員も重い腰こしをあげた。でも何も見つからない。報告があるたびに幾いく度ども調べてみたけれど、原因は判然としない。だがまだ苦情は続いている。ずいぶん長いあいだ続いている。

「ボクはね。それ、もののけの仕し業わざなんじゃないかなって思ってるんだけど。どう？　キミ、何か感じる？」

「……どうかな。いや、別におかしな気配は感じないけれど」

「そっかー。キミでも感じないか」

　ヒノリカは安あん堵どもしくは落らく胆たんしたように軽く息を吐はき、

「や。でもね、安心は禁物だよ。この町の特とく殊しゆ性せいは相当なレベルだから」

「特殊性？」

「普ふ通つうじゃないってこと。ボクは全国あっちこっち転校してきたけどね。こんな町ってそうそうないんだよ。最近はいろんな場所で怪あやしい現象が起こっているんだよ？」

「そうなのかい？」

　……何だか思わせぶりな言い方だな。

　僕とヒノリカは地下鉄のホームを端はしから端まで何度も行ったり来たりしていた。駅はびっくりするほど利用者がいなくて、そのぶん思う存分調べられるけれど、それにしたってひと気がなさすぎて物もの寂さびしい。

「ていうか、この件が災いして、利用者の数が一時的に減ってるんだよね」

「あ、そういうことか」

　だったら、どうにか解決してあげたいところだけれど。

「うーん……。よいしょっ」

　僕はホームの端にある銀色の柵さくに手をかけ、身を乗り出して目をこらす。

　トンネル。ひんやりとした薄うす闇やみの向こうにぽつぽつと冷たい光がともっている。コンクリートの壁かべは黒く煤すすけていて、何とも言えない不可解な形の染みがあちこちに浮うかびあがっていた。夜にまじまじと見てると声をあげて動き出しそう。

　とはいえ、それはあくまでも空想だ。奇怪な声なんてまったく聞こえない。

「ううぅうぅうぅうぅうぅうぅぅ～～～っ」

「わざとらしい声は出さなくていいよ、ヒノリカ」と僕はつっこみを入れ、「やっぱり何も聞こえてこないなあ……。何だろう？　酔よっぱらいがホームの下に隠れて歌でも歌ってたとか、そういう線だったりは」

「しない」とヒノリカ。「ふふふ。相変わらずキミの冗じよう談だんはユニークだよね。素敵だよ」

「ありがとう」

　ともあれ、解決しようにもそれらしい事象に出合わなければ解決しようがない。しばらく僕たちは駅を調べた。延々と調べ続けた。だけどやっぱり何もない。

　スノウピーに出くわしたのは、疲れて、いい加減くたくたになって、白菜のくたくた煮にが食べたい、なんて漠ばく然ぜんと考えていたときだった。



「……ねえ」

　気づけばいつの間にかスノウピーが後ろにいた。寂さびれた地下鉄のホームで、ちょっぴり所在なさげな態度。さくらんぼ色のくちびるをむちゅっと引き結んで僕を見ている。

「スノウピー？　どうしてここに……」僕は目をしばたたいて、「てっきり家に帰ったんだと思っていたけど」

「こっそりついてきちゃったの。わたしらしくないわね」

「そんなことないよ。スノウピーはいつでもスノウピーだよ」

　と言ってから、えっ？　と思う。ついてきちゃったって、学校を出てからずっと僕とヒノリカの後をついてきていたのか？　それは本当にスノウピーらしくない。

「へいほー！　スノウピーくん。ご機き嫌げんどーだいっ」

「ねえヒノリカ。ちょっと訊きいてもいい？」

「何を？　てゆーか、知ってるでしょ、スノウピーくん。ボクは性格がいいんだよ。遠えん慮りよしないで、何でもどうぞっ」

　じゃあ遠慮しないわ、とスノウピーはこくんと小さくうなずいて、

「あなたたちは今、逢あい引びきしているの？」

「……へ？」

　ヒノリカは近所を流れる川でウーパールーパーでも見つけたような顔をした。

「恋こい？」とスノウピーは言う。

「あ、あのぉ……。えーと、スノウピーくん？」

　始まった、と僕は思う。またスノウピー、例のやつを始めちゃった。

　おそらく今のスノウピーは恋の概がい念ねんを解き明かすことに夢中。だから感情をうまく処理できないんだろう。こんがらがった感情は、ひとの行動を普ふ段だんとは違ちがうものにする。

「いやー。どうしよう。何だかボク、まいっちゃうなあ……」

　状じよう況きようがよくわからないといった風情のヒノリカだったけれど、ともかく説明責任を果たさなくちゃと思ったらしい。とりあえずこれまでの経けい緯いを話してくれる。僕と仲直りしたくて付きまとっていたこと。その流れで変な噂うわさのある駅に来ちゃったこと。せっかくだから解決してやろうと調べていたこと、云うん々ぬん。

「ふうん」

　スノウピーは頭のリボンをふわっふわっと元気よく軽快にゆらめかせながら、

「だったら、これは恋じゃないのね」

「そりゃそーだよ。ボクは感情が溢あふれちゃってる恋する可香谷くんとはちがって……。いや、それはまあ脇わきに置いといてと」

　ヒノリカはコホコホとわざとらしく咳せき払ばらいして、

「あ、そーそー。エッチな本の件もごめんねっ」

「？」首を傾かしげるスノウピー。「あの本のこと？　あれはヒノリカがくれたものだったの？」

「ウン、それに関しては全面的に謝るよ。ちょっとしたイタズラのつもりだったんだ。キミたちを本気でけんかさせちゃうつもりはなくってさ。反省してるよ。勘かん弁べんして」

「許す」

　きまじめに言うスノウピー。

「それに、別にけんかしてるわけじゃないもの」

　スノウピーはチラッと僕の方に首を向けて、

「……よかった」

「え？」声が小さくてよく聞こえなかった。「何だって、スノウピー？」

「ううん。何でもない」
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　誤解を解いてもらい、それから僕たちは三人で地下鉄のホームを調べた。

　とはいえ、スノウピーの観察力をもってしても手がかりは発見できない。やがて帰宅ラッシュの時間帯をむかえ、今日のところはいったん帰ろうということになる。

「まっ、仕方ないか。もののけだって、ボクたちみたいなのが三人もいちゃあさ。怖こわくてちょっと出てこれないでしょ」

「もののけの仕業かどうかはまだわからないの」

「たしかに」と僕は言う。勘かん違ちがいという線がいちばん濃こいように思える。

「いーよ。この件はボクの方でもう少し調べておくからさ……。ねぇねぇ。ところで帰る前にどっかで、地じ獄ごくのように熱いココアさんでも飲んでいかない？」

「わたしはアイスココアさんの方がいいの」

　長い階段をのぼりきって駅舎を出ると、外はもうすっかり暗い。僕たちはぶらぶらと横断歩道に向かう。

　そのときだった。──背すじにぞっと鳥とり肌はだが立って。

「スノウピー！　ヒノリカ！　後ろにさがるんだっ！」

　気がつけば前に飛び出し、僕は叫さけんでいた。

「僕の後ろにいてっ！」

　何かがやってくるのがいつもの直感でわかったのだ。

（何だ……？）

　どこから来るんだ？

　それはまだ不明。でもすごい速度で近づいてくる。かわせるだろうか？　いや、かわすわけにはいかないんじゃないのか。スノウピーとヒノリカ、ふたりを守らないと──。

「……え？」

　それは突とつ然ぜん現れた。

　ユゥゥゥーン。虚こ空くうに響ひびきわたるクリアな電子音。

　──暗いせいで見すごしたのか？

　空中から、それはいきなり出現したように見えたのだ。

「うおおおっ！」

　咄とつ嗟さに両りよう腕うでをばっとクロスさせる。歯を食いしばり、思いっきり地面を踏ふみしめて。

　ズドオォォンという衝しよう撃げき。

　激痛。──骨が折れたか？　さすがに受け止めるのは無茶だったか？　両腕が根もとから吹ふっ飛とんでしまいそう。意識も一いつ緒しよに吹っ飛びそうになるけれど。

　だけどここで吹っ飛べないだろう。そういう場合じゃないだろう。スノウピーのことを考える。そして弾はじける蒼あお白じろい閃せん光こう。ガラスの鈴すずみたいな美しい音が響きわたり──。

　ボトッ。

　すると、それはあっという間に勢いを失い、地面に落ちたのだった。

「……いったい何が起きたんだ？」

　不思議なかがやきは収束して、今は蒼白い雪の結けつ晶しようが夜よ闇やみにキラキラと舞まっている。とても静かだ。痛みも危険な雰ふん囲い気きも、もうひとひらも感じない。

「というか、これは……」

　僕は手を伸のばし、それを拾いあげる。

「だいじょうぶっ？」

「キミ、今の攻こう撃げきはどっからきたんだいっ？」

　駆かけてきたスノウピーとヒノリカが僕の背中に手を触ふれた。攻撃……？　そうなんだろうか？　誰だれかが僕を狙ねらっているのか？　ともかくスノウピーの手はひんやり、ヒノリカの手はほかほかしていて気持ちがいい。

　僕は手のひらにのせたそれを見ながら、困こん惑わく気味に答える。わからない。

「わからないよ。……ほんとに何なんだろう？」

　それはこないだの物とまったく同じ、黒光りする不可解な石なのだった。



    

  
    
      　下げ衆す人間




　ひとはあらゆることに慣れる生き物で、もちろん幸せにも慣れる。当たり前のように与あたえられた幸福。ところがそれは些さ細さいなきっかけで局面を変えることがある。

　僕と彼女の甘あまい蜜みつ月げつもそうでないとは限らなかったのだ。

「いいことって、どんなこと？」

「うん、それはね……」

　そのときドアがぶちやぶられた。僕と彼女が心地ここちよく抱だき合あっていたとき、突然奴やつらは土足であがりこんできたのだ。

「俺おれたちはメタファーじゃない」と男が言った。

「隠いん喩ゆでもなければ象しよう徴ちようでもない」と別な男が言った。

「俺たちは下衆人間」と別な男が言った。

「まあ、いやらしさの化け身しんみたいなものですよ」と別な男が言った。

　化身？

　奴らは合わせて七人か八人くらいいた。『くらい』というのは妙みような言いかただけれど、こんなに間近で見ているのになぜだかよくわからない。それはくすんだ幻げん影えいみたいな人々で、五人にも見えるし、六人にも見える。スーツを着たシルエットのようにも見えるし、何も身につけていないようにも見える。暗い人ひと影かげ。ひとつだけ確かなのはニヤニヤしていること。暗くて表情はわからないのに途と轍てつもなく下げ卑びた笑みを浮うかべた男たちだった。



「　　　　　　」と男は言う。「　　　　　　　　　　　　　　！」



　奴らは嫌いやがる彼女を無理やりさらっていき、僕は冷たい床ゆかにくずおれた。

　　　　１




　あれから一週間がすぎた。

　ここは学校。今、僕は放課後の廊ろう下かをあちこち徘はい徊かいして可か香が谷やさんを捜さがしている。

「席にまだ鞄かばんがあるから、帰ってないのはたしかなんだけど……」

　話がしたい。何をどう話せばいいのかわからないけれど、とにかく話したい。



　先程のこと。僕は可香谷さんに自作の小説を渡わたされた。

「……読んで」

　いつものようにツンとした口調。僕の胸に押おしつけるようにしてそれを渡す。

「あ、ありがとう。読ませてもらうよ。これってどういう話なんだ？」

「こないだの続きっ」

　可香谷さんはぷいっとあごを反らし、足早にどこかに去っていく。かなりつっけんどんな態度だけれど、例のヒノリカにもらった本の事件以来、最近はずっとこうだった。可香谷さんはいつもぷりぷりしていて一向に僕を許してくれない。誤解だろうが何だろうが、理り屈くつを超こえたご立腹ってことなんだろう。

　とはいえ、これは歩み寄りの姿勢に思えた。

　僕は渡された紙束をぱらぱらしてうなずく。可香谷さんは作家志望の女の子だから、やりかたも自然とそういうものになる。こないだの話の続きならば、何か仲直りのヒントが書かれているかもしれない。

　僕は嬉き々きとして屋上にのぼり、早速読ませてもらったわけなのだけれど。

「えっと……。何だこれ。『下衆人間』？」

　それは仲直りのヒントどころか、予想もしない内容だった。

　──幻まぼろしみたいな、くすんだ影みたいな、下衆人間っていったい何なんだ？

　読み解けない。僕はもともと理系タイプなので国語はかなり苦手なのだけれど、それにしたって意味するところが掴つかめなかった。何か比ひ喩ゆ的な意味のあることなんだろうか？　これは象徴じゃないってわざわざ書かれているからには、おそらく象徴的な存在ってことなんだろうけれど……うーむ。



「いいさ。わからないものは仕方ないよ」

　北側の階段をおりて一階へ。そのまま昇しよう降こう口に向かい、足早に廊下を歩いていく。

「わからないって正直に言って、どうすればいいのか訊きいてみよう……」

　たしかに僕はこの手のことが得意じゃない。それは純然たる事実なんだけれど、仲直りしたいとは心の底から本当に強く思ってる。可香谷さんにこの気持ちが正確に伝わってくれれば、話の意味するところを教えてくれるはずだ。僕にとっては微び妙みように難度の高いミッションだけれど、やるしかない。

　勢いこんで廊下の角を曲がる。

「って、うわっ？」

「おいおい、どこ見て歩いてやがる。つーか、そんなにべっくらこくなよ」

　白衣をまとった巨きよ躯くの物理教師が頭を掻かいている。というか、僕の兄ちゃんである。

　兄ちゃんはふっと不敵に笑い、白衣のポケットにごそごそと手を入れて、

「アメ食うか？　弟よ」

「いや……。いいよ。今急いでるから」



　兄ちゃんが帰国したのは三日前である。おみやげに鮭さけの燻くん製せいと口がすうすうする飴あめを山のように買ってきた。用事の方は意外と早く済んだらしい。いったい何の用だったのか訊いてみると、

「徴ちよう候こうをな」

「え？」

「ふふ。……まあ、向こうでも色々と興味深いもんが見れたわけだ。しるしはあらゆる場所に象徴として見み出いだされる。うまく言ったもんだが、あっちはあっちでうまくやるんだろうよ。そのうちここでも似たことが起きるかもしれんが……さあて、どんなもんか」

　何のことを言ってるんだろう？　いつものように肝かん心じんなところをぼかされる。

「や、そんなことよりだ。お前の方は変わりなかったのか？」

「うん、まあ、その」

　変わりなかった……と言いたいところだけれど、色々あったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。とはいえ、兄ちゃんが相手でも言いたくないことはある。むしろ肉親だから余計に恥はずかしい。

「あ、そうだ！　兄ちゃんは物理に強かったよね？」

「まあ強いっちゃ強いわな。物理教師だから当然だが」

　とりあえず言いにくいことは避さけて、例の黒い石を取り出して見せる。

「？　これは……」

　凜り々りしい眉まゆがにわかに寄った。兄ちゃんは表情を真しん剣けんなものに変えて、

「……すまんが、少し調べたい。借りてもいいか？」

　大学の研究室に知り合いがいるので分ぶん析せきしてもらうという。そこまでしてくれなくてもいいように思ったものの、せっかくなのでお願いした。結果が出るまでしばらくかかる。アメ舐なめながら待っていろ！　と言われたのだけれど、いや、それは今は置いておいて。



「ねえ兄ちゃん、可香谷さん見なかった？」

「あん？　あの子ならさっき中庭の方に向かっていたが」

「中庭？」どうしてそんなところに。

「何だか知らんが、スノウピーさんと一緒だったぞ」

　女の子同士の話でもあるんじゃねえのか、としたり顔でうそぶく兄ちゃん。僕は少し心配になる。──スノウピーと可香谷さんは仲が悪いわけじゃないけれど、決して仲良しこよしでもなく、そこには口では説明しにくいある種の緊きん張ちよう感かんが常に仄ほのかに漂ただよっている。

「兄ちゃん、アメは程々に」

「おう！」

　僕は中庭めがけて走った。

　　　　２




　そういえば今朝のことである。

　ＴＶを見ながら食しよく卓たくを囲んでいると、フローンがむっちゃむっちゃとシュガートーストを咀そ嚼しやくしながら、唐とう突とつにこんなことを言い出したのだった。

「ねーねー、ほねーちゃーん。ちょっときいてもいーい？」

「いいわよ、フローン。わからないことは、何でも遠えん慮りよせずに訊くといいの」

「じゃ、きこーっと！」

　フローンは屈くつ託たくのない笑みをにぱっと浮かべて、

「ほねーちゃん、ちゅーしたことあるにょ？」

　がしゃんっ！

　僕は思わずスクランブルエッグの皿に顔を突つっこみそうになった。

「……どうしてそんなこと訊くの、フローン」

「だって、ほら。あれー」

　ぴょいと向けられたひとさし指。ＴＶに映っているのは芸能人の熱愛報道だ。熟年者の貫かん禄ろくというか、そのふたりはマスコミの前でキスをしてみせたらしい。さすがですね、いやぁそれ程でも、がっはっはっはっ、とホットな会話のやりとりがされている。

「わたしはちゅーをしたことないの」スノウピーは冷静に答えた。

「ふーん……」

　フローンは理解したようだ。

「じゃ、ちゅーすればいいにょ！」

　がしゃんっ！

　予想外の方向に理解していた。

　スノウピーは僅わずかに汗あせをかきながら、「……誰だれと？」

「んーとねぇ。いろんなひとと！」

「……ちゅーはいろんなひととするものじゃないと思うの」

「じゃーじゃー、だれとするものなにょ？」

「それは……たとえば」

　スノウピーは小さく息をのんで、

「恋れん愛あい感情の対象となるひと、とか……？」

「ふにゅ？」

「恋こいのお相手、とか……？」

　表情に変化はないけれど、スノウピーの長いリボンはぐにゃぐにゃと絡からまり合うように複雑に動いている。僕はＴＶのチャンネルを変えた。それによってフローンの興味はあっという間に来月の豆まきと落花生に関するあれこれへと移行したわけだけれど。

　うん──。

　多分その話題が影えい響きようを及およぼしたんだろう。



「とりあえず」と僕は言う。「もう少し、落ち着いて話した方がいいと思うんだ」

「そうみたい」

「お互たがいにね」



    

  
    
      　目の前には澄すんだ目をしたスノウピーと、釈しやく然ぜんとしない顔つきの可香谷さんがいる。

　ここは中庭。夏は緑が眩まぶしい賑にぎやかな憩いこいの場だけれど、今はひと気もなく、落ち着いた色合いの冬の光に満ちている。

　先程、兄ちゃんからふたりが中庭にむかったと聞き、僕は慌あわてた。可香谷さんが良いひとなのは純然たる事実。でも感情が高ぶると思いもよらないことをする。けんかはしてほしくないし、ふたりとも傷ついてほしくないと思い、全速力で走ってきた。

　が、僕の予想はまるっきり的外れ。

　可香谷さんをここまで連れてきたのはスノウピーの方だったらしいのだ。



　それは今からちょっと前。僕が彼女たちに追いつく寸前のことである。

「……で」

　中庭の端はしにいたり、並んで歩いていたスノウピーと可香谷さんは歩みを止めて、

「質問っていったいなに、スノウピーさん？　わざわざ中庭まで連れてくるなんて」

「みんなの前だと、ちょっぴり訊きにくいことなの」

　スノウピーと可香谷さんが真剣な顔で向かい合っているのを遠目に見て、僕は些いささか困こん惑わくした。何というか、割って入るのを躊ちゆう躇ちよさせるデリケートな雰ふん囲い気きだったから。全力で駆かけては来たものの、思わず木こ陰かげでぴたと立ちどまり、出ていったものか少し迷う。

　すると、おもむろにスノウピーが口を開いた。

　じゃあ訊くわ。

「恋って……どういう気持ち？」

「エッ？」

　よっぽど予想外だったんだろう。可香谷さんは石のように硬こう直ちよくする。

「ねえ。ユリは誰かに恋をしている？」

「えっと、えっと。え？　うぅ……」

　可香谷さんの顔がみるみる赤くなっていく。頬ほおに触ふれたり口もとを隠かくしたり、しばらくあたふた狼ろう狽ばいしていたけれど、

「ど、どういう意味なのよぅ？」ばっと両手を腰こしに当て、スノウピーと目を合わせた。

「言葉どおりの意味なの。わたし、そのことがよくわからないの。だから、どういうものか知りたい。感じた経験がないことを理解するのは難しいでしょう？　だから知っていそうなユリに確認させてもらおうと思ったの」

「確認？」

　スノウピーはこっくりうなずいた。それから工学博士のような分析的な口調で、

「キスって、恋？」

「……違ちがいます」

「そうよね。それくらいはわたしもわかるの。でもその先が難しいの」

　恋、とスノウピーは言う。

「わたし、それについてすごく興味がある。ううん、興味があるだけじゃないの。わたしの心も時々よくわからない状態になってることがある。そういう自分にふと気づくの。たまにだけど、それは普ふ段だんと少し違うわ。ちゃんと理り屈くつで把は握あくしなくちゃいけない。このままだと、わたしがとっても大切にしてる理性が失われちゃうかもしれないの……」

　恋、とスノウピーはもういちど透とう明めいな声で言う。

「ねえ。それってどういうもの？」

「…………～～～っ」

　可香谷さんは何とも言えない困った顔で俯うつむき、片手でひたいを押おさえる。それから顔をあげてチラッとスノウピーを見た。スノウピーはスノウピーで、先せん達だつに教えを乞こう求ぐ道どう者しやの瞳ひとみを逸そらさない。気持ちがぐるぐる渦うずを巻く乱気流みたいな沈ちん黙もくが中庭に漂った。

「ねえ、ユリ」

　やがてスノウピーがしびれを切らしたように言う。

「恋っていったいどういうもの？　あなたは恋を知ってるの？　あなたは誰かのことが好きなの？　わたしはどうしてこんなにも恋のことが気になるの？　おかしなくらい気になっちゃうのはどうして？　なぜこんなに執しゆう着ちやくしなきゃいけないの？　わたし、変になっちゃったの？　病気なの？　いったいぜんたいどうなってるの？」

「う、うるさーいっ」

　スノウピーの質しつ問もん攻ぜめに、さすがの可香谷さんもやけになったような声を出す。

「そんなにいっぺんに訊きかれたって答えられないわよっ。スノウピーさん、ちょっと気持ち乱れすぎ！　ていうか、最初の質問なんだっけ。えーっとぉ。……ホーラ、ごらんなさい。大きな声出したから忘れちゃったじゃないのよ」

「だったらもういちど同じことを言うの」

「い、いいわよ、言わなくて」

　にわかに剣けん呑のんなムードが高まり始め、そこで僕ははっと我に返り、

「ちょっと！　ふたりとも待ってくれ」

　ふたりのあいだに素早く飛びこんだのだった。



「うん……。とまあ、今朝フローンがそんなことを質問したものだからさ。スノウピーも好こう奇き心しんが刺し激げきされちゃっていたんだよ。わかって、可香谷さん」

「むー……」

　僕が今朝のことについて説明すると、可香谷さんもスノウピーのふるまいに納得してくれたらしい。何となくわかった、と若じやつ干かんむすっとした顔でうなずいた。

「スノウピーもね、あんまり可香谷さんを困らせるのはよくないと思うんだ」

「困らせるつもりはなかったの。でも困ったのなら謝るわ。ごめんなさい」

「べ……別に、そんな素直に謝らなくてもいいけど」

　こっちこそ大きな声出して悪かったわ、と仏頂面で言う可香谷さん。とりあえず一いつ触しよく即そく発はつの危機は去ったらしい。ふたりの性格は正反対だけれど、公正さを重んじる部分は共通している。

　にこっ……。

　わかりにくいけれど、それは微笑ほほえみ。ささやかな感謝の色らしきものを浮うかべて、スノウピーは僕を見る。スノウピーはいつも澄んだ瞳をして僕の目をじっと見つめる。

「うん……」すごくいい。

　ほんとは僕がスノウピーに教えてあげられればもっといい。それが最良のことだろう。だけど僕自身まだよくわかっていない。わからないことは教えられない。

　恋とか愛とか、ＴＶのワイドショーなんかじゃ、わりと気軽に扱あつかわれている。

　だけど本当のところ、それって何だろう？

　おとなたちは真実をわかっているんだろうか？

　そういったことを理解したうえで扱っているのなら、このうえなく素晴らしく、尊いことだと僕は思う。でも、そうじゃないものを恋や愛とすり替かえて扱っているのなら、それはちょっとどうなのかなって気もする。

　あるいは僕は融ゆう通ずうがきかない奴やつなのかもしれない。実際はもっと楽にいろんなことに折り合いをつけてしまっても構わないんだろう。

　だけど。

　これからは自分の心にまっすぐ向かい合うって決めたから──。

　そこはなるべく偽いつわりたくなかった。不器用な生きかたかもしれないけれど、わからないことは素直にわからないと認めていたい。そのうえで努力したい。

　だから僕は正直に言った。

「わからない」

　可香谷さんは大きな黒くろ真しん珠じゆの瞳をぱちぱちっ。

「ン……。何よ、あなた唐とう突とつね？」

「ああ、ごめん。さっき渡わたされた新しい小説のことだよ。読んだんだけど、いまいち意味がわからなかったんだ。あれっていったい……」

　可香谷さんは細い眉まゆを片方だけぴくっと動かして、

「わからなかったの？」

「いや、その、何というか、それが観念的なものを表現してるってことまではわかるんだ。でもその先が僕には少し難しかったみたいで……。ねえ可香谷さん、よかったら意味するところを教えてくれない？」

　仲直りして笑顔が見たい。望まれていることがきちんとわかれば、僕はそれをするだろう。だけどこのままだといつまで経たっても噛かみ合わないじゃないか。

「……何よぅ。あなた、こんなにわかりやすく書いたのにわからなかったの？」

「う、うん。悪いとは思うよ。でも僕はそういうのを読み解くのが本当に得意じゃなくてさ」

「あなた、ほんとに得意じゃないの？」

「本当。まちがいなく、確実に得意じゃない」

「わたしはそんな風に思わないけど……。でもいいわ。だったら」

　可香谷さんは魅み力りよく的な感じにウフッと微笑むと、おいでおいでと僕を手まねき。耳貸して、というジェスチャーをしてから、僕の耳もとにそうっと口を近づける。そして、

「わっ！」

「ぎゃうっ？」

「ふぅんだ！　もっと心をこめて読んでちょうだいよね！」

　大声のせいで耳がきいいいいぃん。可香谷さんは僕とスノウピーを置いて、ぷりぷりしながら中庭を去ってしまう。

「理性をなくしたような行動」とスノウピーが小さな声で言った。

　　　　３




　それから三日後の放課後のことである。

　僕とスノウピーは、ひょんなことからスガモさんと一いつ緒しよに帰ることになった。

「恋れん愛あいのことならまかせてください、スノウピーさん」

　スガモさんは両手を後ろにまわし、可愛かわいらしく鞄かばんを持っている。客観的に評価すれば、それはとても可か憐れんな姿だ。隣となりをてくてく歩く僕とスノウピーに朗ほがらかに微笑んで、

「わたしの知ってるＬＯＶＥのこと、何でも教えてあげちゃいますね」

「嬉うれしい」スノウピーは透とう明めい感かんあふれる弾はずんだ声で言う。



　それは僕が頼たのんだことだった。恋愛に関する知識を欲するスノウピーに、スガモさんならナイスな答えをしてくれるんじゃないか？　そんな風にふと思いついて、帰りのＨＲの前にだめもとで軽く話を振ふってみた。

「いいですよ」

　意外にも、あっさり承しよう諾だくしてくれる。

「教えてあげます。じゃあ帰り道、歩きながら話しましょうか」

　そんなわけで僕とスノウピーとスガモさんという異色の組み合わせで下校することになったのである。スガモさんのことだから、もしかしたら意地悪するんじゃないかと少しだけ心配だったんだけれど……うん、やはり基本的にはいいひとだ。僕は嬉しい。

　本当を言えば、ここに可香谷さんも加わってほしかった。でも彼女は声をかける前にさっさと帰ってしまい、僕は嬉しい気分の反面、実はひそかに傷ついてもいる。

　長引いている可香谷さんのぷりぷり。早くおさまってほしい……。

　もちろん僕だって努力はしていた。もっと心をこめて読むように言われたから、あの小説は何度も読んだし……いや、正確には何十回も読んだ。何かの力が発動してもおかしくないくらいのレベルで強く強く念じながら、

　──意味、浮かびあがれっ。

　──メタファーで示される本質よ、出てこいっ。

　が、どれだけ努力してもわからなかった。人間、努力だけで百メートルを七秒で走れるかと言われたら、そういうものでもないから、別な方ほう途とを考えようと思っている。



　そんな僕の僅わずかな物思いに気づくことなく、スガモさんは溌はつ剌らつと歩きながら言う。

「んーと、そうですね。恋愛を甘あまいケーキにたとえるとわかりやすいですよ」

「ケーキ？」

　スノウピーはびっくりしたように長い睫まつ毛げに縁ふちどられた瞳をぱちっと大きくする。

　スガモさんは無む垢くな少女さながら、桃もも色いろのくちびるに細いひとさし指を当てて、

「スノウピーさんはケーキ好きでしょう？」

「好き」とスノウピーは言う。「ケーキより、アイスクリームの方が大好きだけれど」

「アイスでもいいですよ。でも、どうしてアイスが好きなんですか？」

「美お味いしいから」

「どうして美味しいんですか？」

「えっ？」

　考えたこともなかったという風に、はたとスノウピーは黙だまりこんだ。

「甘い……。から？」

「さてさて。甘いとどうして美味しいんでしょうか？」

　沈黙を続けるスノウピー。うふふっ、とスガモさんは自信たっぷりに胸を反らして、

「つまりこういうことです。甘いケーキが美味しいのに理由なんかないんですよ。恋愛ってそういうもの。理り屈くつを超こえているんです」

　スノウピーは立ち止まった。自らの胸中に問いかけるようにつぶやく。

「……理屈じゃないの？」

「ええ」

　勝かち誇ほこったようなスガモさんスマイル。あたり一面にマリーゴールドが咲さいたよう。

　しかし、と僕は思う。やはりすごい。こういうことをスノウピーにもわかりやすく教えちゃうあたり、流石さすがスガモさんは手だれだ。彼女のことをすごく見直してしまった。

「うふふっ。そもそもですね」

　目を閉じてすっかりご満まん悦えつ。スガモさんは鼻高々という感じに尖とがったあごを反らして、

「わたしたちみたいに可愛い女の子は……。ううん、わたしたちみたいに天然で、無垢で、花も恥はじらうような最高の美少女は、男の子たちにとってケーキみたいなものなんです。理屈抜ぬきにこの世でいちばん価値の高い存在なんですよ。至高のアイドル！」

「……スガモさん？」

「そういう存在を前にするとですね、男の子たちは頭がくらくら。理性なんか吹ふっ飛とんじゃって、まともに考えることなんかできません。もうおなかぺこぺこの獣けものに変へん貌ぼう！　とにかくケーキにむしゃぶりつきたくなっちゃうんです」

「ちょ、ちょっとっ。スガモさん？」

「そのむしゃぶりついてくる獣をですね？　取り出した革のムチでぴしゃりと一発！　調子に乗っちゃダメですよって、優しく微笑んでやるんです。うふふ……。いい気になってると、もっとムチをお見み舞まいしちゃいますよ、ぴしゃっ！　ぴしゃっ！　調教っ！　ひいいいいい申しわけありません、スガモ様ぁっ。スガモ様？　うふふ、いやですね。わたしのことはスガモ女王様って呼んでください……」

「ス、ストーップ！　ストップ！　もういいよ、スガモさんっ」

　濃こい──。

　あまりにも濃い恋愛観の披ひ露ろうを僕は慌あわただしく制止する。

「もうやめてくれ、スガモさん！」

「えぇ？　これからがいいところなのに……」

「多分それは恋こいじゃない！　というかきみ、『濃い』なあ！」

　スガモさんは少し残念そう。一方、スノウピーは眉み間けんに深いしわを寄せ、両手でわしっと側頭部を押おさえていた。

「革のムチ……？」とスノウピーは言う。

「忘れて忘れてっ」

　見えない疑ぎ問もん符ふが彼女の頭上をカザハナみたいに飛びまわっている。さもありなん。恋について納得しかけたのも束つかの間ま、今ので根こそぎ吹っ飛んでしまったに違ちがいない。
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　やがて僕たちは駅に辿たどりついた。

「それじゃ、ここで」

「あれ？　スガモさん、どこ行くんだ？」

　駅をそのまま通り過ぎようとするスガモさん。訊きけば、次の駅まで歩くという。

「どうして？　ダイエットでもしてるのかい？」

「……わたしのどこにダイエットする必要があるっていうんですか」

「いててて！　おしりつねらないでくれ、スガモさんっ」

　スガモさんはとてもスマートな女の子である。

「あなたたち、まさか知らないんですか？　最近噂うわさの『尾び行こう者しや』のこと」

「びこうしゃ？」

「ええ。昨日、南高の女の子が夜道をつけられたみたいなんです」

　南高校は、うちとは逆の方角にある、少しだけ偏へん差さ値ちが控ひかえめな学校である。

　スガモさんの話によればこう。

　最近、町の方ほう々ぼうに変な奴やつが出しゆつ没ぼつする。通つう称しよう『尾行者』。その名のとおり夜道で女の子の後をつけてくるらしい。足音がひたひた追ってくるのだけれど、振り返ると誰だれもいない。気のせいだったのかしら。気を抜ぬいたとき、既すでにそいつは背後に迫せまっている。ぎゃーっ。

「ぎゃー……って、いったい何をするんだい？　その尾行者って奴は」

「何か言うらしいです」

「何か？」とスノウピー。

「何かってなに」と僕は訊く。

「詳くわしいことはわかりません。被ひ害がいにあったその南高の女の子、ショックで記き憶おくが飛んじゃってるそうですから……。今日も自宅で寝ねこんでいるそうです。外傷なんかはないみたい。でも、言葉だけでそれ程の精神的ショックを与あたえるんですから、よっぽどとんでもない内容なんでしょう」

「言葉だけで……」

　いったいどんな言葉なんだ？

　殺すぞ、とかそういったことだろうか？

「でもそうか。その子、怪け我ががなくて何より」早く良くなるといい。「にしてもスガモさん、よくそんなこと知っているね」

「うふふ。花はな森もりスガモの情報ネットワークを甘くみないでくださいね。他の高校にも、ばっちりひろがっているんですから」

「そうなんだ」やはり只ただ者ものではないと思った。

「というわけで、わたしちょっとひとりで歩いてみたいんです。もしかしたら尾行者がついてきてくれるかもしれません。そうしたら……うふふふ。とっちめてやる！」

「とっちめてって……。それは危ないだろ、スガモさん！　もしも本当にその尾行者ってのに出くわして、怪我でもしたらどうするのさっ。僕とスノウピーも一緒に行くよ！」

「……ひとりで歩いてみたいって言ったばかりじゃないですか」

「う」

「三人仲良く歩いていたって誰もついてきませんよ」

　現にここまでそうだったでしょう、と呆あきれたようにため息をつくスガモさん。それはたしかにそうなんだけれど。

「じゃあ、何か気配を感じたら、すぐ僕の携けい帯たいに電話して！　あ、電話番号は……」

「知ってます」

　スガモさんは素っ気なく手を振ると、すたすたと駅の彼方かなたへ歩いていってしまった。



「ねえスノウピー」僕は遠ざかるスガモさんの背中を見送って、「今の話どう思った？」

「不思議」

「ふむ」

「ちょっとだけ気になる」

「ちょっとだけ」

　多分それは言葉どおりの意味なんだろう。スノウピーがものすごく気になっているときは、言うより先に行動に出るからだ。でも今の気になり具合は『ちょっとだけ』。

　ということは、さほど危機的なレベルのものじゃない。今回スノウピーはそんな風に判断したようだ。

「じゃあ、これからどうしよう？」

「帰る」

「そっか」

　気心の知れたやりとりを済ませ、僕たちは駅構内へと歩き始める。

　とはいえ、と僕は思う。その手の怪あやしい事件なら、ヒノリカやじゅりん君が詳しいかもしれない。明日あしたにでも訊いてみよう。

　特にヒノリカ。彼女が今も調べている地下鉄の怪かい奇き現象──トンネルの奥おくから怪しげなヴォイスが響ひびいてくる──とは、何か因果関係があるかもしれないから。

　あるいはまったくないかもしれないけれど。

　いや……。正直なところを言っちゃえば、ないような気がする。

　そう、あれから僕は何度か例の駅を調べにいったのだけれど、それでもやっぱり異変は察知できなかったからだ。本当にまるで何もないのだ。おそらく奇怪なヴォイスというのは風の音を聞きまちがえたものだろう。しかしながら、何が手がかりになるかわからないのが不思議事件の常でもあるし、報告だけはしておくべきかな。そんな風に思いながら、

「尾行者……か」と僕はつぶやく。

「ついてくるひと」

　スノウピーが澄すんだソプラノボイスで付け加える。

「びっくりするようなことを言うひと」

「…………」

　まあ、事実なんだけれども。

　言っていることの内容と声の美しさがミスマッチで、僕は思わずくすっとする。

　そう、季節はずれの怪談みたいに眉まゆ唾つばもののびっくりどっきり変事だ。

　実際のところ、その日スガモさんが怪しい輩やからに出くわすことはなかったし、話がそこで終わっていれば、よくある都市伝説の一種ということで片が付いたんだろう。



　しかし、その時期はずれの怪談みたいな事件に、僕は本当に遭あってしまうのだった。
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　その翌日のことである。僕とじゅりん君はピアノ曲が響く品の良い喫きつ茶さ店てんにいた。

「何だかすごい店だね、ここ」

「へ……へっ！　びびるこたぁねぇさ。お、俺たちはれっきとした客なんだからよぉ」

　木目調のヨーロピアンな内装で、客層はおとなの婦人ばかり。高校生の男子は僕たちだけだ。皆みなさんこちらをチラチラ見やり、意図のよくわからない微び笑しようを浮うかべている。

　実際は学校帰りにハンバーガーショップに寄る予定だった。男同士で話したいことがあったから、じゅりん君に声をかけたのだけれど、あいにく最も寄よりの店が満員。仕方ないのでぶらぶら歩き、次の店に入ったはいいが、なんとそこも満員。だったらもうどこでもいいやと適当な店に入ったら、こんな感じだったというわけだ。

「で、お前。相談っつーのはいったい何なのよ？」

　じゅりん君はコーヒーをひとくち飲み、話をうながす。

「うん」

　僕は俯うつむきがちに言う。

「恋って……何かな？」

　ざわっ。

　なぜかわからず店内の女性客が口もとを手で隠かくした。

「あ、あー……。うー、お前なぁ」じゅりん君は少し汗あせをかいて、「……ん。まぁいいんだけどよ。とりあえず、もうちっと小さい声で話してくれねぇ？　やー、俺が自じ意い識しき過か剰じようなだけかもしれんが、妙みような誤解とかをされたくねーからな」

「ああ、悪い」

　というわけで小声で話す。相談したいことは色々あったけれど、まずはスノウピーのことだ。昨日のスガモさんの話できたした混乱を解消してあげたかった。

　──恋れん愛あいってつまるところ何だろう？

　物知りじゅりん君なら答えてくれるかと思ったものの、残念、そんな根源的なことは考えたこともなかったよ、と逆に尊敬のまなざしで見られてしまう。相変わらずお前は悩なやみ多き青春くんだよなぁ……と妙な感心をされる始末だ。じゅりん君にもわからないことはあると知れただけ。コーヒーの味は些いささか苦かった。

　さてさて、その帰り道。

　恋のあれこれから話題は変わり、今は彼の専門分野について話している。

「んー。その『尾行者』って奴のことなんだけどよぉ」

　じゅりん君は、今から面白いこと言うぜ？　という感じの不敵な顔をしてから、

「狂きよう言げんって可能性もあるんじゃねーかな？」

「狂言？」

「や、こないだファフロッキーズ現象の話しただろ？　あれもわりと狂言説ってのがあってさぁ」

「そうなのかい？」と言いながら、僕の胸は僅わずかにふたぐ。

　あれからファフロッキーズこと謎なぞの投石攻こう撃げきには遭そう遇ぐうしていなかった……。が、音おと沙さ汰たがないと、それはそれで気になるもの。僕を狙ねらってる何者かはもうあきらめたのか？　兄ちゃんが依い頼らいした石の成分分ぶん析せきの方はまだ結果が出ていない。

「狂言っつーか、流言って言うのかなぁ？　最初は誰だれかが軽い気持ちで言い出したデマでも、それにいろんな奴が便乗することで、ホントのことになっちまうケースがあんだよ。面白半分についてたウソを、本当のことだって自分自身が錯さつ覚かくしちゃうんだね」

「この件もそれだっていうのかい？」

　僕は考える。誰かが夜道で後をつけられた──。学校でそれを話せば当然、友達は怖こわがるだろう。怖がる気持ちは枯かれ尾お花ばなを幽ゆう霊れいに見せたり、地下鉄の風の音を奇怪なヴォイスに聞こえさせたり。

　そんな、噂うわさが噂を呼んでのフォークロアだっていうんだろうか？

「や、あくまでも可能性の話さ」

　じゅりん君はへへへと笑うと、眼鏡めがねのブリッジを中指で押おさえて、

「夜道で後ろから足音聞こえてくると、俺らでも微妙にあせっちゃうじゃん。あんだあんだぁ？　俺は尾び行こうされているぅ？　みたいなさ。でも実際は会社帰りのパパさんが、早く家でメシ食いたくて、しゃにむに歩いてるだけだったり」

「それはあるね」

「だからさぁ。俺は今のも、そういう感じの奴だと思うんだよ」

「今の？」

　今のって何だ。

「いや、その……今、後ろからついてきてる足音のこと」

「えっ？」

　言われてみれば背後から足音がする。こつこつこつ……。

　成人男性のものだとすぐにわかる力強い足音だ。黄昏たそがれどき、一月の薄うす暗ぐらい夜道に、それはどこか不ふ穏おんなニュアンスをもって響く。僕は素早く振ふり向むいてみた。

　──誰もいなかった。
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「お、おい！　もうちっと速く歩けよぉっ！」

「じゅりん君。いったいどこに向かってるんだっ？」

「知らんっ！　とにかく逃にげねぇと……」

　さっきからずっとである。僕はじゅりん君にぐいぐい手を引っ張られて、見知らぬ道を歩いていた。こつこつこつ……。

　奇妙なくらい入り組んだ狭せま苦くるしい路地だった。どこもかしこもシャッターがおりている。ヨーロピアンな喫茶店を出て以来、ますますうら寂さびしい方へ進んでいた。夕暮れが夜に変わる間際の紫むらさきがかった光は、視界に映る全すべてを非現実的な風景に変えている。

　いや、非現実的なのは今の状じよう況きようの方だろう。

　背後に誰もいないのに、足音だけがついてくる。

　こつこつこつ……。

　これが噂の尾行者──。まさか本当に遭遇してしまうなんて。

　何かがおかしかった。どこか変な感じが……。これは僕だけが感じられる独特のインプレッション。だが、その違い和わ感かんみたいなものがどこの何から生じているのかわからない。

「げぇ！」じゅりん君が悲鳴をあげる。「行きどまりぃぃぃ！」

　角を曲がったところにあったのはコンクリートの壁かべ。いわゆる袋ふくろ小こう路じというやつだ。

　衝しよう動どう的に振り返る。

「な？」

　ぎょっとした。

　今まで誰もいなかった空間に、そいつらはいきなりいた。

　得体の知れない影かげみたいな奴やつらが、ずらりと横並びに立っていたのだ。

　何人いるのか、どういう格好をしているのか不明の幻げん影えいみたいな。途と轍てつもなく奇妙なシルエットだった。顔は見えないがニヤニヤしている。どこかで会ったような気がする。

　──もののけ？

　そいつらは突とつ然ぜん襲おそい掛かかってきた。

「うわぁぁっ？」

　しかも素早い。影みたいな奴らにまとわりつかれ、じゅりん君は必死に暴れる。

「や、やめろ！　やめろよぉっ？　何なんだこいつらっ？」

　そいつらは僕には向かってこなかった。じゅりん君に群がってニヤニヤしている。なぜかは知らない……。とはいえ、とにかくカッとなったのは事実。

「このっ、じゅりん君を放せっ！」叫さけんで飛びかかった。

　が、

　ニヤっとされて。

　何だこれは──？

　目を疑う。それは一いつ瞬しゆんにして小さく（？）なっていく……としか言いようがない。とにかくそのように見えたのだ。陰かげと電柱の狭はざ間ま、影になってる部分に吸いこまれるように消えてしまう。

　後には何も残らなかった。黄昏どきの袋小路に茫ぼう漠ばくとした影がひろがっているだけ。

「いったい……」

　何だったんだ。

　今のは幻げん覚かくだったのか？　何か小こ馬ば鹿かにされたような不ふ愉ゆ快かいな感覚が残った。

　ともあれ、ガタガタ震ふるえているじゅりん君に駆かけ寄より、手を差さし伸のべる。

「だいじょうぶかっ、じゅりん君っ？」

「言いやがった……」

「え？」

「あいつら俺の耳もとで、こんな風に言いやがった……」

　不意にはっとする。頭をよぎったのは、昨日スガモさんが口にした言葉だ。

　──その尾行者って奴は何か言うらしいですよ。

「何を言われたんだ、じゅりん君っ？」



    

  
    
      「『バラバラになる』」

「……何だって？」

「『世界はもうすぐバラバラになる』って」

　あいつらそんな風に耳もとで囁ささやいた、とじゅりん君は震える声で言った。
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　翌日の休み時間。

「なによ。いったい何だっていうの？」

「ねえ、可香谷さん。お願いだから、これから僕が言うことをよく聞いてほしいんだ」

「いいけど……」

　ひと気のない昇しよう降こう口の柱の陰で、僕と可香谷さんは向かい合っている。

　その日は僕の方から声をかけて、可香谷さんを引っ張ってきたのだった。まだ仲直りしていなかったから、当初は彼女も不ふ機き嫌げんそう。いつものように強気な態度でプルンとしたくちびるをとがらせていたけれど、いや、今はそういう場合じゃないと強い口調で言ったら、急に素直になって、なぜかわからず逆に謝ってきた。

「ご、ごめんなさい。そんなに怖い顔しないで。……怒おこっちゃったのね？」

「え？」

「べ、別にあなたのこと、本気で傷つけるつもりはなかったのよ。本当よ。そこに関しては謝るわ。ご、ごめんなさい……。ただ、あの、ちょっぴり困らせた方が、わたしのこと考えてくれそうに思って」

「可香谷さん、何を言ってるんだ？」

「こ、怖いわ。そんなに冷たい目で見ないで」

　可香谷さんは顔を赤らめ、口もとを手のひらで隠かくして言う。

　素敵……。

「……かっこいい……」

「だから可香谷さん、きみは何を言っているんだ？」

　こっちもこっちで余よ裕ゆうがないせいか、彼女の反応がいまいち理解できない。緊きん急きゆう事態だって言っているじゃないか。仕方がないので強引に話を切り出した。

「可香谷さん、僕の話を聞いてくれ。信じられないかもしれないけど、あいつらが外に出てきちゃったんだよ！　町のいろんなひとを襲ってるんだ！」

「エ？」
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　昨日夜道で幻影じみた奇き怪かいな奴らに襲われ、じゅりん君を家まで送り届けた後、僕は自室の机からそれを取り出してみた。幾いく度ども繰くり返し読んだ紙束──可香谷さんがくれた例の自作小説だ。

　そう、あの影たちにはどこかで会ったような気がしたのだけれど、見たんじゃない。読んだんだ。だけど、それが何を意味するのか……。

　まさかと思いながらページに目を落とす。

「うっ？」

　どういうことだ？

　驚おどろきで心臓が止まりかける。自分の目が信じられない……。

　が、本当のことなんだから致いたし方かたない。

　小説の中身が変わっていた。

　正確には、ところどころの文字が抜ぬけ落ちて空白になっている。虫食い穴状態。そこには書かれていたはずだ。捉とらえどころのない忌いまわしき何かがしっかりと。

　なのに、今は消えてしまっている。既すでに引きずりだされたあと。奇妙なことに記き憶おくも起きた直後の夢みたいにみるみる薄うすれていくのだった。ここには何が書かれていたんだ？　薄ぼんやりとした後味以外なんにも思い出せない。消えてしまっている。



「消えてしまっている」

　空白だらけになった可香谷さんの小説を見て、スノウピーはそう言った。

「この紙にはたしかに何かが記されていたみたい。でも消えてしまっている。それはもうここにはいないの。既に引っ張り出された後なの」

「引っ張り出された？」と僕は言う。

「あなたはそんなこともできるのね。引力……。潮ちよう汐せき力がさらに強まっているのかしら」

「……よくわからない」僕はどくどくと脈打つこめかみに手をあてがい、「いったい何がどうなってるんだ？」

　スノウピーはリビングの床ゆかにちょこんと正座して語り始めた。

　実体を持つものは引っ張り出すことができるの。

「言葉っていうのは、何かを指し示す指標のようなものよ。指標記号。示されている先には実存在があるの。ＴＶでそんなふうに記号論の解説をしていた」

「記号……？」

「あなたが苦手だと言っていた、メタファーも記号の一種ね」

　でもそれは今は関係ないの、とスノウピーはふるふる首を振って、

「ユリが文章で指し示していたものは、人間にとって普ふ遍へん的な意味を持つ何かだったのかもしれない。詳くわしくはわからないけれど……。でも、それがもののけに似た特性を持っている存在なら、もしかするとあなたの力で引っ張り出せるかもしれないわ」

「僕が……？」

　思わず両手で頭を抱かかえこんだ。

「僕がそれを紙のなかから、引っ張り出したっていうのか？」

「紙じゃないの。指し示された先の世界からよ」

「指し示された先？」

「元型の世界」

　僕は眉み間けんにしわを寄せる。理解が難しい。元型っていったい何だ？

「……あるいはインスタンスみたいなものかもしれないけど」

「どういう意味なんだ、スノウピー？」

「何でもないわ。あまり気にしないで」

　彼女は時おり今みたいに言いかけてやめることがある。気になるんだけど……。

　ともあれ。

　それはどうやら事実みたいだ。──もののけ的な出来事。

　そう。良きにつけ悪あしきにつけ、僕にはそれを呼ぶ特とく殊しゆな引力がある。どうやら一心不乱に何度も読みこみすぎたらしい。引きずり出してしまったようだ。可香谷さんの小説が指し示す先の元型的ワールドから、何かよくわからない名状しがたい存在を。
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「まるで屏びよう風ぶから虎とらを追い出す一休さんみたいね。にわかには信じがたいけど……」

　長い話を聞き終わると、可香谷さんは気の強そうな瞳ひとみでチラッと僕を見上げて、

「わかったわ。ウン……。信じてあげるっ」

　わたし、あなたの言うこと信じるわ──。

　両手を後ろで組み、ツンとした表情でうなずいてくれる。

「わかってくれるのかい？　僕の言うこと信じてくれるのか？」

「ええ」

「可香谷さん……」

　自分で言うのも何だけれど、僕は誤解されがちな性格。実は今回も相当にごねられ、疑われるように予想していた。が、こんなにきれいに納得してもらえるなんて……。まるで心と心が通じあってるよう。自分でも不思議に思うくらい、ものすごく嬉うれしくなる。

「ありがとう……。ありがとう、可香谷さん！」

　すると彼女はなぜかわからず、急にカアッと顔を赤くするのだった。

「な、何よぅ。お、お礼なんか言うんじゃないわよ、ばかっ……」

「え？　すまないっ？」また怒らせてしまったか？

　そうじゃなかった。

　可香谷さんは靴くつの爪つま先さきをモジモジと恥はずかしそうにこすり合わせながら、

「あなたって冷たいようで優しいようで、やっぱり不器用……。もう少し他人に期待してもいいのよ？　わたしだって、これでも成長してるんだから……。ウン、あなたがこういうことで嘘うそつくひとじゃないってこと、もうちゃんとわかってるんだもん。こないだの葛か西さいさんの事件みたいなことが起こってるのよね？　そうでしょ？　わたしの書いたお話から、怪物みたいな奴やつが出てきちゃったんでしょう？」

「そうなんだよ！　そう」

　……なんだけど、微び妙みようにそうじゃないというか。正確に表現するのが難しい。何というか、お話から出てきたわけじゃなくて、示される先の『元型』の世界から……。

　そのとき、救いの手を差さし伸のべるように遠くから声がした。

「おーい、青春くんたちー！　今ボクの話をしてなかったかーい？」

　廊ろう下かの先から歩いてきたのはヒノリカとスノウピーだった。両者ともシャツをスカートの外に出して、並んでいると親友同士のよう。まあ仲が悪いわけじゃないんだけれど。

「ねえ」

　僕の制服の袖そでを指先でつまむスノウピー。くちびるをウサギのようにすぼめて、

「今、あなたとユリは熱く見つめ合っていたけれど」

「うん？」

「恋こい？」

　思わず転びそうになった。

「あなたとユリは、もしかして……恋の話をしていた？」

「してない！　してないよっ」

　……あるいはしていたんだろうか？　こういう心の交流みたいなものが恋なのか？

　とりあえず、幻げん影えいじみたもののけの説明をしていただけだ、と僕は汗あせをかきつつ、客観的事実のみを説明する。

「そう」

　スノウピーは雪の精じみた端たん整せいな顔をふんわり少しだけほころばせて、

「安心……」

　澄すんだ瞳で僕の目を見ているスノウピー。その溢あふれんばかりの清冷感は、何を考えているのか斟しん酌しやくする意欲すら透とう明めいに清めてしまう。思わず見とれてしまうけれど、

「ぼけっとしてんじゃないぜーぃ、ラブコメくん！」

「うっは？」

　油断していたらヒノリカに脇わきをくすぐられた。ふふふ、とほくそ笑まれる。

「スノウピーくんから話は聞かせてもらったよ！　この件、ボクも協力させてもらう！」

「え……？」

　僕は自信たっぷりに腕うで組ぐみする勝ち気なポニーテール美少女に目をやり、「いいのかい、ヒノリカ？　わりと危険なことになるかもしれないんだけど」

「いいも何も。ふふふ。ボクは正義の味方なんだよ？　こういうことにかけてはプロなのさ。望むところだよ」

「ヒノリカは強いから仲間に入れておくと安心。わたし、そう思って説得したの」

「あ、そういうことか」

　やっぱりスノウピーは頭がまわる。

「ふふふ。ボクは強いっ。おまけに性格もいい。ひさしぶりに暴れたいんだよね！」

「あはは……」と苦笑い。自分で堂々とそんなことを言ってしまうあたり、僕はヒノリカの人となりが嫌きらいじゃなかった。

「わたしとヒノリカのふたりがいれば、大たい抵ていのもののけは敵ではないの。早く解決しちゃいましょう。みんなが安心して下校できるようになったら、心おきなく自分のしたいことができる。恋れん愛あいについて、もっともっと考察を深めるの」

「そうだね。わかったよ。よし、だったらみんなで事件解決に乗り出そう！」

「おー！」右手を天に突つき出すヒノリカ。

「理り屈くつにあうの」スノウピーは棒立ちのまま、リボンだけをゆらめかせている。

「ふぅむ。なんだかこないだのときの再現みたい……」

　可香谷さんは弟たちに接するお姉さんのような雰ふん囲い気きで両手を腰こしに当てると、

「ウン、それじゃ、みんなで作戦会議といきましょうか！」

　昇しよう降こう口でこくんとうなずきあう、僕とスノウピーと可香谷さんとヒノリカ。

　こうして尾び行こう者しやこと、幻影のもののけを討つミッションが始まったのだった。
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「やけに人通りが少ないところね……。初めて来たわ、こんな場所」

「しぃーっ。ユリ、もう少しちっちゃい声で話すの」

　放課後のオレンジがかった空には暗い雲がまばらに浮うかび、古い洋画みたいに色あせた光があたりを音もなく満たしている。

　ここは昨日じゅりん君と行った喫きつ茶さ店てんのそばにある路地だ。彼はショックのせいで今日は学校を休んでいるけれど、記憶をもとに歩いていたら同じ道にしっかり辿たどりつけた。

「ふんふんふーん。はふんへふんほふーん」

　入り組んだ細い道をぶらぶらと鼻歌まじりに歩いていくのはヒノリカだ。その後をかなり離はなれて、僕とスノウピーと可香谷さんが尾行している。

　いくら何でも四人で歩いてたら、その幻影とやらも襲おそってこないんじゃない？　そんなもっともな意見を言って、ヒノリカが囮おとり役を買って出たのだった。

　ヒノリカなら戦せん闘とう能力もあるし、滅めつ多たなことでは動じない。まあ、ひとりで敵を倒たおしてしまいそうな気もするが、遭そう遇ぐうしたら僕たち全員で飛び出し、交戦するつもりだった。

　──交戦？

　最初スノウピーはこんな風に言っていた。

「それはひとの形をしているんでしょう？　言葉が通じるもののけなら、話せば自分の属する世界に帰ってくれるかもしれないわ。ねえユリ。あなたはそのお話で、どんな存在を描えがこうとしたの？　それはどういうもののけなの？」

「ン、もののけっていうか……」

　可香谷さんは眉まゆを寄せると、気まずそうに自分の腹部をそっと抱だくようにして、

「別に、そんな怪物じみたものを書くつもりはなかったのよ。何ていうのかしら、あれはひとのよくない側面みたいな……。人間なら誰だれでも持ってる心の陰かげの部分とか、いやらしい部分とか、そういうものの集合をキャラクターみたいにしたつもりなんだけど」

「いやらしい部分？」と僕は言う。

「あ、その……えと、何ていうのかしら」

　わたしはそういうのが不得意だから、と可香谷さんは恥ずかしそうに言う。そういうトラブルでふたりの仲がダメになっちゃうこともあるのよって伝えたかったの……。

「ねえ、可香谷さん。僕は別にいやらしいひとじゃないんだけれど」

「ン、わかってるわ。誤解なのよね。問題は多分わたしの方にあって」

「どういうこと？」

「きっとわたしが変にそういうことを意識しすぎちゃっていて……」

「アッハハハー。青春、青春っ」

　ヒノリカが両手を頭の後ろで組んで、「相変わらず可香谷くんは乙おと女めだよなー！」

「なっ？」

　目をまんまるにする可香谷さん。「い、いきなり何を言い出すのよ、葛西さんっ？」

「だって事実じゃーん。彼にだけはホント、なりふりかまわないっていうか……」

「う、うるさいうるさい！　そういうこと言うのやめてよねっ。わたしはプライドが高いんだから！　おまけに文学少女なのよっ？　いやらしくなんかないんだからっ」

　きんきん声をはりあげる可香谷さん。混乱するとひどく脈みやく絡らくのないことを言う。

　そのときスノウピーが淡あわ雪ゆきのように白くほっそりした手を可香谷さんの肩かたにのせた。

　ぽむっ。

「つまり？」

　透すき通とおるクリスタルグラスみたいな声で言う。

「つまり、どういうことなの？」

「……。つまり、邪じや悪あくな存在」

　可香谷さんはジト目になって答えた。

「多分それはひとのダークサイドから生じた、けっこう悪い奴だと思う……」

　僕は基本的に物事を力ずくでどうこうするのが好きじゃない。だが、それが真にダークサイドが凝ぎよう縮しゆくされた存在なら放ほうっておくわけにいかないだろう。あいつらはじゅりん君に向かい『世界をバラバラにする』って言ったんだ……。可香谷さんの言葉で証明されたけれど、何かよくないことを企たくらんでいるのはたしかだと思う。



　そして今に至るのだった。ここは路地──。

「むっ？」

　不意に曲がり角の向こうから夕方特有の長い影が伸びる。

　──現れたのか、幻影のもののけ？

　電柱の陰でサッと身構える僕たちだけれど、

「あの、こんなところで何をしてるんですか、葛西さん？」きょとんとした声。

　こちらもきょとんと目を開閉。意外にも角の先から現れたのはスガモさんだった。

「こんなところで何をって、やだなあ。それはボクの台詞せりふだよ。道にでも迷ったのかい、スガモっち……って、うわ？　キミ、危ないもの持ってるなー！」

「うふふ。ネットで買ったんです。これで悪い奴やつをやっつけちゃおうと思って」

「悪い奴？」

「『尾行者』」

　話の雲行きが怪あやしくなってきた。僕とスノウピーと可香谷さんは物陰から飛び出し、ばたばたとヒノリカのもとへ。

「あら、皆みなさんおそろいで。奇き遇ぐうですね！」

　ええええ？　と僕は思う。

　温室育ちのスイートピーさながら清せい楚そな笑顔で振ふり向むいたスガモさん。──その手には黒くてごつい大型のスタンガンが握にぎられていた。



「ふうん、そういうことだったのね」

　僕たちは五人並んで、てくてくと夕暮れの狭せまい路地を歩いている。

「スガモはえらい。勇気があるの」きまじめな表情で言うスノウピー。

「ええ。自分でもそう思います」真顔でこっくり首しゆ肯こうするスガモさん。

「うんうん。悪い奴には電気ショックをくらわして、やっつけちゃわないとね！」ふひゃひゃひゃっと快活に笑うヒノリカ。

「こ、こらこら……っ！　三人とも微び妙みように反応がおかしくないっ？」

　可香谷さんが汗を流しながらつっこみを入れる。……僕も彼女と同意見である。

　さておき。

　話によれば、スガモさんは本日欠席のじゅりん君にお見み舞まいの電話をしたらしい。彼は元気そうで、明日あしたからはちゃんと登校するそうだけれど、そのとき昨日の事件の話を聞いた。同じクラスの男子生徒に手を出されたとあって、正義感の強いスガモさんは大激げき怒ど。

　──女子だけじゃなくて、男の子にまで変な行こう為いをしようとするなんて……。とんでもなくアブノーマルなひとたちってことですね。許せませんっ！

「きみがそれを言うんだね……」思わずつぶやく僕である。

「何か言いましたか？」

「いや、何も」

　ともあれ、スガモさんのなかで尾行者は変質者に早変わり。その討とう伐ばつのため、とっておきのブツを持ち出し、ごたごたのあった場所を徘はい徊かいしていたというわけだった。



「でもさ……。こういうのって危ないし、僕たちにまかせておいてほしいんだけど」

「いいじゃないですか。わたしだって何かしたいんです」

「気持ちはわかるよ。だけどね……」

　スガモさんに先導されるがままに歩いていくと、やがて空き地のような場所に出た。

「あら、行き止まり」

「うん、じゃあ引き返そう」

「待って」

　見ればスノウピーの白いリボンがぴゅくんと垂直に首をもたげている。

「どうかしたのかい？　スノウピー」

「……何かが視界の隅すみで、動いたような気がした」

「え？」

　僕も思わず振り返り、そこを見直す。

　とはいえ、おかしなものはなかった。曲がりくねった道の先にひろがっているのは土がむき出しの更さら地ち。名前のない草がまばらに生えているだけの本当に何でもない場所だ。薄うす汚よごれたコンクリートの塀へいには落書きひとつされていない。

　と、そのとき鋭するどい光が目を打った。

「わ、眩まぶしっ」

　暮れる寸前の冬の太陽だった。コンクリートの塀の向こうに消える寸前の白金の光。それが斜ななめに差しこむと、地面に落ちていた影かげが伸のびて──。

（え？）

　──影が伸びて。

　いきなり垂直に、かくんと立ちあがった。

「え？」と僕は言う。

　それはほんの一いつ瞬しゆんのことだ。あまりに突とつ然ぜんすぎて頭が真っ白になる。が、

「気をつけて」

　スノウピーの澄すんだ声ではっと我を取とり戻もどした。

　そいつらはニヤニヤしている。

「とうとう見つけた」とそいつらは言う。

　日が暮れた暗いどん詰づまりの更地に、いつの間にか幾いく人にんもの幻げん影えいたちが立っていた。
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「もう少し」と影のような男が言う。

「もう少し暗くなるまで」と別な男が言う。

「ここで時間を潰つぶすつもりだったのに」と別な男が言う。

「仕方がないひとたちですね」と別な男が言う。

「まあ、早めに会えたんだからいいじゃないか」と別な男が言う。

　幻影たちは肘ひじで互たがいをつつきあってニヤニヤしている。それからほんの少し黙だまりこむと声を合わせて一いつ斉せいに笑った。

「ふぁっふぁっふぁっふぁっふぁっふぁっ！」

　……何なんだこいつら。

　僕は冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら考える。

　兆きざしも気配もまるでなく、どこからともなく──強しいて言うなら、影のなかから唐とう突とつに現れた。何人いるのか間近で見ていても識別できない茫ぼう漠ばくとした幻まぼろしの群れ。十人かもしれないし、二十人くらいかもしれない。認識の外にはみ出ていこうとする捉とらえどころのない異様な存在だ。可香谷さんとスガモさんは大きく口を開けたまま立ち尽つくしている。

「ふふふ。こんな奴らは初めて見るよ……」

　いつも不ふ遜そんなヒノリカの表情が緊きん迫ぱくに満ちている。

「これまで会ったどんなもののけとも、こいつらは感じが違ちがうよね」

　たしかに違う、と僕は思う。

　……しかし、そもそもこれはもののけなんだろうか？

「お前たちは……何だ？　いったい何が目的だっ？」

　すると幻影たちは芝しば居いがかった感じに軽く肩をすくめて、

「俺たちは暗い場所から生じた者だよ」と男が言う。

「まあ、いやらしさの化身みたいなものさ」と別な男が言う。

「聖なる力を持つ乙女を欲し、ずっと探していた」と別な男が言う。

「俺たちの名は下げ衆す人間」と別な男が言う。

「シェイディー・ピープル」と別な男が言う。

　──シェイディー・ピープル？

「世界はもうすぐバラバラになる」

　彼らは声を揃そろえて、「それが事実だということを、俺たちは既すでに知っている」

　次の瞬間、そいつらは気取った態度を一変させた。いきなりヒュンと天高く跳ちよう躍やく──。両手を猛もう禽きん類るいの爪つめのようにひろげて、僕たちに襲おそい掛かかってくる。
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「ふん！　そっちがやるっていうなら望むところだよねっ」

「戦争をしかけられたときは仕方ないの。降りかかる火の粉こは払はらわなくちゃいけないの」

　どぉん、どおぉんっ！

　夜の空き地に轟ごう音おんが響ひびきわたる。ヒノリカの使し役えきする炎ほのおの精神体ベラと、スノウピーが続けざまに発射する氷柱つららが猛もう威いをふるっていた。幻影たちは重さのない紙切れみたいに蹴け散ちらされ、ベラの爪で音もなくまっぷたつに引ひき裂さかれて、スノウピーの氷柱が直ちよく撃げきした勢いで塀にぶち当たり、そのままズブズブと闇やみのなかへ沈しずみこんでいく。

　幻影たちは口々に言う。

「強いなあ！　これはかなり強い」

「まあまあ、焦あせらずにやりましょうよ」

「ようやく見つけた聖なる力を持つ乙おと女めなのだから」

「この娘むすめなら、あれを復活させるための生いけ贄にえにできる」

「何としても、捕つかまえなさい」

「捕まえて、俺たちの城にさらっていくんだ」

「欲しいものは全すべて手に入れましょうよ」

「今のうちに、欲しいものは全て手に入れよう」

　……何を言ってるんだこいつらは、と思いつつ僕も影たちを迎げい撃げきする。

　彼らは僕にだけは襲い掛かってこなかった。なぜかは不明だ。ひとり向かってきた影がいたけれど、『今この場所ではやめておけ』と仲間にたしなめられていた。でも可香谷さんやスガモさんには躊ちゆう躇ちよせずに飛びかかっていく……。不可解極まりなかったが、ともかく僕はそいつらを必死に追い払った。

　可香谷さんとスガモさんはお互いを守るように抱だき合あっていたし、この手のことに慣なれている僕の面めん目もく躍やく如じよというところだろう。

「無理しないで！」と叫さけぶ可香谷さん。「わたしたちは平気なんだから！」

「あ、危ないっ？　右から来ます！」とスガモさん。

「まかせろっ」

　僕は瞬時に身を反転させ、思いきりタックル！　飛びかかってきた幻影をカウンターで吹ふっ飛とばした。よしっ、と拳こぶしを握る。

　影みたいな奴らだけれど、意外にも僕の攻こう撃げきはちゃんと当たった。それほど強いわけでもない。いや、僕がこれまで遭そう遇ぐうしたもののけに比べると格段に弱かった。

　が、とにかく人数が多くて、いくら倒たおしても次から次に新あら手てがやってくる。彼ら──シェイディー・ピープルは文字どおり影を通り道にして無限にやってくるのだ。

「まずいな。この娘たち、思った以上に手ごわいぞ」と影のような男が言う。

「これではさらっていけないな。どうする？」と別な男が言う。

「あれを使いましょうか？」と別な男が言う。

「あれを持ってくれば、すぐに片がつくけれど」と別な男が言う。

「いや、あれは大きすぎてここには持ってこれない」と別な男が言う。

　……何のことを言っているんだ、と僕は思う。

　とはいえ、スノウピーは彼らの言葉に微み塵じんも動どう揺ようしない。両手のひらからきらめく氷柱の射出を続けつつ、

「ねえ、そろそろわかったでしょう。あなたたちではわたしに勝てないの」

　どぉん！　どん、どん、ずどおぉんっ！

「降参なさい。きちんと反省するなら、わたしは優しく接するわ。どういう存在とも本当は知的な交流をしたいの。話し合いましょう」

　冬の猛もう吹雪ふぶきより容よう赦しやない攻撃をしながらも、その声はとても穏おだやかで優しい。氷の粒つぶがキラキラ舞まうなかで、まるで救いの手を差し伸べる雪の天使みたいに僕の目には映る。

　だが、幻影たちに歩み寄る気はまったくないようだ。

「俺たちは話などしない」

「聖なる力を持つ乙女。何としてもお前を手に入れる」

「絶対に捕まえてやりますよ」

「あなたたちって、とってもおろかね」澄んだ声で言うスノウピー。「こらしめ続行！」

　どどどどどどぅんっ！　ずどどどどどどどおぉんっ！

「ぐああああぁっ？」

　一いつ気き呵か成せいの連続射撃。幻影たちは氷の連射で散り散りに吹っ飛ばされる。彼らにはひるむという心的機構が存在しないらしく、スノウピーはどこまでも普ふ段だんのスノウピーだった。やるときは徹てつ底てい的てきに、過か酷こくに、容赦なく、ハードにこらしめる。

　と、そのとき異変があった。

　インプレッション。──これで三度目だからもうわかる。

　来るぞ、と僕は思った。

　あの謎なぞめいた投石攻撃がくる前兆的感覚だ。守りを固めるボクサーのように両りよう腕うでをあげて頭をガード。そのうえで素早く周囲にきょろきょろと目を走らせながら、

　──どこからだ？

（どこから投げてくるんだ？）

「はっ？」

　ユゥウウウウーン。

　独特のクリアな電子音が響き渡わたり、僕の心臓は強きよう烈れつにドクン──。全てがスローモーションになり、今度という今度こそ、僕はそれをはっきり視認する。

　その投石はやはり空中からいきなり現れたのだった。何もない虚こ空くうから。そして不可解なことながら……それはシェイディー・ピープルの攻撃じゃなかったらしい。一瞬だが垣かい間ま見みたからだ。彼らのニヤニヤ笑いがおさまって、あっと驚おどろいたような顔になったのを。

　──この石はこいつらが投じたんじゃない？

　とすれば……。

　こいつらの他ほかに第三の敵がいるっていうのか？

「えっ？」

　だが最も驚いたのはそのすぐ後だ。投石の軌き道どうに何か違い和わ感かん。それは僕に向かってはいなかった。──謎の石はまっすぐ勢いよく僕の斜め後方に落ちていく。

　体がぞっと冷えた。

　このままいくと後ろで戦っているスノウピーに直撃するじゃないか。

　てっきりそれは常に僕を狙ねらうものと思いこんでいた。ところが違うのだ。このままだと彼女の小さな後頭部を撃うち抜ぬき、粉々にして──。

「うおああっ！」

　弾はじかれたように駆かける。

　時間の流れをかきわけ、おそらく今僕は誰よりも速い。自分にこんな力があったとは、と驚く反面、これくらい当然だという気もする。だってスノウピーを守らないといけないんだから。間に合え。あと少しでっ──。

　ジャンプ！

　そして、ずどぉぉんと凄すさまじい衝しよう撃げき。視界が大きく揺ゆれ動いて。

「えっ？」

　乱れる映像のなかでスノウピーが僕を振ふり返かえる。「なにっ？」

　いつも僕をかばってくれるスノウピー。今回はこちらがそれをした。

　──ちゃんとやれた、と僕は思う。

　ぎりぎりのタイミングだったけれど、投石はスノウピーの身に届かなかった。

　が、魔ま法ほうが切れたように意識が遠のいていく。僕はどうにかそれを背中で食い止めたのだけれど、予想以上の衝撃だったのだ。息ができない。背中の骨が……。

　でも、こうやってかばうしかなかったんだ。

　薄うすれゆく意識のなかで、スノウピーが眉まゆを寄せて僕のもとに走ってくるのが見える。

　幻げん影えいたちがニヤニヤしている。

　この先はもう単なる夢、あるいは痛みが見せる悪夢だったのかもしれない。彼らは可香谷さんとスガモさんを取り囲み、喉のどもとに黒い刃は物ものを突つきつけた。ニヤニヤしながら彼女たちに何かを言い、ヒノリカとスノウピーは抵てい抗こうするのをぴたりと止めた。
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「……おっ？　気がついたか」

　横から兄ちゃんの声がした。

「う、ううむ」

「お前、まる二日も意識がなかったんだぜ？」

「こ、ここは……？」

　とりとめのない悪夢に延々とうなされて、目を開けると真っ白な天てん井じよう。窓から入ってくるのは冬の午後のしんとした日ざしである。

　僕はベッドに寝ねかされており、あたりを見ればどうやらここは病院の個室らしい。ずきずきと全身に疼とう痛つうがある。患かん者じや衣いをめくると上半身には包帯がびっしり巻かれていた。

「いったい何が？　僕はどうして……。うぐっ？」

　身を起こすと背中に突き刺ささるような痛みが走り、顔をしかめる。おいおい、今は無理しない方がいいぞ、と言われてしまう。

「お前さ。救急車で運ばれてきたんだぜ？」

「救急車？　誰だれがそんなものを……」

「葛西ヒノリカさん。クラスメイトだよな？　あの子が１１９したらしい。お前のそばに重なり合うようにぶっ倒れていた。一いつ緒しよに仲良く入院って次第さ。まあ当のヒノリカさんもさっき目を覚ましたばかりで、まだ意識が朦もう朧ろうとしてるようだが……」

「ヒノリカが？　いったい何があったんだ？」

「何があったのかはこっちが逆に訊ききたいぜ。お前ら、また面めん倒どうごとに巻きこまれてやがるのか？　ちょっくら教えてもらえねえかな？　何が何だかさっぱりわからねえ」

「その前にひとつ……。ねえ兄ちゃん、スノウピーたちは？」

　兄ちゃんは眉を寄せて静かにかぶりを振る。

「スノウピーたちはどこにっ？」

「……そのスノウピーさんの姿がさ。どこにも見当たらねえんだよ。もう二日も家に帰っていない。だから話を訊きたいわけだ」

　心臓が薄い氷で覆おおわれたような感じがした。

「おまけに可香谷ユリさんと花森スガモさんも行方ゆくえ不明だっていう。現状、警察もまるで見当ついてねえらしい。手がかりなしの、文字どおり袋ふくろ小こう路じってやつだ。ふたりとも無断外がい泊はくをする子じゃないから、事件にでも巻きこまれたんじゃないかって、みんな心配している。お前、何か知っているか？」

「か、影かげたちが……」僕はめまいをこらえて言う。

「影？」

　いや、くっちゃべってる場合じゃない。僕はたまらずベッドから飛び降りる。

「おい、どこへ行くっ？」

「兄ちゃん、ヒノリカの病室はっ？」

　同じフロアの個室だと聞き出した。ドアを開けて廊ろう下かに走り出ようとする。が、

「待ちな、弟よ！」

　今急いでるからと言おうと思って振り返る。

　と、兄ちゃんの手には黒い石ころがのせられていた。

　それは例のあれだった。空中から突とつ然ぜん現れる不思議な投石。

「こいつはお前が倒れたときに握にぎり締しめてたもんだがな……。調べに出してた他のやつに関しては、既すでに結果が出たんだぜ。聞きたいか？」

「何かわかったのかい？」

「ああ」こくんとうなずき。

　隕いん石せきだ、と兄ちゃんは言った。

「こいつは本来、地球上には存在しないはずのもんだそうだ。衛星軌道上を周回してたゴミが落ちてきたとか、人工物とか、そういったスペースデブリじゃねえ。何かもっと外の宇宙からきたもんらしい。ここにはあってはならないもんなんだとよ。異質な大地の切きれ端はし。ここじゃない世界の一石だ」

「世界？」

「一石」

「石」

「星」と兄ちゃんは言う。「外から来たもの」

　多分頭が混乱しているせいだと思う。あるいはいろんなことが立て続けに起きすぎているせい。何が何だかまったく意味がわからない。

　……隕石がどうして僕たちを？

　壁かべに手のひらを付けて、よろよろと病室の外へ出る。
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「まずいよね。とんでもないことになっちゃったよ……」

　ヒノリカの話は僕をこれ以上ないくらい落ちこませた。

　殺風景な個人病室。ベッドの背もたれによりかかっているヒノリカは、頭に幾いく重えにも包帯を巻いていた。シェイディー・ピープルにそこまでされたのかと思い、僕は怒いかりで一いつ瞬しゆん目の前が真っ赤になったけれど、

「そうじゃないよ。これはベラがやったんだ」

「ベラが？」なぜ。

　僕が謎の投石で気を失うと同時に、幻影たちは可香谷さんとスガモさんを人ひと質じちにとったらしい。卑ひ劣れつなやりかた。そのせいでスノウピーとヒノリカは無む抵てい抗こうを余よ儀ぎなくされた。

　幻影たちの目的はその場にいた女の子たち……特にスノウピーらしい。聖なる力がどうとか言っていたけれど、詳くわしいことは不明だ。ともかく、彼らに引かれるがまま影に足を踏ふみ入れると、そのままズブズブと体がどこかへ吸いこまれていくのだった。

　──こいつはいけないっ！

　ヒノリカが本能的に危機を感じた瞬間、突然ベラが暴走した。がごんっと強烈に体当たり。そしてヒノリカを遠くへと吹ふっ飛とばした……。

「おかげでボクは連れ去られずに済んだんだけどね。頭を打ってこのザマだよ……」

　何となく、わかる気がする。

　ベラは外部化されたヒノリカの心の一部。──それは本体を守るために働いた防衛機制の一種というところだろう。

「それで、みんなはいったいどこへ？」僕はベッドをゆさぶりたい気持ちで訊く。

　スノウピー、可香谷さん、スガモさん。彼女たちはどこへ連れていかれたんだ？

「……わからない」

　ヒノリカは慙ざん愧きに堪たえないという顔で首を振った。

「ふらふらになって元の場所に戻もどったときには、もう誰もいなかった……。ほんとに影も形もなくて、空き地にはキミが倒たおれていただけ。うん、それで少し気が抜けちゃったのかな……。さすがのボクも限界だったから、救急車を呼んで、すぐにぶっ倒れたんだけど」

　そんな風にして今に至るってわけ、とヒノリカは力なく言う。

　僕はもう、じっとしていられなかった。

「あ、キミ！　どこに行くんだっ？」

　背中にヒノリカの動転した声が浴びせられる。

「キミはまだ怪け我がが治ってないんでしょっ？　無茶だよっ」

「ヒノリカはゆっくり休んでてっ！」

　病室のドアを力まかせに閉めて、僕は走り出す。
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　全部僕のせいだ……。

　ひと気のない空き地に辿たどりつき、今僕は何かに憑つかれたようにあたりを捜さがしている。スノウピーはどこに連れていかれたんだ。可香谷さんは。スガモさんは……。

　草を掻かきわけ、コンクリートの塀へいを手て荒あらに叩たたき、狭せまい溝みぞを覗のぞきこむ。

　が、いない。なんにもない。手がかりひとつない。

　ほんとに僕は何を思いあがっていたんだろう。

　たしかに僕は普ふ通つうじゃないことに慣れている。比ひ喩ゆ的な意味における氷の障しよう壁へきを持っているし、事実、どんな危険も乗のり越こえてきた。僕だけなら大たい抵ていのことは何とかなる。

　でも、他のひとはそうじゃない。

　スノウピーとヒノリカ以外は、みんな普通の女の子たちなんだから。

　あのとき昇しよう降こう口に集まって、僕はいったい何て言った？

　──よし、だったらみんなで力を合わせて事件解決に乗り出そう！

　そんなことを言ってしまったのだ。

　馬ば鹿かな僕……。思いあがりもはなはだしいだろうっ！

　最近ようやく他人の気持ちがわかるようになってきた。そう思っていたのは大きなまちがい。ダメじゃないか。ちっともうまくやれてないじゃないか。こういう肝かん心じんなところで僕は他人を思いやれていない。心地ここちいい幸せな日々のせいできっと慢まん心しんしていたんだ。

「巻きこんでしまった」

　どうしよう……。

　青くなりながら思う。

　こういうことだけは避さけたかった。この手の事態を防ぐためにも、氷のバリアは僕と他人を隔へだてていなくちゃいけなかったのに。僕は孤こ独どくでいなくちゃならなかったのに。

　思い出す。

　ＴＶの前にちょこんと正座していたスノウピー。ふるふるリボンを揺ゆらしながら画面をじっと見ている。興味しんしんのあの仕草。雪どけ水のように不純物のない澄すんだ瞳ひとみ。

　恋こい、と飾かざり気けのない口調で言うスノウピー。

　それって何、と瞳をぱちぱちしながら言うスノウピー。

　──たまらなくなる。

　可香谷さんは無事なのか？　スガモさんはだいじょうぶなんだろうか？

　可香谷さん、僕は最近色々本を読んでいるんだ。話を合わせたいし、可香谷さんの好みを少しでも理解したいから。きみの好きな作家の芍しやく薬やくアキラさん、あの難しい小説も読み進めているんだよ。観念的で読むのがしんどいけど、頑がん張ばって読んでいるんだよ。

　スガモさん、僕はきみのことが実は嫌きらいじゃないんだ。まじめなようで、わりと変なところもあるその性格。微び妙みように屈くつ折せつしてるのは、きっと小さいころに色々あったせいなのかな。もしかしたら僕と少し似ているのかもしれないね。

　──連れ去られた大事なひとたち。

　自分が情けない。

　少しうまくやっていると思えばすぐこれだ。こんな風に迷めい惑わくをかけてしまう。

「ちくしょうっ！」

　突然ドガッと鈍にぶい衝しよう撃げき音。──いったい何の音だ？

　いや、それは僕がやった。拳こぶしをコンクリートの塀に打ちつけたから。皮が裂さけて赤い血が滲にじむ。そのまま繰くり返かえし塀を殴なぐった。クールじゃない？　僕らしくない？　あるいはそうかもしれない。でもそれが何だっていうんだ。

　僕にだって、感情というものはある。

　悔くやしくて、悔しくて。

　たまらない……！

　と、そのとき背後から声がした。

「おいおいキミ、青春くん。そんなところでひとりで悩なやむのはおよしよ」

「えっ……」

　きみは本当に優しいよね、とその声は言う。

　素早く袖そでで目をこすり、振ふり返る。

　ヒノリカとフローンが立っていた。

「キミは悪くなんかないだろ？　ぜんぜん、これっぽっちも悪くなんかないだろっ？」

「ヒノリカ……」

「キミは少し自分に厳しすぎるよ。そういうまじめさとかストイックさに、みんなが惹ひかれるんだろうけど」

　ヒノリカとフローンは僕に向かって静かに歩みよってくる。

「キミは立派だったよ。本当にそう思うよ。うん。よくスノウピーくんをあの石の攻こう撃げきから守ったって、お世辞抜ぬきにそう評価する。だってスノウピーくん、感激で目をうるませていたんだよ？　ていうか、ふがいないのはボクの方さ……。ちきしょー、もののけ退治者ともあろうボクが、あれくらいのアクシデントでさ。やられたよなあ」

　とにかくキミは元気を出しやがれっ、とヒノリカが背中をばんと叩いてくれる。

　気分がじわっとあたたかくなった。

「だけどヒノリカ。きみ、怪我の具合は……」

「怪我っ？　ふん。こんなものはカッパの屁へだよ！」

　ヒノリカはひゅるひゅると包帯をほどきながら、

「だいたいね、悪いのはみんなあいつらの方じゃないか。シェイディー・ピープルだか何だか知らないけどさ……。馬鹿にするなよ！　ボクたちが何をしたっていうんだい！　優しいキミが何をしたっていうんだい！　ニヤニヤしやがって気にくわないよ。リベンジするぞ。絶対ぶっ倒してやるんだからなっ！」

「そうとも、ほにーちゃん！　こういうときはたたかわなきゃだめだー！」

　フローンがちんまりした両拳を天高く振りあげて、

「げんきだしてっ。げんきをだして、たたかうにょ！」

「フローンくんの言うとおりさ。ねえ、キミ。勝負はこれからが本番のはずでしょ？」

　キミがいなくちゃできないんだよ、とヒノリカは言う。

「スノウピーくんも、可香谷くんも、スガモくんも絶対に無事だからさ。ボクたちで助け出そうよ。あいつら根こそぎ、ぶっ倒してやろう！」

「助けたい……」と僕は言う。

　今、僕は本当に、心の底から、彼女たちを救い出したい。

　でも、どうすればそれができるんだ？　幻げん影えいたちはどこに隠かくれているんだ？

「にゅふふぅ。それはまかせてにょ」

　フローンの頭頂部からぼむんっと特大の花が咲さいた。

「れーだー！」

「わかるのか」

　だったら僕はそこに行こうと思う。助けにいきたいと思う。そこがどんな危険に満ちた場所でも。僕の体に宿るあらゆる力を使って。
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　ティーガーに遭そう遇ぐうしたのは地底の一本道を歩いているときだった。

　そこはごつごつした坑こう道どうのような地下通路だ。僕とヒノリカとフローンはかれこれ一時間近く歩き続けていたと思う。そこには光源というものが存在しないので、基本的にあたりは真っ暗。ヒノリカが使し役えきするベラの火と、フローンの体から放射される淡あわいかがやきが、僕たちの半径数メートルだけを照らしている。

「あれ？」

　何だろう。

　それを最初に見つけたのは僕だった。視線の先に薄うすぼんやりと発光する何かがある。

　──岩場に光る苔こけでも生えてるのか？

　が、近くで見てみるとそうじゃなかった。光のような、液体みたいな……。とにかく普通じゃない物質。あちこちの岩の隙すき間まに流れこみ、とりとめのない溜たまりになっている。

　タ、ス、ケ、テ……。

「もののけ、か？」

　ア、ツ、メ、テ……。

　そんな、うめき声に似た奇き怪かいなヴォイスが頭に響ひびいた気がして。

　屈かがみこむ。

「むむー？　ほにーちゃーん？」

「キミ、今度は何をおっ始めたんだー？　って、わわ！　何だか妙みようなものだね、それ！」

　手ですくうと程よく冷たくてなめらか。液体じゃなくて粒りゆう子しに近い何かだ。指のあいだからトロトロと作りかけのゼリーみたいに零こぼれていく。

「ねえヒノリカ、何か容いれ物ものみたいなもの持ってないか？」

「容れ物？」

「このトロトロの奴やつ、集めてあげたいんだけれど」

「ええー？　そりゃ酔すい狂きようにも程があるんじゃないの？　取り憑つかれでもしたらどうするのさ。ってまあ、キミならだいじょうぶなんだろうけど……。ウン、まーいっか。ちょっと待っててよ」

　持っていたジュースをこぷこぷと飲み干し、くいっと口を拭ぬぐうヒノリカ。差し出されたペットボトルに、僕はトロトロの何かをすくって入れていく。

　それは溜まる程に光を増していった。ある程度の質量に達した段階で、それは意味のある言葉を発するようになる。ヴォイスは頭の内部に直接聞こえてくるから、きっと念話の一種なんだろう。もののけにはよくあることだったりする。

「さて」

　僕がつまんだペットボトル。その内部に溜まった金色の光は落ち着いた声で言った。

「感謝するぞ、心清き者。あなた様はわたくしたちの命の恩人だ」

「う、うん……。えっと、そうなのかい？」

「誠にありがたく思っている！」

「にゅふふぅ。どういたしまして！」

　にぱっと微笑ほほえみ、何の逡しゆん巡じゆんもなく順応しているフローン。さすがは高次元的存在だ。ぽりぽり頬ほおを掻かいているヒノリカの頭上には見えない縦線がいっぱい入っている。

　とりあえず、と僕は思う。この存在は喜んでるみたいだし、いちおう知性も感じるし、良いことをしたんだと己に必死に言い聞かせながら、

「きみは、その……。何だろう？　どういう存在？」

「わたくしたちの名前はティーガーという。うむ、この世界のネイティブなのだな！」

「ネイティブ」

　直訳すると地元民ってところか？　また普ふ通つうじゃない奴が出てきたな、と僕は思う。
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　別な世界へ続く坑道。そこに足を踏ふみ入れられたのはフローンのおかげだった。

「んーとねー、んーとねー。ほねーちゃんの気配はあっちー」

「あっちって……ねえフローン？　その先に行くのはちょっと」

「んなこと言ってる場合じゃないだろ。さっさと行こうな、ロリコンくん！」

「僕はロリコンじゃない」

　高次元的なフローンのレーダーに導かれて僕たちが辿たどりついた場所。それはあろうことか地下鉄の駅だった。奇怪なヴォイスが聞こえてくる事件の調査のために幾いくたびも足を運んだくだんの駅である。

　これは果たして偶ぐう然ぜんなんだろうか？

　いや、そうは思えない。

　いちばん安い切きつ符ぷを買い、コンコースを足早に駆かけ抜ぬけた。

　──あるいは全すべてがつながっているのか？

　わらにもすがりたい気持ちで、ホーム最さい端たんの鉄てつ柵さくを乗のり越こえた。奥おくに進んでいく。

　本来なら足を踏み入れてはいけない場所、暗く物もの寂さびしいトンネル内には灰色の冷えた光がぼんやりと満ちていた。だだっ広くて天てん井じようが高い、どこまでも続いているように見えるがらんとしたコリドー。枕まくら木ぎと角ばった砕さい石せきをじゃりじゃりと踏みしめて僕たちは進んでいく。死体を探すためレールの上を進んでいくあの映画みたいにどこまでも。なぜか電車は一本も来なかった。

「ふにゅにゅにゅにゅ？　このさきなんだけど……」

　やがてフローンの頭上の花がトンネルの壁かべを指して、ぐにぐにと活発にうごめく。

「おいおい、フローンくん」

　ヒノリカが肩かたをすくめて、「この先ってさ。思いっきり壁になってるんだけど？」

「うん。でも……」

　たしかに壁なのである。

（壁……）

　壁だって？

「そこ……」僕は静かに壁に指を向けて、「すり抜けられるぞ」

「えっ？」

「孔あなになっている」

　と、口に出して自分でびっくりした。

　何をおかしなことを口走っているんだ僕は？

　でもフローンははっとした表情だ。ゆっくりと手のひらを硬かたい壁に近づけていき、

　すると──。

　ユゥゥゥゥーン。

　シンセサイザーみたいな不思議な音とともに手の触ふれた箇か所しよに波は紋もんがひろがったのだ。

「ようやくみつけたー！　ここから、となりのじげんにいけるにょ！」

　ほねーちゃんはそのせかいにつれさられたっ、とフローンは興奮気味の声で言う。

「ここは、かさなりあってるにょ！」

　次元が重なりあっている、ということらしい。

　ぽかんとした顔のヒノリカと僕だったけれど、やがて顔を見合わせてうなずいた。

　そう。たとえそれがどんなに常じよう軌きを逸いつしたことであれ、やらなければならない。ここから他の次元に移ることができる。ここはすり抜けられる。僕はそれを信じることができる。

「みんなを助けるためには行くしかないぞ」

　僕にはそれができるのだ。それはできて当然のことなのだ──。

　すると、何の抵てい抗こうもなく、何も滞とどこおることなく、体は夢のようにそこをすり抜ける。

　──だって、全てはつながっているから。

　こうして僕たちはどこまでも続く闇やみの坑道へと足を踏み入れ、やがてその世界のネイティブである導き手、ティーガーに出くわしたというわけだった。
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　僕たちは坑道を歩き続けていた。

「あやつらはどこからともなく、いきなり入植してきたのだな……」

「あやつら？」

　侵しん略りやく者だ、とティーガーは答える。下げ衆す人間たちのことである、と。

「この世界は安定した基き軸じくを持ち、また、強い兵器を保有している。侵略したくなるのはうなずける話……。とはいえ、こちらとしてはすこぶる迷めい惑わくなのだ。抵抗したら、からだをひっぺがされて、魂たましいをトロトロに溶とかされてしまった。おかげさまで住みかを追われ、このザマなのだな」

「う、うん……。それはたしかにすこぶる迷惑だった」と僕は言う。

「しかしまあ、あなた様のおかげでまた思考が可能になったことだし、人間万事塞さい翁おうが馬うまとも言える。ふふふふっ」

　さておき、ティーガーがどのような存在か、ひとまず聞いたことを説明しておこう。

　彼らは極めてタフである。肉体が滅ほろびても、魂がそこから洩もれ出ても、ある一定のボリュームさえ集まれば何度でも復活する。魂のトロトロの残り滓かすが集まって、またひとつのティーガーとなるらしい。ゼロにならなければ絶ぜつ滅めつしない種なのだという。

「ははあ」

　ヒノリカが感心したように息を吐はいて、「そりゃまた途と轍てつもない存在だねえ……」

「わたしとおんなじようなかんじなにょ！」フローンがぴょこんと飛とび跳はねる。

　高次元的存在、と僕は思う。

「うむ、わたくしたちは意識を共有したり、切きり離はなしたりすることができる。肉体もまた同様でな。それはあくまでも仮の宿。つまりは出たり入ったり……そちらの世界でいうところの寄居虫ヤドカリのようなものなのだ」

　寄居虫はヤドカリの古語だという。

「博識なんだね」

「わたくしたちはティーガーだから当然のこと。うむ、この地次元における唯ゆい一いつにして無二の知性体なのだから」

「地次元？」

「知らぬのか？　この付近一帯はそう呼ばれているのだぞ」

　ここは比ひ喩ゆ的な意味における心のへそ。思し惟いの中ちゆう枢すう。僕たちの言葉でいうところの、大地の異世界だという。

「大地の異世界……」

　僕は思い出す。以前スノウピーが教えてくれたこと。

　──世界というのはたくさんあって、近づいたり離れたりしているの。それは周期的なものなの。

　なるほど。

　ということは、今はちょうどこの地次元と僕たちの世界が重なり合うタイミングだったのか。地下鉄の駅に響ひびいていたという謎なぞのヴォイス。あれはティーガーたちが交わす会話というか、念波のようなもので、一部のセンシティブな者たちがそれを聞いたに違ちがいない。

　そしてティーガーに災いをもたらす者たちもまた、それを聞きつけた……。

「下衆人間。あやつらは影かげの領域に侵しん入にゆうすることができる。あらゆる影に入りこみ、自由に動きまわることができるのだな。その特性によって、そちらの世界とこの地次元の境界面を探し当てたに違いあるまい」

　地底はまるごと影のようなものだから、とティーガーは言う。わたくしたちは翻ほん弄ろうされて、からだの隙すき間まになすすべもなく入りこまれてしまったのだ、と。

「えっと」

　理解力、と思いながら僕は言う。

「からだの隙間に入りこまれたって、どういうことなんだ？」

「わたくしたちのからだには隙間が多いのだよ。つまるところ、それがあっという間にやられてしまった理由でな。下衆人間はわたくしたちのからだを奪うばい、我がものとした」

「うむむ……？」

　よくわからないけれど、ティーガーの本体は、液体状の現在の姿とはまったく異なる形をしているらしい。まあ物もの腰ごしはかなり知性的だから、きっと実際のティーガーはもっと節度あるエレガントな容よう貌ぼうをしているんだろう。

「うむ、要するにわたくしたちは種族的な特性につけこまれ、国とからだを略りやく奪だつされたわけだ」

　ペットボトル内でたぷたぷ波打ちながら、そう語るティーガー。不死の存在だけに何となく達観した口調だけれど、客観的に考えれば笑いごとじゃない。ふとわかる。達観していても、他人からはクールに見えても、痛いものは痛いし、つらいことはつらいんだ。

　色々と理解しがたいことは多い。

　だけど。

「可哀かわい想そうにな」それ以外に言うべきことはなかった。「安心するといい。僕たちが絶対どうにかしてあげる。ちょうどいいさ。下衆人間たちには大きな借りがあるんだ」

「あなた様には本当に頭があがらないな！　うむ、今は頭がないのだけれども」

「それはまあ……あまり気にしなくてもいいんじゃないのかな」

「ささいなことなにょ」

　とりあえず、下衆人間たちへの怒いかりは募つのり、それは僕たちの歩みを自然と速くさせる。

「このまま進んでいけば、まもなく《都市》に出る。中心部の城があやつらのアジトだ。下衆人間たちの巣そう窟くつと化している。あなた様の求める者もそこに囚とらわれているだろう」

　生いけ贄にえの祭さい壇だん、という場所があり、奴やつらは囚われびとをそこに閉じこめるという。

「スノウピー、可か香が谷やさん、スガモさん……」

　無事でいてくれ、と僕は思う。

「ふーむ。この岩だらけの道の先に街があるのかー」

　ヒノリカが細いあごをさすりながら言う。

「いったいどんな街なんだろ」

「娘むすめよ、街ではないぞ。都市なのだ。地次元都市はとてもとても巨きよ大だいなのだぞ？」

「へー！　じゃんぼしゅーくりーむより、おっきいの？」

「…………」

　ひとりだけ危機感というものがまったくないフローンであった。

「うむ。何というか、その」ティーガーが気まずい口調で言いかけると、

「じゃーんぼじゃんぼじゃんぼっ！　じゃーんぼじゃんぼじゃんぼっ！」

　脈みやく絡らくなく踊おどり出した。

　フローンはぴょんこぴょんこと暗い岩場をあちこち跳ねまわってから、

「……しゅーくりーむよりおっきいの？」

「まあ、多分」

　あいまいに言葉をにごすティーガー。礼節を知っている。

「それはさておき、地次元都市に出るには、門を通過しないとならないのだが」

「門？」

「おお、噂うわさをすれば門が見えてきたぞ」

　視線の先にぽっかりと開いた大空くう洞どう。

　やがて僕たちは大きな広間のような場所に出た。

「ふっへえ！　天てん井じよう高いなあ！」呆あつ気けに取られたような声で言うヒノリカ。

　僕たちはきょろきょろと首を振ふって進んでいく。

　そこは墨すみ色いろに満たされた半球状の空洞で凄すさまじく広かった。ポイントライトのベラが上じよう昇しようして──ロケットみたいにどこまでも上昇する──天井を照らすと、鋭するどい鍾しよう乳にゆう石せきが光を受けてあかあかとかがやく。いつの間にか坑こう道どうから天然の大おお洞どう窟くつに足を踏ふみ入れていたらしい。ベラを周回させながら、僕たちは周辺の様子をうかがう。

　正面の岩がん壁ぺきにはおそろしく巨大な鉄骨みたいなものがはめこまれていた。エジプトの文もん様ように似た図像がその周囲を飾かざっているところから察するに、この先は特別なエリア……。

　うん、ティーガーがいうところの《都市》に続く道なんだろう。

「……はっ？」

　不意にざわっとくる。何かまずい感じがして──。

　振り返った途と端たん、どぉぉん！

「何だっ？」

　突とつ如じよとして視線の先に落ちてくる大規模な石壁。シャットアウトだ。これまで歩いてきた道が遮しや断だんされ、続けざまにだすん、だすん！　あっという間に閉じこめられてしまう。

　しまった、と僕は思う。罠わなが仕し掛かけられていたんだ──。

「やばい感じだね！　ベラ、戻もどれっ」

「ほにーちゃん、きをつけて！　なんかへんなやつがくるにょ！」

　フローンが叫さけぶと同時に大地がばっくり割れて、黒く巨大なものが飛び出してきた。
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「な、何だこいつは……っ？」

　ごくんと喉のどを鳴らす。

　地面から飛び出してきた巨大な黒いもの。──それは今まで見たこともない、とんでもなく獰どう猛もうな姿だった。

　端たん的てきに言うなら、鎧よろいみたいな皮ひ膚ふをしたトカゲ。ワニに似た全身トゲだらけの巨大爬は虫ちゆう類るいだ。ただし二足で立っている。背中に翼つばさがあり、目は血の色。体は金属で構成されているらしく、幾き何か学がく的なスリットが幾いくつも入り、ぎらぎらとメタリックな光を放っていた。

「あれがわたくしたちの元の体なのだな」

「……何だって？」

　僕が握にぎり締しめたせいでひしゃげたペットボトルが、妙みように落ち着いた声で言う。

「もともとわたくしたちはあれに入っていたのだが、まんまと下げ衆す人間に追い出されてしまったのだ。あの知的かつエレガントな外がい殻かく……。非常に気に入っていたのだが」

　エレガントじゃない、と僕は汗あせをかいて思う。決してエレガントじゃないぞ。

「やばい！　あいつ、襲おそってくるっ？」

「キミ、早くこっちへ！」

　どすんどすんどすんっ！　迫はく力りよくの二足歩行でつっこんでくる巨大爬虫類を僕たちは慌あわてて回かい避ひする。岩壁に激げき突とつする寸前でそいつは踏みとどまり、こちらを緩かん慢まんに振り向いた。

　にたああああっ。

　笑うようにぱっかりと開く口。すると銀色の鋭い牙きばが無数に生えているのが見え、出し抜ぬけに喉の奥おくから伸のびてくる黒くてにょろりとしたもの……。

　舌？

　そうじゃなかった。

「ふぁっふぁっふぁっ。こんな地の底まで、わざわざご苦労さまなことですね！」

「シェイディー・ピープル！」

　ティーガーの元の外殻である巨大爬虫類。──その口から垂れる舌みたいに、上半身だけをぶらぶらさせ、下衆人間が僕らを見下ろしている。相変わらずニヤニヤしていた。

「お前っ、よくもみんなを！　スノウピー、可香谷さん、スガモさん……みんなは無事なんだろうなっ？　ちゃんと生きてるんだろうなっ？」

「ふぁっふぁっふぁっ」

「答えるんだ、さもないと！」

「無事ですよ。今のところはね」

　下衆人間はだらりとぶらさがったまま、おどけるように肩かたをすくめた。

「しかし、それを知って何になるというんです？　あなたがたはこの先に進むことはできない。ここで俺おれに踏み潰つぶされて、土くれとなる運命なのですから」

「言うねぇ。ボクはこれでも強いんだけどなー」ヒノリカがくちびるの端はしをあげる。

「にゅふふぅ、ほにーちゃん。こいつ、ぶちのめしちゃってもいーい？」

「……いや、フローン。ヒノリカもちょっと待つんだ」

　ふたりの存在が今はとても心強い。でもその前に。

「シェイディー・ピープル。答えてほしい。お前たちはどういう存在だ？　いったい何が目的なんだ？　ティーガーたちの体と住みかを奪って……。いや、それだけじゃない。スノウピーたちを別世界にさらっていくなんて、普ふ通つうの怪かい異いがすることじゃないだろう。いったい何がしたい？　僕には皆かい目もく見当がつかないんだ」

　もののけの意味不明に見える行動にも、実は隠かくされた目的や動機があったりする。ヒノリカやエキゾチックフローンとの戦いを経て、僕はそれを知った。

「答えてほしい。なぜこんなことをするのか……。それともお前は単に僕たちが憎にくいだけなのか？」

　人間のダークサイドが凝ぎよう縮しゆくされた存在なら、純じゆん粋すいな憎しみにかられてという線もあるかもしれない。そう思って訊きいたのだけれど、意外にも彼らの返答は違っていた。

「油」

「……何だって？」

「聖油がほしいんですよ。聖なる乙おと女めの魂たましいを溶とかしてできる聖なる油がね。それは燃料となる。俺たちはたっぷりといただきたい。あの雪の精からはそれがとれるのです……」

　こいつは何を言ってるんだ、と僕は思う。

　雪の精ってスノウピーのことを言ってるのか？　こいつは今そう言ったのか？　空気がキュッと冷たくなり、僕の足もとにパリパリと薄うすい氷の膜まくが張っていく。

「そう。目的は聖油です。それを使えばこの世界の《ゴリアテ》を動かすことができる」

「ゴリアテ？」

　眉まゆをひそめる。──意味がわからなかった。

　が、それには答えず下衆人間は語り続ける。

「最後のときは刻一刻と迫せまっています。実はもうあまり時間が残されていないのですよ。世界がバラバラになってしまう前に、聖なる乙女からたっぷりとエナジーをしぼりとらねば。そしてゴリアテを我が物にしなければ」

「やあ、あなた様。どうも急いだ方が良いようだぞ？」

　僕の手のなかでティーガーが言う。

「あやつらは着々と計画を進めているらしい。あなた様が求めている者もこのままでは危険なように思う。ひとまず都市に出るべし。今はここを突とつ破ぱすることだけを考えるのだ」

　いろんなことの説明は道すがらしてくれるという。

「……ふーん、そっかい」

　ヒノリカが不敵に鼻を鳴らした。ばむばむと両手をラフに打ち合わせながら、

「だったら手っ取り早く、ボクが片付けちゃおうかなあ？」

「あ、わたしもてつだう！」

「そうだ、フローンくん。どっちが先にこいつを倒たおすか、競争しない？」

「いーねー。おもしろそう！」

　不ふ穏おんな話題で盛りあがるヒノリカとフローン。ニヤニヤしていた下衆人間の顔がぴくっとひきつった感じがして、

「身の程知らずとはこのことですね……。ティーガー種族の与よ圧あつ体。この外殻をまとった俺にかなう気でいるんでしょうか？」

　だとしたら踏み潰してやらなくては、と下衆人間は言う。そして巨大爬虫類のあぎとから垂れていたその体がひゅるん！　俊しゆん敏びんに内部にひっこんだ。ボッと瞳ひとみが赤くともって。

　轟ごう音おん！

　大地を踏みしめ、ものすごいスピードで敵はこちらに突とつ進しんしてくる。

「にゅふふぅ」

「ようし。来い、ベラ！　コンビネーションプレイを見せてやろうぜっ」

　とん、とんっ。ヒノリカがホップ、ステップ。助走をつけて天高く飛びあがった！

　　　　４




　三分後……。

　巨大爬虫類が呆気なく倒されると同時にシャッターは開かれたのだった。

　開放された門を抜け、僕たちはティーガーたちのいう《都市》へと辿たどりつく。

「うわあ！」

「ここが……」

　地次元都市──。

　ゴクンと喉が鳴る。

　そこは途と方ほうもなく広かった。どこまでもひろがる闇やみの空と、あちこちに屹きつ立りつするくろぐろとした巨きよ岩がん。僕たちが出たのはどうやらその奇き岩がんのひとつに穿うがたれた孔あならしい。岩壁に刻まれたごつごつした足場から、夜の都市を一望のもとに見下ろせる。

「な、なんか、違ちがう星に来ちゃったみたいだな……」呆ぼう然ぜんとした顔のヒノリカ。

「違う星？」と僕。

「異質な文明」とティーガーが言う。

　たしかに目を奪うばわれずにいられない奇岩の街なのである。いったいどんなテクノロジーを使えば、このような形状ができるんだ？

　正直想像もつかないけれど、その岩は基本的に自然物と、ほんの少量の鉱物で建造されているという。ぐるぐるした巻貝みたいな巨岩のあちこちに孔が開き、その奥で何か動いているのが見えた。居住者、あるいは侵しん略りやく者だろう。先程倒したティーガーとそっくりの黒光りする外観をしている。

　彼らは夜目がきくんだろうか、あるいはそれ程でもないのか。空が暗黒の天てん蓋がいに覆おおわれているのに都市全体が仄ほの明るいのは、岩のあちらこちらに点々と光の球体みたいなものが灯ともっているからだ。発光のメカニズムに若じやつ干かんの興味をひかれるけれど。

「いや」頭を振ふって。

　うだうだしている場合じゃない。目指す場所へ、一刻も早く辿りつかないと。

　顔をあげて遠くを見み据すえる。

　そこにはひときわばかでかい、異様な物体がそびえたっている。この地次元都市のどこにいても目につかない場所はないんじゃないか。それは奇岩でも塔とうでもない。城でもなければ要よう塞さいでもない。フレーム人形というか、人を模した骨組みだけの不気味な構造物だ。

　石づくりの巨人──。

「あれが《ゴリアテ》」と僕は言う。

「なんか……こわいかんじなにょ」

「たしかに見るからにやばいよね、あれは」

　ヒノリカが体をぶるっとふるわせて、「さすがのボクも鳥とり肌はだが立っちゃってる」

「うん。僕も実はそうなんだよ」

　でも行かないとね。──汗を拭ぬぐい、僕たちは速すみやかに山道をくだり始める。

　ゴリアテはただの巨大な像なんかじゃない。それは周辺の次元に対するけん制、すなわち侵略の抑よく止し力りよく。ティーガーたちの持つ最高レベルの武力だという。

　そう、あれは条件を満たせば動き出すのだ。命ぜられるままに破は壊かいを行う。そのために下衆人間はスノウピーたちをさらった……。



「《ゴリアテ》は、わたくしたちの国が保有するオートマトン兵器なのだ」

　ティーガーは都市に出るまでの道中、様々なことを教えてくれた。

「オートマトンとは自動で動く物体のことで……。うむ、なんと説明したらよいものだろう。煎せんじつめれば、そちらの世界でいうところのロボットみたいなものなのだ」

「ロボット？」と僕は言う。

　何かのメタファーか？

「違う。自動的に動くものは、全すべてがロボットだ」

　ティーガーはたぷたぷと波打ちながら言う。

「わたくしたちは基本的に争いを好まない。だが、この世界系の近きん隣りん勢力から自衛手段を持つのは必要なことだろう。うむ、身を守るためには強い力を有し、手を出したらただではおかぬと睨にらみをきかせるのも方法のひとつ。原始的なやりかただが、こういった脅おどしは単純なだけに、どんな低いレベルの知性体にも通用するわけでな……。ゴリアテはそういった考えのもとに、わたくしたちの先祖が創つくり出したものなのだ。理解はよろしいか？」

「……何とか」と僕は言う。

　世界情勢をカリカチュアライズしたような有様だと考えられなくもない。

「で、下げ衆す人間たちはその危険なゴリアテを？」

「起動させようとしている。ゴリアテは小さな星なら半日経たたないあいだに破壊できる、極めて強い、粉ふん砕さいのための力だ。あれをもってすれば周辺次元のあらゆる勢力を駆く逐ちくすることも可能だろう。その燃料として、下衆人間たちは聖なる油を溜ためているのだ」

　オートマトン念動機。

　そこに聖なる存在からしぼりとれる比ひ喩ゆ的な意味での《油》──ロータス効果を持つ魂を注ぎこむことで、エネルギーが仕事に変へん換かんされるのだという。

「聖なる油……？」と僕はつぶやく。聖なる存在だって？

　頭がごちゃごちゃしてくる。

　難しい。

　抽ちゆう象しよう化、と僕は思う。

　この世界独特の知識をそのまま受け入れようとしたって仕方ない。何が大事なところで何が捨しや象しようしてもかまわないことなのか整理して理解しなければ……。

　僕は知っている。それはいろんなもののけたちの世界を見てきた経験則だ。意味というのは、論理というのは、出来事の表面的な飾かざりにとらわれていては掴つかめない。世界にはそれぞれ独自の言語があり、名前があるけれど、装そう飾しよく的な目くらましもまた多いからだ。メタファーが暗に示すものや、抽象構造を捉とらえることが、本質に近づく早道なのだ。

　この世界は地上とは違う。

　いちばん大切なことは僕たちの言葉では表現されない。

　僕は言う。

「魂っていうのはいったい？」

「エネルギー」

　それが万物を動かしている、とティーガーは言う。

「生命は多かれ少なかれ、聖なる力を有している。うむ、わたくしたちの魂にもそのエネルギーが含ふくまれているわけでな」

　ちゃぷんとペットボトルのなかで水みず飛沫しぶきがあがった。「ここに残されたわたくしたちはいわばその魂たましいの残り滓かすだ。ほとんどは下衆人間たちに奪われ、ゴリアテのエンジンに注ぎこまれてしまった」

　それでそんな姿に、と僕は思う。

「だが、まだまだゴリアテを駆く動どうするための燃料は足りていない」

　ティーガーは言う。

「聖なる魂からは聖なる油が抽出できる。あの雪の精はとりわけ聖性が強かったのであろう。魂の純度が高い……。だからたっぷりそれがとれる。だから生いけ贄にえに選ばれたのだ」

　雪の精、と僕はつぶやく。

　それからゆっくりとかぶりを振って、

「雪の精じゃない」

　力をこめて言い直す。──だって、ここはすごく重要なところだからだ。

「スノウピーは雪の精じゃない。スノウピーはスノウピーの世界から来たスノウピーだ。雪の精じゃない。氷の天使じゃない。他の誰だれでもない。それは名前でもなければ、あだ名でもない。スノウピーはスノウピーだ。それはただ純じゆん粋すいに、普ふ通つうに、ただひとりのかけがえのないスノウピーなんだ」

　僅わずかに沈ちん黙もくがあった。

「……すまぬ。そうであったか」

　スノウピー、とティーガーも厳おごそかにつぶやく。

「そのスノウピーを僕は助ける。みんなを助ける。そうしなくちゃならない」

　そうしないと取り返しのつかないことになってしまうのだ。

「わかった。ならば急ぐとしよう！　その大切な存在が不測の事態に陥おちいってしまう前に」

　強くうなずく。

　そして僕たちは都市に続く洞どう窟くつを息を切らして走り抜ぬけたのだった──。



「さてさて。しかしこれからどうしよっかねー？」

　ヒノリカが冷ひや汗あせを拭いながらも、いつものフランクな口調で言う。

「一ひと筋すじ縄なわでは入りこめそうにないけどー……」

　断だん崖がいからおりて、フラットな大地に出た僕たちは、ぐねぐねと曲がりくねった石の通路を抜けて、ようやく中心部の《城》付近にやってきた。

　薄うす闇やみにそびえたつ、シェイディー・ピープルに征せい服ふくされた文字どおり影かげの城──。

　あるいはそれは城というより要塞に近いかもしれない。砂と石と鉄で建造された異界の城じよう砦さいだ。

　のっぺりとした高い岩がん壁ぺきが円状に幾いくつもの尖せん塔とうを囲んでいる。遠く前方にゴリアテの頭部が見えているけれど、高い壁かべに阻はばまれて、それ以上の詳くわしい様子はうかがい知れない。ここからでは……。とにかく全てのスケールが滅め茶ちや苦く茶ちやに大きいからだ。ティーガー種族本来の巨大なサイズから鑑かんがみて、それは当然のことだろう。

　出入り口はひとつ。

　長いスロープの上に巨大なアーチがあり、その先に巨大爬は虫ちゆう類るいがうじゃうじゃ闊かつ歩ぽしているのが見える。護衛兵というところだろうか。ばかでかい鉄てつ槌ついを手に持っている。

　そう。ペットボトル内のティーガーが誘ゆう導どうしてくれたおかげで、今までは誰にも見つからなかったけれど、この先はそんな風にいかない。

　スノウピーたちの囚とらわれた生贄の祭さい壇だんに行く──。

　そのためには目の前の城砦を通り抜けねばならないのだから。

「さんにん、かあ……」

　むー、とフローンが両手で頭を押おさえて言う。

「さんにんつれてこのきょりだと、とんでいくのはちょっときびしいにょ……」

「空から行くのは、少し目立ちすぎるのではないか？」

「へ。どゆことー？」

「砦とりでには強力なバリスタと、投石器が設置されている。余程のスピードでない限り、狙ねらい撃うちされるだろう。おまけにわたくしたちの体は空を飛ぶようにもできており……」

「うへ！　あの体で空まで飛べるわけ？」とヒノリカ。「……ま、たしかに羽あったしね」

「にゅうう。だったらどうするー？」

　僕はきっぱりと言う。

「正面から行こう」

「え？」

　みんながぎょっとした顔をする。あきらかに自じ暴ぼう自じ棄きになったと思っている目つき。

「……うーん」

　いちばん小さな女の子に苦笑いされてしまう。

「あのね、ほにーちゃん……？」

「フローン、そんな顔しないで。僕には考えがあるんだから」

「えっ、ほんとにー？　いったいどんなめいあんが……」

「ただの消去法だよ」

　どのみち道はここしかない。そしてここを通り抜けなければスノウピーたちのもとへは行けないのだ。だったら最大限に身を固めて、最大限のスピードで通り抜けるのが最良。少しくらいのダメージは覚かく悟ごのうえだ。彼女たちのもとに辿たどりつければいい。とにかく生きてさえいれば。それにはひとりの方が都合いいだろう。ナビゲート役のティーガーはベルトにでもくくっておけば、足並みが揃そろわないこともない。

「ねえフローン。きみはたしか雲の分身を作れたよね？　あれを使ってかく乱してほしいんだ。なるべくここから離はなれて、安全な場所でね。思いっきり騒さわぎ立ててくれ。手て薄うすになった瞬しゆん間かんに僕が隙すきを見て、ひとりで城に突つっこむよ」

「ふふん。なるほど。ダメージ覚悟ってわけか。なるほどね……」

　たしかにキミならそれができるのかも、とヒノリカは眩まぶしいものを見るように言う。

「よーし！　だったらいっちょ、めいっぱい暴れてやるかー！」

　と、言うが早いか、なぜかわからずヒノリカは後ろから僕に抱だきついてきた。

　って……。え？

「え？　ち、ちょっと」

　ヒノリカ？

　唐とう突とつすぎて唖あ然ぜんとしてしまう。

　暴れるって──。

　言ってることとやってることが食いちがってるぞ、ヒノリカ。

　そんなつっこみが瞬時にできるほど機転のきく方でもない。あたたかくて良い匂においのするヒノリカの感かん触しよくに、僕はただ困こん惑わくするだけ。ああ、こんなさしせまった状じよう況きようだっていうのに……。ほんとに僕って何なんだ。自分の要領の悪さが身につまされる。

「ヒ、ヒノリカ」男の子みたいな体型なのにびっくりするくらい柔やわらかい。「どうして、きみ、いきなり……」

　これはいつもの悪ふざけなのかい？

「へっへっへ！」

　ぴょんとジャンプして彼女は離れた。そして照れくさそうに鼻をこすって、「やー。ただの景気づけだよ」

「景気づけ……？」

「ボクは性格がいいのさ！」

「う、うん……？」彼女の心の動きがいまいち僕にはよくわからない。「そうなのか」

「そうなのさっ。さあベラ、来い！　いっちょ派手に暴れてやろうやー！」

　当然、ぼうっ。──燃えさかる火のかたまりがヒノリカの横に現れた。止める隙なんかまったくない。突とつ如じよヒノリカとベラはものすごい速度で城めがけて走り出し、後ろから叫さけんだけれど振ふり返かえりもしなかった。

　僕とフローンは慌あわてて後を追う。

「あーもー。まったく、きがはやいったらないにょ！」

　フローンが走りながら、雲で作った自身のアバターを周囲に展開。ぼんっぼんっぼんっぼんっぼんっ！　分身たちは煙けむりを浴びた蜂はちみたいにあちこち飛びまわって──。

　こうして前まえ触ぶれのない、かく乱作戦が始まった。

「……おのれ、お前たち！」

　聞きなれた下げ衆す人間の声が響ひびく。近くにいた巨きよ大だい爬虫類がヒノリカに向かってどすどすと駆かけてきた。彼女はふふっと笑う。──顔は見なくても背中でそれがわかるのだ。ヒノリカはぴょんと高く上空に飛びあがり、ベラは迂う回かいするように右に弧こを描えがいて飛ぶ。

　上からと横から──。

　二方向からの襲しゆう撃げきに、瞬間とまどう鎧よろい姿のトカゲ。生じた隙を見み逃のがすようなヒノリカじゃない。いきなり空中でベラが大きくふくれあがり、炎ほのおがぐるんと渦うずを巻いた。そして耳ざわりな悲鳴と、がしゃああああんという甲かん高だかい金属音。

　またもや決まったらしい──。

　真しん紅くのカーテンが引かれたところにはバラバラに砕くだけ散ちった爬虫類の甲こう殻かくと、地面に剣けんを突き立てるヒノリカの姿があった。

　炎の剣。

「ベラソード」とヒノリカは言う。

　その剣を突き立てた地面にひろがっているのは人型をした影だ。串くし刺ざしにされたシェイディー・ピープルのひとりがじわじわと薄うすれて消失していく。

　そう、これがヒノリカとベラの新しいコンビネーション。敵の鎧の隙間をベラがメタモルフォーゼした火の剣で頭上から貫つらぬくという──ひらたく言えば『下突き』だ。最初に遭そう遇ぐうした巨大爬虫類もこの技を使って倒たおした。

「さあキミ、ここはボクとフローンくんが引き受けたよっ！」

　こちらに顔を向けて声を張りあげるヒノリカ。

「キミはこのまま先に進むといい。みんながキミのことを待ってるからっ。スノウピーくんと可香谷くん、スガモくんによろしくね！」

「にゅーははー！」

　空中を幾人ものフローンの分身が高速で縦じゆう横おう無む尽じんに飛びまわっている。

「ほにーちゃん、がんばれ！　ほにーちゃんならぜったいできるにょ！」

　絶対。

　そう。絶対やらなくてはならない。

　僕は無我夢中で城のゲートを駆け抜ける。──誰だれも追いつくことはできなかった。

　　　　５




　求めたものは得られる。探したものは発見される。世界はそんな風にできていると誰かに聞いたことがある。あきらめずに続けていれば、必ず──。

　下衆人間に征服された城内を休むことなく駆けめぐり、僕はとうとうスノウピーのもとへと辿りついた。

「あなたっておろかね」とスノウピーは言った。



　ティーガーの城内部はおおむね単純な構造になっていた。

　ゆるやかなカーブを描く薄暗い広大な回かい廊ろう──。というより、岩をくりぬいて作ってあるから、正確にはトンネルか。ごつごつした石の壁や、天然の岩の形状を活いかした柱などが不規則に立っているけれど、それは僕たちの目からは識別しにくく、変わりばえしないように見える。もしもアリの巣に入りこめたらこんな感じかもしれないが、とにかくそこは途と轍てつもなく広いので、上から見ると円状の構造をしていることすら忘れそうになる。

　でも僕はいちども迷わなかった。

「そこを左」

「わかってる」

「次の角を……」

「わかってる」

　ティーガーが道をナビゲートしてくれなくても僕はそれを知っていた。僕はスノウピーがいる場所を感じることができる。わかる。だからただ懸けん命めいにそこに向かって走った。

　もちろん敵は大勢いた。

　城内は巨大爬虫類の巣そう窟くつみたいなもので──もちろん鎧のなかにはシェイディー・ピープルが潜ひそんでいる──侵しん入にゆうした僕を見つけ出そうと躍やつ起きになっているようだった。

　でも彼らは僕を捉とらえられない。目で追えもしない。

（なぜ？）

　わからなかった。

　全速力で走っていたせいか？　あるいは単なる偶ぐう然ぜんか？　あるいは何らかの比ひ喩ゆ的な死角に入っていたんだろうか？

　ともかく、人間必死で何かをしているとき、そういうことがたまにある。それは誰にでもある。誰にでも必ず起こりうる。気づけば視界の隅すみに、細かい氷の粒つぶみたいなものが舞まっている。かがやく雪に似た美しい幻げん想そうの粒りゆう子しだ。走り続けているうちに僕の周囲にはうっすらと淡あわい膜まくのようなものが張りめぐらされ、可動的な光の領域を作っている。

「なるほど……」

　ティーガーがつぶやくように言う。

「そういうことか。あなた様は……」

　考えている暇ひまはない。僕はひたすら走り続ける。

　やがてがらくたが山のように積まれた場所に出た。

「……これは？」

　何というか、スクラップ置き場のようだ。メタリックな外がい殻かくや、鎧の破片、金属の骨みたいなもの。見たこともない雑多なものがぞんざいに積み重ねられている。一瞬目を奪うばわれたけれど、いや、今はそんな場合じゃないって言っている。

　が、通り過ぎようとすると、ティーガーに話しかけられた。

「すまぬが、わたくしたちはここに置いていってはくれまいか？」

「え？　なぜ」

「まだ使えるからだがあるかもしれない」

「からだ……？」

「出してくれ」

　ペットボトルを静かに傾かたむけた。受けた手のひらからトロトロと零こぼれでたティーガーは、ぴょんと跳はねて地面に落ちる。そのままトロトロとスクラップの山に近づいていった。

「これもだめ。ああ、これもだめだな……。ううむ」

　トロトロとがらくたの隙間を這はいまわるティーガー。スライムみたいだ。使えそうなボディを物色しているらしい。

「……思ったよりも時間がかかりそうなのだな。うむ、あなた様は先に行ってほしい。生いけ贄にえの祭さい壇だんはここを曲がればすぐだ。あとは石の回廊をどこまでも進んでいけば……」

「わかった。ここまでありがとう、ティーガー」

「ご武運を祈いのる」

　ティーガーをその場に残して角を曲がった。

　回廊を一気に駆け抜ぬける。

　そして僕は吹ふき抜けの空間に出たのだ。

　ぴたりと足を止めて、

「ここが、生贄の祭壇っ」

　……なのか？

　だだっぴろい広場のような場所──。

　空が闇やみに覆おおわれているので一いつ瞬しゆんわからなかったけれど、そこは吹き抜けではなく、外だった。空気が濁にごっていない。まわりは城じよう壁へきで囲まれているから中庭みたいなものか。つまりはこの城の中心部に相当する。

　ふたたび駆け出した。

　前方にそびえている異様な石像はゴリアテだろう。こうして見るとその大きさはますます正気の沙さ汰たじゃない。ゆらゆらと陽炎かげろうみたいに歪ゆがんで見えるのは、巨大像の足もとに溶よう岩がんみたいな流体が溜たまっているから。湯気が立つオレンジ色の泥どろの湖。ごぽっごぽっと音を立てる灼しやく熱ねつの溜まりの中央にゴリアテは屹きつ立りつしている。

　ゴリアテの正面には芝しば居いの舞ぶ台たいに似たものがあった。平たい石をピラミッド状に何層も重ねて作った高い高いステージ状の足場──。その上に大勢のシェイディー・ピープルたちがいる。なぜか武装はしていなかった。影かげのような素体を剥むき出しにしているのは精密な動作が必要とされるからか？

　シェイディー・ピープルは両手を天にかかげ、呪じゆ文もんじみた文句を唱えていた。

　ニヤニヤしている。

　はっきりしないが、ステージ上では何か怪あやしい儀ぎ式しきが行われている……ようだ？

　よくわからない。

「みんな！　だいじょうぶなのかっ！」

　──本当にいったい何をしているんだ？

　目を凝こらすとそれが見える。あの格好……。ステージ上にいる彼女たちは何をされた？　あの姿にはどういう意味があるんだ？　疑問と怒いかりで心臓がドクドクと打つけれど、いや、まずは助けるんだ。とにかく全すべてはそれから。

　スノウピー、可香谷さん、スガモさんの姿を舞台上に見つけ、僕はそこへ向かう。

　が、

「来ちゃダメェーッ！」

　ステージの上から叫さけんだのは可香谷さんだった。

「ダメよぅっ、ダメダメ！　あなた、来ないで！　ここにのぼって来たらダメッ！」

「何を言ってるんだ、可香谷さんっ」

　ステージへと続く階段に足をかけ、一瞬僕は訝いぶかしむ。でもやめない。心配しなくていいから、今助けてあげるからと思いながら、構わずに階段を駆けのぼり続ける。

「来たらダメ！　お願いよ！　ここには罠わなが……。あなたまでこいつらに酷ひどいことされちゃう！」

　可香谷さん、と僕は思う。

　酷い目に遭あおうとしているのはきみの方だろうに……。

　可香谷さんは気が強いけれど、本当は優しくて心の清い女の子。僕が危険な目に遭いそうなときは、いつだって自分を顧かえりみず助けてくれようとする。

　だから絶対止まれない。何が何でもこの階段をそこまでのぼって行く。

「ちょっと、何を考えてるんですか！　ひとの話を聞いてないんですか、あなたはっ！」

　可香谷さんの隣となりで、今度はスガモさんが甲かん高だかい声を張りあげる。

「階段のぼって来ないでって言っているでしょう！　やられちゃいますよっ？」

　スガモさんもそう。苦しいときでも強がって、ひとを助けようとする。表面的なふるまいがどうあれ、絶対に悪いひとじゃない。

　だから進むぞ。

　ばか、と可香谷さんがつぶやいたのが聞こえる。

　ステージ上に囚とらわれの可香谷さんとスガモさん。ふたりはドレスを身にまとっていた。可香谷さんは黒で、スガモさんは白。肩かた紐ひものないキャミソールみたいなデザインだ。髪かみには花が飾かざられているけれど、体勢は苦しそう。両手を組み合わせるように高くあげているのは、手首に枷かせがはめられているから。ふたりは舞台上に立てられた二本の太い柱にそれぞれ繋つながれている。その足元にひろがっているのは妖あやしげな魔ま方ほう陣じん──。

「魔ま拘こう束そくの法といいます」と舞台上から男が言う。

「この術中にある者からは、いつでも魂たましいを奪い取ることができる」と別な男が言う。

「魂を吸引する支配のドレスがそれを可能にするのだ」と別な男が言う。

「言うなれば、美しき死の衣装を着せられているというわけです」と別な男が言う。

「ふぁっふぁっふぁっふぁっふぁっふぁっ！」

　待っていて、と僕は階段をのぼりつつ思う。ふたりともすぐに自由にしてあげる。

　でもその前に……。

「スノウピー！」

　僕は駆かけながら叫ぶ。

「スノウピー！　僕は来たぞ！　すぐにそこからおろしてあげるよ！　だいじょうぶなんんだろう？　生きているんだろっ？」

　スノウピーは舞台の中空に浮うかんでいた。

　というより、何かの力で無理やり浮かばせられているらしい。

　艶あでやかなドレスを着せられたスノウピーはステージの中空にＹの字みたいな格好でとどまっている。見えない何かにピン留めされた蝶ちようのよう。ぐったりと頭こうべを垂れて顔が見えない。目は閉じているのか、開いているのか……。

　そんな彼女に下げ衆す人間たちは舞台下方から手のひらをかかげ、頭上のスノウピーめがけて念波を飛ばしている。そのたびにスノウピーの華きや奢しやな体からは白く光るエネルギーが洩もれ、それは近くにあるゴリアテの臍へその部分に吸いこまれていくのだった。

　魂をしぼり取られているスノウピー。

　これ以上はさせない──。

　ステージの上を目指し、僕がさらに速く階段をのぼろうとした瞬間、

「……うっ？」

　何かに足を掴つかまれる。

　見れば足もとの段に影が。

　いつの間にかシェイディー・ピープルが三人がかりで僕の脚あしにからみついていた。

「邪じや魔まはさせんぞ！」と男が言う。

　ぞろぞろと僕の影の表面から這はい出してくるシェイディー・ピープル。

　男たちは口々に言う。



    

  
    
      「これ以上近づくなら、彼女たちの命は保証しません」

「可香谷ユリ。花はな森もりスガモ。あの人間の乙おと女めふたりから」

「魂を引っこ抜き、命を奪う」

「聖なる乙女ならいざ知らず、普ふ通つうの人間では一秒ももたんぞ？」

「特別な力を持たぬ人間の魂なら、それは一瞬で可能なのだ」

「彼女たちがどうなってもいいんですか……？」

　こいつら卑ひ怯きようだろ、と僕は歯は噛がみしながら思う。

　でも、それ以上に心配だった。

　顔をあげ、ステージの斜ななめ前方を見上げながら声を張りあげる。

「スノウピー！」

　天を仰あおぎ、舞台上空の彼女にもういちど叫ぶ。「スノウピー！　返事をしてくれ！」

（まさか……もう手て遅おくれに？）

　が、その直後しおれていた白いリボンがぴくっと首をもたげた。どうやら弱っていただけらしい。空中にピン留めされてはいるものの、スノウピーは生きている。

　よかった──。

「今！　そこからおろしてあげるから！」

「……何しに来たの」

「え？」

　上空からぐったりと僕を見下ろし、スノウピーは思いもよらないことを言う。

「さっき、ユリも叫んでいたでしょう。来てはいけないって。……どうして来たの」

「どうしてって……。どうしてもだよ！」

　だってそうじゃないか。来ないわけにいかないじゃないか。

「もしかして責任を感じているの？　これは誰だれのせいでもないことなのだけれど」

「違ちがう！　僕がもっとうまくやっていれば！」

「そんなことない。理り屈くつにあわない」

　スノウピーは消しよう耗もうした顔つきで首を振ふる。

　実際、体力は残り少ないようだ。

　見えない何かによって空中に拘束された手も足もだらりとしていて力が入らない様子。四方から寄せられる溶岩の熱気にあぶられて汗あせびっしょりだ。いつもはサラサラの長い髪が今は頬ほおにへばりつき、瞼まぶたは半ば落ちかけて、それでも瞳ひとみは変わることなく澄すんでいる。

「ねえ、ここはとても危ないの。ここはあなたが思っている以上の場所なのよ。ものすごく危険な世界なの」

「それはわかるけどっ」

「ううん、そうじゃないの。もっと普通じゃない。ここは観念が支配する場所なの」

「……観念？」

「邪悪な観念」

　スノウピーは舞台上空で力なくかぶりを振ると、

「今からでもいいわ。……引き返して。わたしたちのことは気にしなくていいの。このままだと本当に大変なことになる。この巨きよ像ぞうが動き出したらみんな壊こわされちゃうわ。それは誰にも止められない。いくらあなたに秘められた力が強くても止められないの」

　だから早くお逃にげなさい、とスノウピーは言う。

「あなたはここからお帰りなさい」

「いやだ！」

「そう」スノウピーは優しく微笑ほほえんだ。「あなたっておろかね」

　　　　６




「恋こいはすごく、面おも白しろいものだと思う」

　と、あの日スノウピーは唐とう突とつに言ったのだった。

　回想。

　それは平和そのものの夜──。

　いつものように晩ばん御ご飯はんを食べた後、リビングでＴＶを見ていたときだった。

　何だか突然の発言に、僕は思わずきょとん。隣に座っているスノウピーをちらりと見る。もちろんふざけている感じじゃない。普段と変わらない、可愛かわいくてきまじめな横顔だ。

　うーむ……。

　僕は少しだけ困り、指でカーペットをいじる。

　もともとスノウピーは思ったことを出し抜ぬけに言う女の子なんだけれど、どういう思考をたどってその発言にいたったのか、このときはまるで見当がつかなかったからだ。

「恋」とスノウピーは言う。

　ＴＶの画面に映っているのは洋画劇場だった。魔法学校を舞ぶ台たいに様々なことが起こるファンタジーで、今は魔法使い同士が激しく戦っているところ。スノウピーはちょこんと正座したままそこから目を離はなさない。

　このシーン、恋れん愛あいとはぜんぜん関係ないよな……？

　どう反応したらいいのか僕が戸と惑まどっていると、

「マジックみたい」とスノウピーは言う。

「え？」

「恋は魔法使いが駆く使しするマジックみたい。仕組みが謎なぞめいている。とっても不思議で、すごく神秘的だと思うの。こうやって杖つえを振ったら稲いな妻ずまが飛んでいくみたいに、超ちよう自然的な仕組みによるものかもしれないの」

「ああ、そういうことか」

　何となく心の動きがわかった気がする。

　先日スノウピーはスガモさんに恋とは何かというレクチャーを受けた。スガモさんいわく、『それは理屈を超こえたもの』。理屈を超えているなら、それは不思議なものだろう。つまりはＴＶに映っていた魔法使いの術がマジカルな連想を呼んだに違いなかった。

「心のつながり」

　スノウピーは僕の隣でＴＶ画面を見つめながら、誰にともなく言う。

「みんなが心のつながりを求めてるの。そういうのは対象と直じかに向かい合って、観察したり、実験したりして、一いつ生しよう懸けん命めいわかろうとしないと得られない。わたし、ずっとそんな風に思っていた」

　でも、それだけじゃないかもしれない、と彼女はつぶやく。

「どういうことだい？」

「心のつながりを育はぐくむやりかたには、いろんな種類があるのかもしれないの」

　恋、とスノウピーは言う。

「それは絆きずなを生み出すための人間独自の方法かもしれない。理屈に頼たよらない不思議なやりかたなの。稲妻にビリッと打たれたり、炎ほのおがメラメラ燃えたりするように、論理を超えて作用する。恋はマジックみたいに不思議で、いつの間にか心をひきつけるものなの」

　スノウピーは少しだけ笑った。

　くすっ──。

　そういう方法をあみだした人間って楽しい。

「人間っておろかなの。でも面白いの」

「そうなのかい？」

「ええ。人間は可愛くて、とっても面白い生き物なの」



　　　　＊



　僕はスノウピーにいろんなものを見せたいと思う。

　面白くて、可愛い人間のことをもっともっと知ってほしい。

　なのに。

「ぐあああああああっ！」

　ちくしょう！

　何だってこんなことになっちまってるんだ。

　今僕がいるのは生いけ贄にえの祭さい壇だん、ステージ下方──。

　舞台への階段をのぼる途と中ちゆうでシェイディー・ピープルに足を掴つかまれた僕は、そこから突つき飛とばされ、転げ落ちて、地べたで滅めつ多た打うちにされているのだった。

　悔くやしい……。彼女たちが囚とらわれた祭壇を前にして、殴なぐる蹴けるの暴行。顔といわず腹といわずやりたい放題だ。瞼は半分ふさがって、口内は血でいっぱい。それでも下げ衆す人間の集団は躊ちゆう躇ちよすることなく、いつものようにニヤつきながら、僕に強きよう烈れつな拳こぶしを打ちこみ続ける。

　ドムッ！

「ぐはぁっ！」

　胃液が喉のどにせりあがってくる。吐はきそうだ。何とかこらえる。

　ゴッ！　ベキッ！　ガスンッ！　ドゴォッ！

　奴やつらの拳をよけることはできない。両手両足を影かげでがんじがらめにされて。──いや、動けないのはそんなことが理由じゃなかった。

「そうそう。もっと苦しみたまえ」と男が言う。

「よけようなんて考えるなよ」と別な男が言う。

「少しでも変なそぶりをしたら、彼女たちの命はありません」と別な男が言う。

「みなさん大変なことになる！」と別な男が言う。

　助けにきたはずの女の子たちを人ひと質じちに取られて……。

　──これじゃ抵てい抗こうできない。

「卑怯者ぉ！」

　舞台上。

　ステージに立つ柱に繋つながれた可香谷さんが半分泣きながら叫さけんでいる。

「卑怯者ぉぉぉっ！」

　髪かみを振り乱して必死に暴れているけれど、手首にはめられた黒い枷かせがガチャガチャ耳みみ障ざわりな音を立てるだけ。可香谷さんの逆上を楽しむように幻げん影えいたちはニヤニヤしている。

「そんなに暴れるなよ」と男が言う。

「いくら暴れたって、ドレスも手枷もはずれやしないから」と別な男が言う。

「だけど、もっと暴れさせてみようか」と別な男が言う。

　不意にひとりが後ろから可香谷さんに忍しのび寄より、侮ぶ辱じよく的な手つきで腋わきをなでた。

「……さわらないでよぉぉぉッ！」

　怒いかりでぱっちり見開かれる可香谷さんの瞳。ぶるんぶるんと激しく身を振って、その影を追おい払はらう。

「許さない！　許さない！　絶対に許さないっ！」

「この娘むすめは実に素敵な反応をしてくれるよね。面白いよ」と男が言う。

「～～～～ッ！」

　砕くだけてしまいそうなくらい歯を強く食いしばる可香谷さん。ううぅ、どうしてわたし、こんなとんでもない奴らを生み出しちゃったのよぅ、と彼女はうなだれて言う。

「本当に楽しいなあ！」と男が言う。

　可香谷さんはキッと顔をあげると、ガシャガシャと激しく手枷を鳴らして叫んだ。

「あなたたちは卑ひ怯きようよ！　最低の卑怯者よっ！　こんなことして何が楽しいわけ？　ひとを抵抗できないようにして、卑怯な方法で苦しめて……。恥はじを知りなさいよっ！」

「そうですよ……。この、卑ひ劣れつ漢かんがっ」

　隣となりの柱に繋がれているスガモさんが低い声で言う。相当疲ひ労ろうしているらしく元気がない。

「あなたたちなんか……大だいっ嫌きらいです」

　が、シェイディー・ピープルはニヤニヤしている。

「嫌いだろうが、嫌いじゃなかろうが関係ないんだよ」と男が言う。

「魔ま拘こう束そくの術中にある限り、お前らは俺たちに従わざるを得ないんだ」と別な男が言う。

「一方の娘が逆らったときは、もう一方の娘から魂たましいを引っこ抜く」と別な男が言う。

「それが嫌いやなら服従せざるを得ないのだ」と別な男が言う。

「お前らは永遠に俺たちの囚われびと。脳裏に焼き付けておくがいい」と別な男が言う。

　可香谷さんがギリギリ歯は噛がみして、枷に吊つるされた手を強く握にぎる。余程の力を入れているのか、白い拳が真っ赤になってプルプルと小刻みに震ふるえた。

「下衆ぅぅっ！　この下衆ぅぅぅっ！」

　可香谷さんは真しん珠じゆみたいな涙なみだをポロポロと零こぼしながら、

「下衆よっ！　あなたたちって最低よっ！　死んでも許さないわ！　あなたたちは最悪の下衆人間よっ！」

「そうとも」

「そうとも」

「そのとおり」

「俺たちの名は下衆人間」

「影から生まれたシェイディー・ピープル」

「ふぁっふぁっふぁっふぁっ！」声を合わせて哄こう笑しようした。

　そのあいだも中空のスノウピーは下から念波を浴び、魂をしぼり取られ続けている。

　悪夢じみたスパイラルだった。

　下衆人間たちの目的はティーガーたちから略りやく奪だつしたゴリアテを目覚めさせること。そのために必要なエネルギーを空中に磔はりつけにしたスノウピーから吸い出している。

　が、僕がこの場所まで来ることは考こう慮りよしていたらしい。邪じや魔まが入らないように人質を取り、入念に準備を整えていた。それが今のこの悪夢的構図だ。

　──僕が抵抗したら、彼女たち全員の命がない。

　──スノウピーが抵抗したら、可香谷さんとスガモさんの命がない。

　──可香谷さんが抵抗したら、スガモさんの命がない。

　──スガモさんが抵抗したら、可香谷さんの命がない。

　お互たがいをかばいあって身動きが取れないのだ。

　しかも──。

　それだけではないらしい。

「分ぶん岐き構造」

　そう言ってスノウピーは滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れようとする僕をおしとどめたのだ。

　抵抗すると、良くないことが起きるという。

「ここでは絶対に暴力をふるってはだめ」ぐったりと憔しよう悴すいした口調で、「ここにはある種のフローグラフみたいな……すごく危険なインフラストラクチャーが整備されている。それは観念で作られた分岐みたいなものなの。劇的な装置として機能するの……」

　意味がわからなかった。

「分岐……装置……？」

「つまり、この場で暴力をふるうのは正しいこととは言えないの。まちがった選せん択たく肢しを選ぶと、あなたの魂は決定的に損なわれてしまう……」

　本当にぜんぜん理解することができない。

　とにかくここで僕の役を演じる者が物理的な抵抗をすれば、それは説話の構造に吸いこまれ、悲劇の結末が定められるという……。ことなのか？　バッドエンドになるらしい。

　ルート制せい御ぎよ。

　おそらくそれはまだ僕たちの世界には存在しない、何か未知の理り合あいなんだろう。異世界の危険な術式──。世界にはいろんな種類があって、そこには人類の知らない知識がまだまだ大量にあるんだろう。

　だから僕はスノウピーの言葉を信じる。目には見えない、感知もできない、概がい念ねん的なトラップが張りめぐらされているというなら、課せられたタブーは破らない。

　でも……。

　だったら、どうすればいいんだ！



　そのとき不意にズズゥゥンと地じ響ひびきみたいな音。

　──な、何だ？

　気のせいか、ステージ背後にそびえるゴリアテが僅わずかに動いたように見えた。

　空中にピン留めされ、エネルギーを吸い取られ続けていたスノウピーが、はっと憔悴した顔をあげる。大きく肩かたを上下させながら、後方のゴリアテにちらっと目をむけた。

「……いけない。わたしの計算がまちがっていたみたい。この術式にはエネルギーを増ぞう幅ふくする効果もあったのね」

　先にわたしが死んじゃうと思ってたけど、とスノウピーはつぶやくように言う。このままだと目覚めさせちゃう。それだけはさせられない。

「仕方ないわ。……ねえ、聞いてっ」

　突とつ然ぜん僕に向かい声を張りあげた。スノウピーがそんな声を出すのは滅めつ多たにないことだ。

「あなたに今から大事なことを言うの。耳をすませてよく聞いて！」

　下衆人間たちの手がぴたりと止まる。

　僕はその場に倒たおれこみそうになりながら、頭上に浮うかんでいるスノウピーを見上げた。

「スノウピー？」

　大事なことって何だ。

「今までいっぱい我が慢まんさせちゃってごめんなさい。わたしの計算にミスがあったの。このまま無抵抗でいると、わたしが消えるよりも先にこの怪かい物ぶつが目覚めちゃう……。それだけは絶対にいけない。あなたには正しいことをしてほしいの」

「正しいこと？」

「それができるように、わたしも今からある種の行動をする」

　何を言ってるんだ？　ある種の行動ってなんだ？　僕は何をすればいい。

「スノウピー、僕はまちがっていてもいい！　正しくなくてもいい！　こいつらをみんな凍こおりつかせて、今すぐきみをっ……！」

「あなたっておろかね」

　スノウピーは苦しげにそう言った。

「自分を粗そ末まつにしちゃだめよ……。あなたはあなたのことをもっと評価してもいい。だってあなたは素晴らしいものを持ってるんだから。あなたの魂はこの世界の誰だれよりも澄すんでいる。それをわかっているものが、これからあなたのまわりにいっぱい集まる。だから正しいことをするといい。そうするとあなたは、今よりもっと自分を好きになる」

「何を言って」

「ねえ、短いあいだだったけれど、あなたとは心のつながりを、ほんの少しだけど持てたように思っているのよ……。それは本当に、とってもとっても嬉うれしいことなの」

　今までありがとう、とスノウピーは言う。

「何を……。まさか、スノウピー？」

「ねえ、人間っておろかで、面白くて、可愛かわいくて、興味深いものよ。とっても研究しがいがあるから、あなたはもっと人間のことを知っていってね」

「いけない！　やめるんだっ、スノウピー！」

　最後にスノウピーはふわりと笑った。とても自然な笑顔だった。

　直後にぼうっ。──双そう眸ぼうに蒼あおい火をともし、スノウピーは宙に浮かばされた華きや奢しやな身を思いきり反らす。すると虚こ空くうをジグザグに乱れ飛ぶ蒼い稲いな妻ずま。

　スノウピーは空中でＸの字みたいに両手両足を強く突つき出だしながら、

「んんんんんんんんんんんんんううううううううううううううっ！」

　ブチン、と見えない何かをひきちぎった。

　そして。

　ステージの下方にひろがっている灼しやく熱ねつの溶よう岩がん溜だまり。

　そこに自分から飛びこんでいった。

　そう。

　悲鳴ひとつあげることなく。

　スノウピーは溶岩のなかへと消えてしまったのだ……。



    

  
    
      　隕いん石せき
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　おそらく僕は最初からわかっていたのだと思う。

　あの日、雪に包まれたスノウピーの世界に初めて迷いこんだときから、何となく知っていた。僕とスノウピーはいつか対面するべき存在で、出会うべくして出会ったのだと。

　似たもの同士。──そうスノウピーは表現した。

　多分それは言葉より、もう少し深いことを意味していたに違ちがいない。

　どう表現すればいいんだろう。

　うまく説明できないけれど、それはたとえば水面に映るもうひとりの自分みたいな。自分の心の姿を映し出す鏡みたいな。

　僕の欠片かけら──。

　そう。ヒノリカとベラが一心同体であるように、僕とスノウピーも切きり離はなせない。

　いろんなことを教えてあげたかった。人間のこと、動物のこと、ＴＶのこと、世界のこと、恋こいのこと。お互いがお互いのことを知り、その過程で自分のことを知っていき、己についての認識を深め、一いつ緒しよに未来へ進んでいくはずだったのに──。



「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」



　叫さけんでいた。

　喉のどが裂さけてもいい。

「こいつら！　こいつら！　こいつらをっ！」

　それは圧あつ倒とう的てきな速度でふくれあがっていく。

　僕の体の中ちゆう枢すうで、何かの力が弾はじけそうになる。

　何か？

　獰どう猛もうで、凶きよう暴ぼうで、暗黒に満ちた何かだ。

　それは全すべてを覆おおい尽つくす可能性を持つ。それは僕の視界を隅すみから侵しん食しよくしていく。

「キャアアアッ？」遠くでスガモさんの声。

「な、何が始まったのよぅっ？」可か香が谷やさんの声もする。

　地面が滅茶苦茶に揺ゆれていた。

　というより、この世界自体が、この次元そのものが激しく揺らいでいる。漆しつ黒こくの空が今にも落ちてきそう。下げ衆す人間たちは完全にパニックだ。一いつ斉せいに僕へと襲おそい掛かかってくる。僕にからみつき、牙きばを突きたて、一気に押おし潰つぶそうとするけれど──。

　そんなことは問題じゃない。痛みはまるで感じない。僕の内側でふくれあがる凶暴などす黒い衝しよう動どう。それが持つ圧倒的な強度に比べれば、全ては微び々びたるものだから。

　──このままやってしまおうか？

（違う）

　僕はそれをおしとどめる。

　そうじゃない。

　そうじゃないんだ。それはおろかだ。理り屈くつにあわない。

（スノウピーは何て言っていた？）

　正しいことをしろと言っていたんだ。

　だから僕は正しいことをしなくてはならない。

　何としても。

　こらえるんだ。

　歯を食いしばって耐たえるんだ。

　涙なみだも、悲ひ嘆たんも、怒いかりも、寂さびしさも、後こう悔かいも、何もかも。

　スノウピーが今まで教えてくれたこと──。彼女がしてきた方法で僕もそれをする。僕にはもう、それをするだけの強きよう靭じんさがある。心の強さがある。自分の深しん淵えんに潜ひそんでいた真実の心の姿を発見し、見つめ続け、まっすぐ向かい合うことで、僕はその強さを得た。

「正しい方法でこれを処理する」

　だって、スノウピーがそれを望んだから。

　そうしなければならない。

　そうするしかない。

「わかる」と僕は言う。



　すると僕の体はひらめきを得て、今いる場所を魔ま法ほうのようにすっと離れたのだ──。
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「やられた……」と声が言う。

「何をやられた？」と別な声が言う。

「もういけません」と別な声が言う。

「これをされたら、もうおしまいだ」と別な声が言う。

　声には方向性がなく、空間から滲にじみ出るように直接聞こえる。

　僕は暗くら闇やみのなかにいた。

　光源というものが一切存在しない闇の空間。特別な場所だとすぐに理解する。気づいたときにはその新しい場所に、夢のようにすべりこんでいた。

　夢？

「夢ではない」と誰かが言う。

　夢じゃない、と僕も理解する。

　僕が入りこんだ場所は夢じゃなくて現実だ。それは彼らの内側に存在する。

　そう──。

　前にもやったことがある。

　かつてエキゾチックフローンとヒノリカが争った際、僕はヒノリカの意識内に侵しん入にゆうすることに成功した。あのとき偶ぐう然ぜんやったことを今度は意図的にこころみたのだ。

　そして成功した。

　ここは彼らの心象世界。

　全てのシェイディー・ピープルの心のなかなのだ──。



「俺おれたちは、とてもか弱い」と心の声が言う。

「とてもか弱くて、いつだって不安だ」と別な心の声が言う。

「不安は自らの心をスポイルしてしまいます」と別な心の声が言う。

「損なってしまいます」と別な心の声が言う。

「だから損なうものを自らの外部に求めたんだよ」と別な心の声が言う。

　邪じや悪あくさというのは煎せんじつめればそういうものだろう、と誰かが言う。か弱い存在だからこそ、それは悪あく心しんであらざるを得なかったのだと。

　反映性、と僕は思う。それはたしかにそうかもしれない。なぜなら世界は意識でできた鏡みたいなものだから。おそれるものが他者をおそれさせ、危害をくわえられるんじゃないかと怯おびえている者だけが他者に危害を加える。

　つまりは──。

　そういうことか。

「きみたちは怖こわかった」と僕は言う。「それ故ゆえにこんなことをした」

　肯こう定ていの気配が、彼らの心の空間そのものから伝わってくる。

　だからといって、決して許されることじゃない。

　でも理解しなければそれは連れん鎖さするだけだから。

「そう。俺たちは世界に存在していることが怖かった」と声が言う。

「この世が変化していることが怖かった」と別な声が言う。

「だからゴリアテが欲しかったんだよ」と別な声が言う。

「力を持っていれば、これから起こることへの不安が減じるからだ」と別な声が言う。

「この先、世界がバラバラになってもやっていけるように」と別な声が言う。

　僕は眉まゆをひそめる。

「この先、世界がバラバラになるってどういうことだ？　それはきみたちがしようとしていたんじゃないのか？」

「そうじゃありません」

「まったくちがいます」

「いったい何が起こるっていうんだ？」

　説明を求める。それは言葉では言いあらわせない概がい念ねんだ、と声は答える。語りえぬものだし、語ってはいけないものだと。

「だったら図形でも数式でもかまわない」と僕は言う。

　シンボルでも記号でも隠いん喩ゆでも何でもいいから、意味するところを表現するように僕は求める。するとしばらく沈ちん黙もくがある。今から語ることは全てがメタファーだから、そのつもりで聞いてほしい、と声は言う。

「メタファー……」僕は片目を細めて言う。「だが、そもそもここは、きみたちの心のなかにある、象しよう徴ちようみたいな世界なんだろう？」

「それは逆だ。世界自体が象徴によってできている。ここはそういう《系》なのだ」

「系……？」僕は訝いぶかしむ。どういうことなんだ？

　闇の空間のなか、声は代わる代わる語り始めた。

「たとえば」

「ここにプラネタリウムのような、ある種の劇場があるとします」

「ひとつの小さな小さな星系があるとします」

「そういう比喩的なビジョンを想像してほしい」

　僕は想像する。

「中心部に大きな星がある」

「とくべつな星ですよ」

「巨きよ大だい質量」

「それは氷でできているんだ」

「その周囲を他の星ぼしが回転しているんだよ」

「とくべつな星が、他の全ての星ぼしを創つくり出しているんだ」

　僕は想像する。

「でも」

「その運行が少しずつ乱れ始めている」

「質量変化」

「何らかの理由で、とくべつな星が融ゆう解かいし始めているからだ」

「すると系全体に影えい響きようが及およぶのです」

「そのうち全ての星ぼしが、離はなればなれになってしまうかもしれません……」

　僕はうなずく。その理屈はある程度わかる。比喩的に考えれば太陽系だって同じことだから。地球が太陽の周囲をまわるのは重力によるもので、重力は物の質量に影響される。

「煎せんじつめれば」

「世界というのは、その星ぼしみたいなものなんだよ」

「世界というのはたくさんあって、近いうちにバラバラに飛散してしまうかもしれない」

「流れ星みたいに」

「次元を超こえる流星のように」

　そして彼らは口を閉ざした。

「…………」

　名状しがたい沈黙がおりた。

「よくわからない」と僕は言う。

　よくわからないけれど、今僕にできることをしてあげるべきだと思った。星の比喩はともかく、いずれここじゃない世界で何か大変なことが起こるらしい。彼らはそのことにひどく怯えている。そこまでは明確に理解できたから。

　強く念じる。──すると僕を取り囲む闇の空間がなめらかな何かに形を変えたのがわかる。それは闇の球体になったのだ。ここは普ふ通つうの場所じゃない。この世界では心の強さがそのまま力になる。ここでは僕はどんな力でも行使することができる。球体の中心にいる僕に闇の球体そのものは見えないけれど、手のひらで触さわるとすべすべしている。

　ちょんと指で押おしてやる。

　すると僕たちをなかに含ふくんだ闇の球体は動き出す。

　あらゆる世界法則を超えた力で、あっという間に音を超えた。光の速度に近くなる。

「この動きに身をまかせていれば問題ない」と僕は言う。「遠くへ行ける。すごく遠くまで行ける。そこには誰だれも辿たどりつけない。きみたちの他ほかには誰もいない。危ないものはひとつもない。誰かを傷つけることも傷つけられることもない」

　だから安心して行くといい、と僕は言う。

　恩に着ます、と声は答える。そして、

「最後に名前を教えてくれませんか？」

　僕は告げた。

　すると彼らの声が途と絶だえた。

　それ以後シェイディー・ピープルが二度と口を開くことはなかった。

　僕は静かにその場所を離れた。
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「はっ？」

　目を覚ます。

　一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのかわからなかった。

　……何だ？

　そこは地次元。さっきまでいた生いけ贄にえの祭さい壇だん、ステージに続く階段のいちばん下である。

（夢を見ていたのか？）

　よくわからないが、どうやら僕は立ったまま気を失っていたらしい。一瞬のことなのか、あるいは意外に長い時間だったのか。そのあたりは不明だけれど、何か不思議な夢を見たような気がした。内容は……思い出せない。

「……いったい何が起きたんだ？」

　不思議なことに、あれだけ大勢いたシェイディー・ピープルが今はひとりもいなかった。

　消えてしまっている。

　周辺の様子も様変わりしていた。

　どこもかしこも不思議な氷結に覆おおわれている。さっきまでの異様な熱気は跡あと形かたもなく拭ぬぐい去さられ、薄うす暗ぐらい空間にアイスブルーの氷がきらめいているだけ。可香谷さんとスガモさんは無事で、ステージの上できょとんとした顔をしているけれど、ゴリアテも、地面も、壁かべも、柱も、階段も、あの灼しやく熱ねつのマグマまでもが清せい浄じように凍こおりつき、まるで何か神がかり的な氷河期が訪れて、通りすぎた後のようだ。

　……全てはもうここから去ってしまったのか？

　パキキッ──。

　そのとき音がした。

　パキパキパキパキ……パキッ。

（なんだ？）

　見れば、凍りついた白い溶よう岩がんの中心にヒビが──。

　そして、突とつ如じよぱぁんと氷が爆ばく発はつ！

　蒼あお白じろい氷の粒つぶが飛散して、かがやく何かが勢いよく飛び出してくる。世界最大のダイヤモンド？　そうじゃない。それは宝石より百倍きれいだ。

「スノウピー！」

　巨大な氷のかたまりに包まれていた。



「生きてたんだね！　スノウピー、生きていたんだね！」

　涙なみだが出そう。僕は氷を脱ぬいだスノウピーの両りよう腕うでに何度もふれて、存在していることをたしかめた。いる。ちゃんといる。スノウピーは生きて、しっかりここに存在している。

「よかった。本当によかった……！」

「わたし、生きてるみたい」

　スノウピーは目覚めたばかりの赤子みたいにきょとんと首を傾かしげながら、

「どうしてかしら……？」

「どうしてって、決まってるじゃないか！　きみ、バリアで身を守ったんだよ！　氷の盾たての応用だろ？　あの盾を変形させて体を包んだ。だから溶岩から身を守れたんだろっ？」

　澄すんだ瞳ひとみで静かにかぶりを振ふるスノウピー。

「……わたし、そんな技は使ってない。時間がなかったの。余よ裕ゆうもなかったし」

「きっと無意識のうちに使ったのさ。追おい詰つめられると意外な力って出るものだよ」

「そうなのかしら……」

「そうなんだよ」

　スノウピーはしばらく二ふた重えのぱっちりとした瞳をしばたたいていた。そして、

「理り屈くつにあわない」

「あはは」いつもの台詞せりふに何だかホッとする。「スノウピーは理屈が好きだものね」

　ところがホッとしたのは束つかの間まだった。次の瞬間、僕の心臓は驚きよう愕がくででんぐり返りそうになる。

　スノウピーがいきなり僕にしがみついてきたからだ。

　きゅっ。

「な……？」

　どうして。

　心臓が跳はねる。スノウピーは爪つま先さき立だちで背せ伸のびしていた。背たけの問題だ。僕の胸に深く顔をうずめて腰こしに強く手をまわしている。氷こおり菓が子しみたいなさわやかな香かおり。ひんやりしていて、ものすごく気持ちいい。

　でも何だって突とつ然ぜん？

　僕の頭は真っ白で、要領のよくない自分が毎度毎度ほんとに恨うらめしい。こんなときに何を言えばいいのかわからないなんて。

「恋こい」とスノウピーは言う。

「え？」



    

  
    
      「恋はひとに理屈を超こえたふるまいをさせる」

　僕は必死に頭を働かせる。

　とりあえずこれは、わたしはあなたに恋をしています、という意味ではないみたいだ。

「ねえ」

「何だい？」

「わたしは理屈が好き……」

「うん、知ってる」

「わたしはいろんなものを観察して、研究して、対象の心をわかっていくのが好き。そういうのがほんとの知性だと思うの。そうじゃないとおろかなの」

　彼女の声が少しくぐもっているのは僕の胸に顔をうずめているからだ。

「そうだね。スノウピーの考えかた、僕にもわかるよ」

「ええ」

　だけど、とスノウピーは言う。

「理屈よりも強く働く力が、この世にはあるかもしれない」

「え？」

　どういうことだろう。

　スノウピーは僕の腕のなかで語り続ける。

「わたしはその力に衝つき動かされて溶岩に飛びこんだの。わたしの計算だと助からないはずだったの。死ぬのはやっぱりいやなことよ。それは生物の持ついちばん強い理屈なの」

　こくんっと彼女は少しだけ息をのんでから、

「……でも、さっきのわたしは、それを超えたわ」

「スノウピー」

「そうしないと大事なものが、大切なひとが、壊こわされちゃうと思ったから」

　──ぎゅうっ。

　僕は腕に力をこめる。華きや奢しやな体を精せい一いつ杯ぱい抱だきしめる。

「ねえスノウピー。きみは本当に立派だよ。心から尊敬できる女の子だと思ってるよ。だけどね、もう二度とあんなことはしないでくれ。頼たのむから……。頼むからもう絶対やめてくれ。自分を犠ぎ牲せいにして僕らを救おうだなんて、そんなことはしないでくれ」

　スノウピーはそれには答えず、僕の胸のなかで顔をもぞもぞと動かす。

「そうね……。でも、こればかりは約束が難しいの。だって理屈を超えたことだもの」

「スノウピー」

「あなたもそうでしょう？」

　ぱっと顔をあげる。

　ドキッとする。

　いつも透すけるように白いスノウピーの顔がぽうっと赤らんでいたからだ。

「シェイディー・ピープルにわたしたちがさらわれる前、あなたは石の攻こう撃げきからわたしを守ってくれた。自分の身を盾にして……。そのうえこの危険な場所に、わたしたちを助けにきてくれたでしょう。本当は勝てるような構図じゃなかったのよ？　それなのに血みどろになって戦ってくれた。嬉うれしかった。それはとっくに理屈を超えているの」

「スノウピー、僕はただ……」

　いいの、言わないで、とスノウピーは優しく首を振る。

「もしかしたら、恋の謎なぞの中心にあるのは、こういう感情なのかもしれない」

「え？」

「誰だれかのために、自分が傷ついてもいいと思える気持ち……。それはひとに理屈を超ちよう越えつさせる。大切なひとを思う気持ちは、普ふ通つうじゃないふるまいをさせる。ＴＶで見たいろんなこととか、そういうのとは関係なかったの。わたしは理屈が好きだけど、理屈を超えることもちゃんとできるわ。だからいつか恋のことも理解できる気がする」

「理解できるよ」と僕は言う。

　理解できないわけないだろう。

　探していきたい。ひとの気持ちを察するのが不得手な僕たちだけれど、一いつ緒しよにわかっていきたい。そうしよう。

　それはできる。必ずできる。絶対に解き明かせる日がくる。

「ねえ」

「何だい、スノウピー？」

「助けてくれて、ありがとう……」

　あなたっておろかだけれど、とスノウピーは赤い顔のまま、どこまでもまっすぐに、

「すごくいい」

　きまじめに澄んだ声でそう言った。



　　　　＊



　階段を上までのぼり、ステージの柱に繋つながれた可香谷さんとスガモさんを助けに行く。

　ふたりの拘こう束そくを解きながら聞いた話によれば、シェイディー・ピープルたちは何の脈みやく絡らくもなく、突然消えてしまったらしい。

　それはスノウピーが溶岩に落ちて、僕が叫さけんだ直後のこと。彼らは不意にぴたりと動きを止め、少しずつ萎しぼんでいった。どんどん萎み、まるで内側に裏返るみたいにして、あっという間に全員ぱっと消えてしまったのだという。

「そうなのか」

「ええ。信じられないかもしれないけど、そうなのよ。何かこう、まるでブラックホールにでも吸いこまれるみたいだったわ」

「ブラックホールに吸いこまれるみたいに……ね」

　可香谷さんの手て枷かせをカチャカチャとはずしながら僕は言う。

「本当、どこまでも謎めいた奴やつらだったな、シェイディー・ピープル……。まあ、たしかにもののけには概がいしてそういう不可解な面があるものなんだけど……。うん、とりあえずこれでよしっと。さあ、これで手首のリングはずれたよ、可香谷さん！」

「ン」

　ところが──。

　手枷をはずして自由になった途と端たん、可香谷さんは僕の鳩尾みぞおちにパンチしたのだった。

「うぐっ？」

　な、なぜ……っ？

　予想もしないこの仕打ち。あんまりでは。

　可香谷さんは尖とがったあごをツンと反らすと、ドレスを優ゆう雅がにひらめかせ、前かがみになった僕に飛びついてきた。すごい勢いだった。スノウピーとちがって可香谷さんはわりと背が高いから、思わず押おされてしりもちをつく。それでも可香谷さんは離はなさない。

　半ばのしかかるみたいにしながら、ぎゅうううううっと僕を抱きしめ続ける。

「く、苦しいっ？　苦しいんだけど、可香谷さん！」

「ふんだ！　いいでしょう、少しくらいっ。目の前で見せつけてくれたお返しよっ」

「見せつける？　何を」

「ばか！　そんな口きけなくしてあげるんだから！」

「かっは！　可香谷さん！　ほんとに息が……」窒ちつ息そくしそう。「そ、それに何だろう。何か柔やわらかいものが押し付けられていて」

「わざとに決まってるじゃない！　気持ちいいでしょ！」

「…………」

　沈ちん黙もく。

　顔は見えないけれど、抱きついている可香谷さんの体温がカアアッと急きゆう上じよう昇しようしていくのがわかる。光を反射する肌き理めこまかなミルクの肌はだが桃もも色いろに染まっていくのが見えて、

「……な、何でもない！　何でもないわよっ！　ばか！　ばかぁっ！　うるさい！」

　いつものことだけど理り不ふ尽じん。……僕はなんにも言ってないじゃないか。

　でも可香谷さんの存在をまたこんなふうに感じられて、すごく嬉しい。スガモさんが遠くで意味ありげな表情をしているし、スノウピーがウサギみたいな×の口をしながら、

「恋？」

　と、つぶやいているのが若じやつ干かん気になるけれど──。

　いいんだ。今だけはかまわない。

　僕は可香谷さんと普段あまり上手に意い思し疎そ通つうできていない。だけど心の底から彼女のことをいとおしく思っているし、これからも支えていきたいと思っている。

　だって。

　僕の大切なパートナーだから。

「可香谷さん、ごめんね。こんなに危ない目に遭あわせちゃって」

「い、いいのよ。それはぜんぜんいいの」

「いいのかい？」僕はびっくりして言う。

「いいわよ。だってあなた、こうしてわたしのこと助けにきてくれたんだもん。こんなになるまで戦って、最後はちゃんと助けてくれた……。こういうとこ、重要よねっ」

「う、うん……？」

　ぷりぷりと怒おこったみたいに僕の耳もとで語り続ける可香谷さん。

「何だかんだで、あなた、いっつもわたしのこと助けてくれるんだもん……。あぁ、気持ちいい……。だからこうやって、たまにごほうびをあげるわけ。せいぜい喜びなさい」

「ごほうび、か」

　うやむやな返事になる。

「……ねえ、可香谷さん。僕にはそれを受け取るだけの資格があるのかな？　僕はちゃんとうまくやれているかい？　僕なりに頑がん張ばってはいるんだけど……本当にきみの助けになれているんだろうか」

　すると可香谷さんはびっくりしたように体をぱっと離した。気の強そうな黒くろ真しん珠じゆの瞳ひとみがぱっちり見開かれている。まじまじと僕の顔を見て「やだ……」とつぶやいた。

　叱しかられた少女みたいにあごを引き、切なげに潤うるんだ上目づかいで、

「なれてるわよ」

「え？」

「ちゃんと助けになれてるわよ。わたし、いつもあなたにすごく支えられているのよ？」

　可香谷さんは僕の心臓に優しくそっと手のひらを添そえて、

「ねえ、もっと自分に自信を持って……。あなたって本当はすごく素敵な男の子なのよ。ちょっぴり不器用なところはあるけど、優しい気持ちと、純じゆん粋すいできれいな心を持ってる。あなたみたいな男の子って普通いないわ。わたしの秘密のことを知ったときも、ぜんぜん悪いことしなかったし、それどころか勇気づけて夢をささえてくれるし。取材にはいつもつきあってくれるし、ユニークな感想とか聞かせてくれるし、カッコいいし……」

「可香谷さん」

　面と向かって言われると微び妙みようにくすぐったい。窮きゆう地ちを乗り切ったという高こう揚よう感かんがなければありえない言葉だと思う。

　だけど、それが可香谷さんの本音だとしたら、今までのことが全すべて報われる。

　僕たちはこれからもやっていけると思う。

「あなたは自分のことをあまり評価してないみたいだけど、やってることはいいことばっかりよ。むしろ、最高よ。そういうひとって……。わたし、そういう男の子ってね……。き、嫌きらいじゃないんだけどっ……」

　よかった。

　僕は可香谷さんに嫌われているわけじゃなかったんだ、と思う。

「わたし、前からずっと、あ、あなたのこと……。あなたのことがっ……」

　可香谷さんが真っ赤な顔で何かを言いかけた瞬しゆん間かんだった。

　ズズゥン──。

「……何だっ？」

　どこからともなく不ふ吉きつな音がした。

　僕は咄とつ嗟さに手をひろげて、可香谷さんをかばうように前に出ている。

「な、何よ、今の音っ？」僕の後ろで怯おびえた声を出す可香谷さん。

「……わからない」

　でも嫌いやな感じだ。腕うでにザワッと鳥とり肌はだが立っている。

「可香谷さん、少しここで待っていて」

　スノウピーはスガモさんを守っていてくれっ、と叫んで僕はステージを足早におりる。

　どこだ？　今の音はどこから？

　階段を下までおりて、きょろきょろ周囲を見まわしつつ、かつて灼しやく熱ねつの溶よう岩がんだった氷の床ゆかの上を歩いていく。今はさしずめ凍とう結けつ湖こだ。ゴリアテは着氷して真っ白に染まり、微び動どうだにしないけれど──。

　バリバリバリッ！

「うっ！」

　突とつ然ぜん、僕の背後で地面が割れた。

　ぐぉんぐぉんと大地が揺ゆれ動く。

　凄すさまじい震しん動どうのなか、氷の床にばかでかい亀き裂れつがいくすじも入っていった。バリバリバリバリッ！　あちこちでクレバスが広がり、壁かべにヒビが入って、石柱が倒たおれていく。この城そのものが大地震のなかで分断されていき──。

「オオオオオオオオオオッ！」

　この声……。

　僕はごくんと喉のどを鳴らす。

　ゴリアテが白い氷結に覆おおわれたまま、その悪夢じみた巨きよ体たいを緩かん慢まんに動かし始めた。

　　　　４




　突然だった。──ゴリアテの目が閃せん光こうを放った。

　キュィン！

　赤い直線が放射され、消しゴムで消したみたいにその風景が消える。爆ばく発はつ音は後から聞こえてきた。震動。……城の一角が跡あと形かたもなく破は壊かいされてしまった。

　バラバラとあたりに瓦が礫れきが降ってくる。

「逃にげてくれ！」

　ばかでかい地面の裂さけ目めが僕を後あと戻もどりできなくさせている。

　クレバスの向こうへ声の限りに叫んだ。

「みんなは逃げて！　一刻も早く！　このままだとこの城は崩くずれ落ちるぞっ」

「あ、あああぁ……っ？」

　巨大な亀裂の向こうでは、可香谷さんとスガモさんが恐きよう怖ふで地面にへたりこんでいる。あまりの異常な事態に立つことができないらしい。

「スノウピー！　ふたりを連れて外まで逃げて！」クレバスの向こうに叫ぶ。

「あなた、何するつもりっ？」

「こいつをどうにかするっ！」

　この巨像がどのような原理で動き出したのかは不明だ。氷の不思議な力を浴びたことによるイレギュラーかもしれないし、スノウピーからエネルギーを吸い取ることで、既すでにある程度の動力を確保していたのかもしれない。

　だが。

　理由なんかどうだっていい。

　この先には行かせないぞ、と僕は思う。

　彼女たちのところには絶対行かせない。

　みんなを守るんだ。

　ここで止めなくては。

　何としても。



「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　氷の大地を踏ふみしめ、歯を食いしばる。

　僕は手のひらから渾こん身しんの力を放つ。

　──放つ？

　わからないが、それをこころみる。今まで意識してそれを使ったことはない。だけど存在するはずなんだ。僕は自分を信じ、強く念じて、力の解放をこころみる。

　できるはずだ……。

　だって、僕は今までさんざんやってきたじゃないか。

　スノウピーの世界に迷いこんだり、旧校舎を凍こおりつかせたり、雲次元とのあいだにワームホールを作ったり、ヒノリカの意識に入りこんだり、エキゾチック雲空間をまとめて全て吹ふき飛とばしたり……。

　そう。僕には特別な力があって、今使わなければ大変なことになるんだ。

　ここで止めたい。絶対止めたいんだ。

　このゴリアテの動きを凍結させないとみんなを守れないから……。

　だから──。

　僕は祈いのる。

　僕は願う。

（できるはずなんだ）

　地上ではできないことも、今ここでならできるんだ。

　だって、ここは特別な場所だから。

　僕が願えば、絶対にその力は降り注ぐんだ。

　願えば願うほど、奇き跡せきのように何でもできるのだ。

　この場所では、僕は神がかり的な力を行使することができるのだ。

　頼たのむ！　力よ！　降ってきてくれぇぇっ──。

「僕はみんなを守りたいんだああああっ！」

　すると僕の手のひらから唐とう突とつに青緑色のかがやきが放たれた。

　波は紋もんのようにひろがる光のカーテン。それは全てを凍らせることができる。

　リイイィィィィィィィン──。

（できた）

　できたぞ！　自分の意志でっ！

　それはゴリアテに多重のオーロラのようにまとわりつき、巨体を凍らせていった。旧校舎だろうが、エキゾチック積乱雲だろうが、どんな分子の運動も止められる種類のものだ。

（やった。やったぞ……！）

　が。

　それでも尚なお、ズズゥン、ズズゥン。

　ゴリアテは止まらなかった。

「…………」

　全身に鳥肌が立つ。

　僕はごくんとつばを呑のむ。

　こいつは。

　こいつはどうやら本当の化け物らしい……。これまで出会ったどんな怪かい異いよりも大きくて重くて頑がん丈じようで強い。正しよう真しん正しよう銘めい、常じよう軌きを逸いつしたありえない最強の存在だ。

（凍っていても動くなんて！）

　いくら冷たい光を浴びせても緩慢に進んでくるゴリアテ。さながら雪をまとっていびつに凍りついた冬山の樹氷のよう。氷の巨人は僕に向かって少しずつ近づいてくる。

　ズズゥン、ズズゥン……。

　汗あせも魂たましいも凍りつく異様な光景。

「……おおおっ！」

　後ずさりながら、僕はさらに低温のオーロラを放射する。ゴリアテを覆う氷は厚くなっていくけれど、内破するまでは至らないようだ。止まってくれない。

　だめなのか？

　これはやはり人間の力では止められない種類のものなのか？

　でも、このままだと──。

　後ろにサッと顔をむけると、へたりこんでいる可香谷さんとスガモさんの姿。頭が一瞬くらっとする。どうしてまだ逃げていないんだ、と僕は思う。スノウピーはどこへ行ったんだ。スノウピーは……。

「ここよ」

　気づくとスノウピーが僕の手のひらに、その真っ白な手のひらを添そえていた。

「スノウピー！　どうしてここにっ？　逃げてくれってあれほど……」

「あなたっておろかね」

　スノウピーはサクランボ色の小さなくちびるをほころばせる。

「わたしがあなたをここに置いて、逃げられるわけないじゃない。ねえ、おぼえている？　初めてわたしと会ったときのこと……」

「初めて会ったとき？」

　スノウピーの世界で？

　彼女はこくんとうなずいて、

「ホラ、すごく大きい氷蜘ぐ蛛もと出くわしたでしょう？　おぼえているわよね？　あのとき逃げてって言ったのに、あなたは逃げなかったの。一いつ緒しよに戦おうとしてくれたの」

　ああ、と僕は思う。

「そういえばあったね、そんなことが……。懐なつかしいな」

「あのときあなたは逃げなかった。だったらわたしが逃げるわけない。理り屈くつにあうの」

　スノウピーはこんなときでも理屈が好きである。

「やりましょう」凜りんと澄すんだ瞳ひとみで僕を見つめて、「ふたりでやれば効果は二倍なの」

　僕はうなずく。

　ふたりで手のひらを重ねて、深く息を吸いこむ。

　そして氷の世界から、より低い温度のオーロラを呼ぶ。

　──蒼あおいきらめき、緑のかがやき、黄金のゆらめき、氷の光。

　七色のカーテンがゴリアテを包みこみ、名状しがたい層を形成し始める。

「このままオーロラの隙すき間まに落としちゃえればいいんだけど……」

「オーロラの隙間？」

「だめみたい。大きすぎて多重空間の孔あなには落とせないの。ここで止めるしかない」

「そうか」僕は隣となりのスノウピーに目をやって微笑ほほえむ。「……できるかな？」

「どうかしら？」

　スノウピーも目を細めて微笑み返す。ここは今まで来たなかでいちばん危険な場所かもしれない。途と轍てつもなく遠くにある世界かもしれない。もしかしたら僕たちは消えてしまうかもしれない。永遠に失われてしまうかもしれない。

　それでもふたりでいれば──。

　何でもできる気がする。

　心のつながり、と僕は思う。

　今、僕とスノウピーの気持ちはひとつ。確信をもってそう感じられる。だからこいつを絶対に止めて、みんなを守りきるんだ。そしてまたいつもみたいに……。

「おいおいおーいっ！　ふたりだけの世界に入ってるんじゃないぜ、純愛くんっ！」

「えっ？」

　振ふり向むけば、そこにはヒノリカが立っていた。

「なぜ？」

「なぜなんだー？　知らないけど、急にシェイディー・ピープルたちがみんな消えちゃってね。ほんとに全員唐突にパッといなくなっちゃったんだよ。何かこう、ワープでもしたみたいにさ……。これはもしかしたら、奴やつらのボスが倒たおされたせいかもしれない。そう思って意い気き揚よう々ようときてみたら」

　これだもん、と苦笑して肩かたをすくめるヒノリカ。

「まさか大ボスが登場したところとはねー」

「ごめんよ」と僕は言う。

「いいさ。それよりボクも戦うよ。ベラもきみに力を貸したいって言ってるし……。ううん、ベラだけじゃないぜ。みんなだっておんなじ気持ちさ」

　ヒノリカの後ろでみんながうなずく。

　いつの間にか、あの危険なクレバス群を飛び越こえてきた……というより、フローンの分身が大勢いるから、空を飛んできたらしい。いつの間にか可香谷さんもスガモさんも合流している。

「ほにーちゃん！　わたしもてつだうにょ！」

「あなたたちを置いては逃にげられませんよ。わたしはみんなのアイドルなんですもん」

　ブスッとくちびるをとがらせて言うスガモさん。旧校舎でホーネットを見たとき、怯おびえ切っていたのはもう遠い昔のようだ。

「逃げない」

　可香谷さんは僕の背中をギュッと掴つかんで、

「わたし、逃げないわ。今度はわたしがあなたのこと助けたい。できることなら何でもするもん。わたし、あなたのためなら何だってする！」

「可香谷さん……」

「力にならせて！」

「それは良い心がけだ」

「エッ？」

　唐突な発言をしたのは見たことのない妙みよう齢れいの女性だった。

　というか。

　このひと誰だれなんだ……？

　彼女は状じよう況きようにまったくそぐわないメイド服を身に着けている。外国人だろうか？　瞳は神秘的なターコイズブルー。金きん髪ぱつを顔の両サイドに流して、後ろで三つ編みにしている。

「あの、きみはいったい……？」

「ふむ、このボディではわかりにくかっただろうか？　これでも気を使って、なるべくそちらの種族に近い外観を選んだつもりなのだが」

「あ、えっ？」

　と、いうことは……。

「ま、まさかきみはっ？」

「うむ。わたくしたちはティーガーなのだな！」

「ティーガー！」

　メイドティーガー、と僕は思う。どこからどう見てもメイドティーガー。

　とはいえ、あのスクラップの山のなかにこんなボディが捨てられていたなんて……。

　ティーガー種族のテクノロジーには驚おどろかされるばかりだけれど、いや、それより何より気になるのは可香谷さんの視線だ。

「……だーれよ」



    

  
    
      　腕うで組ぐみしながら口をとがらせ、僕をジト目で見ている。「だーれなのよ、このブロンドのお姉さんは。あなたのコト、『様』づけで呼んでるメイド服のお姉さんは？」

「うむ、わたくしたちはこの御お方かたの召めし使つかいである！　つまりはしもべなのだな」

「し、しもべぇ……っ？」泣きそうな顔になる可香谷さん。

「違ちがう！　微び妙みように違う！　あのね、可香谷さん。このひとは何というか、いわゆる高次元的存在で、どこにでもいる知的生命体で、ティーガーという名の種族で」

「ぷいっ！」

　両手を腰こしに当てて顔をそむけてしまう可香谷さん。ああ、さっきまではうまくやれていたのに……。こういうときに限って要領よく説明できない自分が切ない。

「とはいえ、娘むすめよ。すねている場合ではなかろう」

　ティーガーが背中から何かを取り出し、可香谷さんに差し出す。

「ン、これは……？」

「黒弓という」

　人間種族にも扱あつかえる武器なのだ、とティーガーは言う。

「もうひとつあるぞ」

　そう言ってスガモさんにも渡わたした。

「この場所でゴリアテを破は壊かいするのだ。あれは今のところ不完全……。そしてこちらには、それなりの力フオースを持つ者がいる。氷、火、雲、大地。属性としては申し分なかろう。全員でかかれば、今なら何とかなるかもしれぬ」

「わたしたちにもやれるんですか？」とスガモさん。

「その黒弓から放った矢は岩をも砕くだくぞ。何発も当てれば多少の効果はあるだろう」

　ゴリアテの体組織は岩より硬いが、とティーガーは言う。これからわたくしたちがそれを変化させていく。

「…………」

　沈ちん黙もくの後、決意のこもった表情でうなずく可香谷さんとスガモさん。フローンとヒノリカはお互たがいの拳こぶしをコツンとぶつけて気合を入れている。ティーガーとスノウピーは知的な視線をかわしあっている。

　僕はうなずく。

　寄り添いあい、そびえたつ氷の巨きよ人じんを見上げる僕たち。

　ひろがり続けるクレバス。──もう後あと戻もどりはできないぞ。

　こいつを外の世界に出すわけには絶対いかないのだ。

　この場所で。

　思いと願いが渦うず巻まく、この特別な世界で。

　みんなで倒す。

　　　　５




「オオオオオオオオオオッ！」

　ゴリアテが歩みを止め、巨大な腕うでをぶんまわす。

　まとわりつく厄やつ介かいなものをなぎ払はらおうとしているのだ。それはフローンの作り出した雲の分身──。ハチの大群みたいにゴリアテの周囲をびゅんびゅん飛びまわっている。

「にゅふふぅー。かくらんしてやるにょ！」

「やるねえ、フローンくん！　こっちも負けていられないなっ」

　ヒノリカが地面に片かた膝ひざをつき、拳をぐっと巨人に向かって突つき出す。

　するとベラがそれに呼応するように、

「ギ！」

　ぱっくりと大きく口を開けて。

　どおおおおおおっ！

　超ちよう強きよう烈れつな火柱を吐はき出す。ゴリアテの体表を覆おおういびつな氷が部分的に溶とけ、とろとろと流れていく。

「今だ、スノウピーくん！」

「まかせて」

　火か炎えんで焦こげた箇か所しよにざくざくざくっ！　ゴリアテの腹部に正確無比に突き刺ささるのはスノウピーの氷のミサイルだ。それが当たった箇所はふたたびピキピキと強固な氷結に覆われていく。

　凍こおらせて、溶かして、また凍らせて。

「よいぞっ、その調子だ！」

　ティーガーが叫さけぶ。

　メイド服の高次元的存在ティーガーは両手から薄うす墨ずみ色いろの球体を撃うっている。それを浴びたゴリアテの体表は僅わずかにきしみ、そのたびにコーティングがぱらぱら剥はがれ落ちる。ある種の爆ばく弾だんというか、重力を利用した武器らしいが、詳くわしいことは不明だ。

「この調子で、ゴリアテの体表の結けつ晶しよう構造を変化させるのだ！」

「ティーガー。そんなに叫ばなくても、硬かたいものを柔やわらかくする方法はちゃんと知っているの。わたし、頭いいの」

　スノウピーは頭のリボンを大きくひろげ、ふわっふわっと身軽に空を舞まい、氷柱つららを撃ち続けている。天使のように美しく。どうっ、どうっ、どうっ！　天使のように容よう赦しやなく。

「スノウピー！　危ないから近づきすぎないでっ」

「あなたこそ」

　僕は彼女たちを巻きこまないよう、細心の注意をはらって低温のオーロラを照射する。範はん囲いを限定すればそれはさらに冷たくなる。それは氷柱も炎ほのおも重力も均等に凍らせる。

　一方──。

「えいっ、えいっ」

「当たって！」

　可香谷さんとスガモさんは黒弓を構えて走りまわっていた。右から左からゴリアテに矢を放ち、それは今のところ刺さってはいないけれど、いずれは効果を与あたえるだろう。

　加熱、冷れい却きやく、重力波。

　それによって金属を構成する原子の並び方は変わる。伸のびたり、縮んだり、錆さびたりする。様々な属性が特別なフィールドを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけめぐり、ゴリアテのボディは次第に脆もろくなっていくのだ。
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「ギイイイイイイイイッ！」

　やがてフローンのかく乱に苛いら立だったゴリアテが苛か烈れつに目を光らせた。

　──キュィンッ！

　不意に空を裂さく真っ赤な光線。避よける暇ひまなどない。ぼむんっぼむんっぼむんっぼむんっぼむんっ！　フローンの分身たちがいちどきに蒸発して、かき消される。

　だいじょうぶなのか、本体はっ──？

「……にゅふふぅ！」

　見れば、ものすごい速度でジグザグに飛んでいるフローンがいる。スモックみたいな衣に火がついているけれど、それは風で消えた。金髪の先が焦げてちりちりになっている。

「ふー。かんいっぱつ。……だけど、よけてばっかりだとストレスたまるにょ」

　やってやるにょ！

　フローンは上空、ゴリアテの目の高さにとどまり、ポケットから飴あめ玉だまに似たものを取り出した。ぱくっと口に入れて、むぐむぐむぐ……。

　すると小さな体からおかしな黒雲が湧わき出し始める。

「フローン？　まさかそれって……」

「えきぞちーっく！」

「やっぱり！」

　いったいどこで手に入れたんだ、そのエキゾチック物質っ。

「にゅふっ。こういうときのために、いっこだけとっておいたにょ。てってるーん！　このデカブツをたおすには、これくらいはやらないとねー！」

　エキゾチックフローン化したとはいえ、性格は変わっていないらしい。まとっているのは帯電積乱雲のはごろも。パリパリと細い光の筋が黒雲の隙すき間まに見える。やる気らしい。

「いなずま─────っ！」

　ずどぉん！　ずどぉん！　ずどぉん！

　雷かみなりが一いつ斉せいにゴリアテに落ちる。巨体が僅かによろめく。

「ここが勝負時だねっ。ベラ、最大出力だっ！」

「ギギギギ！」

　炎のかたまりが猛もう烈れつにふくれあがる。獣けもののような形態だ。もともとベラはぬいぐるみの白しろ熊くま──ベラには白いという意味がある──その燃えさかるベアクロウで思いっきり、

「いけえええっ」

　ガシュウウウッ！

　ゴリアテの脚きやく部ぶが削けずり取られる。

　巨体がぐらっとよろめき、そこにスノウピーが氷柱の一いつ斉せい射しや撃げきを加えた。えげつないスピンをくわえた必殺の連続攻こう撃げきだ。どすっどすっどすっどすっどすっ！　巨人を支える構造体にどんどん亀き裂れつが入っていく。もう少しで破壊できそう──。

　が、

「危ない、スノウピー！　あいつの光線がっ」

「はっ？」

　一斉射撃に入っているときのスノウピーは無防備。そこを焼き払おうとゴリアテは赤く目を光らせる。間に合うか？　間に合うか？　間に合うか？　死しに物もの狂ぐるいでスノウピーのところへ走る僕だけれど、そのとき意外なことが起きた。

　──ユゥウウウウーン。

　それは突とつ然ぜん現れた。

　電子音みたいな響ひびきとともに、空中から突然の隕いん石せきが。

　相当に大きいやつだった。それは僕のまわりにだけ降る。次元を超こえて飛ぶという。

　がごぉん！

「グオオオオッ？」

　流れ星は巨人の後頭部にぶち当たる。おかげでスノウピーに向かうはずだった灼しやく熱ねつの光線はそれた。代わりに城じよう壁へきがごっそりとかき消される。

　流星は次々に現れては巨人に向かっていった。

「……何だっていうんだ？」

　目の前で起きているこの現象──。

　どういう意味なのかは僕にもわからない。そもそも意味なんてあるのかどうか。多様な作用が駆けめぐる場がそれを呼んだのかもしれないし、ただの偶ぐう然ぜんかもしれない。もしも流星に意思があるのなら、僕たちに力を貸してくれているのかもしれない。この怪かい物ぶつの動きをどうにかここで食い止めるようにと。

　──これはメタファーじゃない。

　やがてゴリアテのバランスがくずれ、巨体が大きく揺ゆれる。

　凄すさまじい音とともに倒たおれた。

　地面が波打った。

　だが、まだゴリアテは動きを止めていない。

　前のめりに伏ふしたまま、ゆらぁりと腕を持ちあげる。

　ばあんっ！

　叩たたいた。

　ばあんっ！　ばあんっ！　羽虫を潰つぶすかのように平手で地べたを叩きまくる。まさに駆く逐ちくするための殺さつ戮りくロボット。立ち上がることよりも攻撃を優先しており──。

「えっ？」

　そのときだ。

　ゴリアテが振ふりかざした手のひら。すっぽりと大きな影かげが落ちている場所。

　そこに可香谷さんがいた。

（なぜ……）

　なぜ──？

　なぜも何もあるものか。ゴリアテの頭部を弓で狙ねらい撃っていた彼女は、それに集中するあまり逃にげ遅おくれたんだ。

「キャアアアーッ！」絹を裂くような可香谷さんの悲鳴。

　僕は矢よりも速く走った。

　おそろしく広いクレバスを幾いくつも飛とび越こえて。

　間に合った。

　だけど。

「くそっ！」

　だめだ。よけられないっ！

　ゴリアテの手のひらが大きすぎる。

　今から可香谷さんを連れてクレバスを飛び越えるのは不可能だ。氷のオーロラで凍らせてもこの攻撃は止まらない。温度では守れない。逃げ場のない場所で巨きよ大だいなものが落ちてくるという単純な物理現象──それだけに防ぎようがない。

「ちくしょう！　すまない、可香谷さん！」

　僕は胸に可香谷さんをくるみこんで庇かばおうとする。もちろん効果なんかない。奴やつの手は人間ふたりくらい軽く潰すだろうけど、せめて怖こわいものを見なくても済むように……。

　可香谷さんのかすかな体の震ふるえが伝わってくる。だいじょうぶ。だいじょうぶだよ、可香谷さん。多分すぐに済むから安心して──。

「グオオオオオッ！」

　うなりをあげて振り下ろされる巨人の手のひら。風圧で髪かみがなびく。

　が。

　それは僕たちを潰さなかった。

　……何だ？

　薄うすく目を開けてみると、空中でゴリアテの手が止まっている。

　いや、止まっているというのは正確じゃない。遅おそくなっていた。巨人の手は半はん透とう明めいの球体に覆おおわれ、そのなかを少しずつスローモーションみたいに進んでいる。

「……ティーガー？」

「最大重力場！　しかし、これでも完全には止められないとは……っ！」

　ゴリアテに両手を向けているティーガー。その体の節々から紫むらさきの煙けむりが細くたなびいている。オーバーヒート寸前というおもむきだ。余程の負荷がかかっているらしい。

「長くはもたぬぞ！　頭部を叩くのだ。クリスタルを破は壊かいすれば奴は止まる！」

「クリスタル？」僕は顔を横に向ける。

　見れば、倒れたゴリアテのひたいには宝石に似たものがはまっていた。

　そうか、あれを破壊すれば──。

「ねえ！」

　スノウピーがふわっふわっとこちらに近づきながら、「これを使って！」

　ひゅんっ。

　何かきれいな長いものをこちらに投げてよこす。

　僕は前方にジャンプして空中でそれをキャッチ。くるっと前転して体勢を立て直すと、それはキラキラと氷の粒りゆう子しをまとい、鋭えい角かく的な形状に変性していった。触ふれた部分がグリップみたいになり、あっという間にそのフォームを形づくる。

　長い。それは水すい晶しようみたいに澄すんでいる。──十じゆう字じ架かのようだ。

「絶対零れい度どの剣けん」

　スノウピーが言う。

「今この場所で、今のあなたなら、誰だれよりも上う手まく使えるはずなの！」

　僕はそれをかまえて、ゴリアテにぴたりと向けた。

「おおおおおおっ！」

　走った。

　間合いに入りこんで氷の剣を突つき立てる。

　ガウゥゥウウンッ！

　名状しがたい咆ほう哮こうと途と方ほうもない衝しよう撃げき。肩かたの骨がはずれそうになる。何て硬かたさなんだ。これだけの攻撃でも亀裂ひとつ入らないなんて。ゴリアテの宝石はこの世に存在するあらゆる物質より硬いらしい。絶対零度の剣先を力いっぱい突き立てているのに……。

　だが。

　あきらめるわけにはいかないぞ。

　全身の力をふりしぼる。魂たましいが飛び出てしまいそうなくらい。

　禍まが々まがしい光を放つゴリアテの宝石に、僕は尚なおもギリギリと氷の剣を突き立て続ける。

　と、不意にぐいっと剣に力が加わった。

「可香谷さん！」

「……言ったはずよっ。わたしもあなたの力になるって！」

　剣のグリップを握にぎりしめる可香谷さん。ぱっちりとした二ふた重えの瞳ひとみのなかで勇気の光が躍おどっている。柄つかの後ろの方を両手で持ち、全身の力で押おしこもうとしていた。

「間に合ったわ！　わたしも手伝うの」

　ふわっとスノウピーがそばに降り立つ。

　僕の反対側から剣のグリップを握りしめて、

「力の方向を揃そろえて、思いっきりふんばるの！」

「こ、こうかしら？　これでいい、スノウピーさん？」

「それでいい。それでいくの。三人の力をひとつにして」

　心のつながりを強くして──。

　せえの、

「んんんんんんんんんんんんおおおおおおおおおっ！」

　歯を食いしばり、顔をくしゃくしゃにして、ほんとに本当の全力を振りしぼる。

　きつい。全身の筋肉がバラバラにほどけてしまう。呼吸できない。でもやめない。まっすぐ、どこまでも渾こん身しんの力を出して。心臓だけがドクドクと強きよう烈れつに打ち続けて。

　やがて何も見えなくなる。何も聞こえなくなる。

　そして視界が真っ白に染まっていき──。





　気づけば純白の雪原みたいな場所に僕はいる。

　いや、そこには僕すらいない。存在というものがまったくない完全な無の世界だ。敵もいなければ味方もいないし、自分さえも存在しない。

　愛も、喜びも、悲しみもない。

　怒いかりも、苦痛も、後こう悔かいも、血も、涙なみだも、生も……。

　全すべてがひたすら白いだけ。何もない。

　そうなのか、と僕は思う。

　いつか全てのものがこうやって消えていくんだ。悲しいけれど、この世に永遠は存在しないから。ありとあらゆるものがこんなふうに失われ、いずれは消えてしまう。

　だけど。

　だからこそ、尊いものを見つけて慈いつくしんでいかなければ。

　ひとの心とか、気持ちとか、思いやりとか。

　それはいつか雪のように儚はかなく消えてしまうだろう。でも、その消えてゆくものに価値を見み出いだし、全力で大事にしていけるのが僕たちだから。

　そうしていかなくちゃならないんだ。

　そうしていきたい、と強く思う。

　そうしていこう──。





　ひたいの宝石を貫つらぬくと同時に、ゴリアテは魔ま法ほうのように動きを止めた。この巨人が動き出すことはもう二度とない。

「…………」

　僕たちは何も言わずに抱だき合あい、お互たがいの鼓こ動どうを感じている。スノウピーと可香谷さん。ふたりの体のぬくもりを感じながら、言葉にならない様々なことを思う。

　地次元の夜空には、いつの間にか数多あまたの星がまたたいている。

　流星群だ。いったいどこに向かっているのか、雨のようにいくすじも降り注いでいる。

　ユゥウウウウーン。

　美しい光の尾おを引き、儚くどこかへ去っていく星たち──。

　またどこかで会える日がくるんだろうか？

　わからない、と僕は思う。

　だけど。

　たとえ星が離はなれ離ばなれになるとしても、それまで育はぐくんだものは決して無む駄だなんかじゃない。だってそれは良いものだから。この世の何より価値がある最高のものだから。

　宝物だから。

「……あたたかい」

　スノウピーがつぶやくように言う。

「わたしたちはまだまだずっと、この気持ちのあたたかさを感じていられる」

　僕はうなずく。可香谷さんもうなずく。僕たちはまだまだずっと、この気持ちのあたたかさを感じていられる。それは誰にでもできる。みんなができる。心と心が作用することで生まれるぬくもりを感じることができる。誰が何と言おうと。



    

  
    
      　エピローグ




　天から降り注ぐ薄うす暗ぐらくも柔やわらかな黄昏たそがれの光に満たされた広大な丘おか──。

　セピア色の花畑が、どこまでも限りなく続いているその斜しや面めんに、幾いく人にんもの男たちが並んで腰こしかけていた。膝ひざを立て、それを腕うでで軽く抱かかえるようにして。

　薄暗くて表情はよくわからないものの、彼らはとても穏おだやかな雰ふん囲い気きである。

　──そこは遥はるか彼方かなたの世界。

　人ひと影かげたちが口々にささやく。

「静かだ」

「ここには誰もいない」

「危険なものは何ひとつない」

「傷つけられることも傷つける必要もありません」

「このような場所でなら、俺たちは永遠に俺たちのままでいられる」

　彼らはかつてシェイディー・ピープルと呼ばれていた存在……。

　だが、今はもう幻げん影えいではないのだった。

　とある存在の助力により、彼らは確固とした実体と形質を得ることができたから。

　その新しい姿がどのようなものかは、黄昏の薄暗い光のせいではっきりと視認することができないけれど──。

　確かな事実がひとつある。

　それは、彼らがとても幸せそうであるということ。

　全員これ以上ないくらい、満ち足りた雰囲気に包まれていた。

「心地ここちいい」と声は言う。

　優しい風が音もなく丘を吹ふき抜ぬけ、草花を揺ゆらしていく。

　地球から遥か遠く離れた場所にある、安あん寧ねいな世界のトワイライト。

　安らかな微笑ほほえみを浮うかべ、彼らは薄うす闇やみの花畑に座りこんでいる。そしていつまでもいつまでも、澄んだブルーとピンクが闇に溶とけゆく残照の空を眺ながめているのだった……。

　いるのだった……。

　いるのだった……。

　いるのだった……。



　　　　◎　　◎　　◎



　グォングォン！

　強く踏ふみこまれるアクセル。

　くすんだ緑色のジープが砂じや利りだらけの川辺の道を爆ばく走そうしていた。

「兄ちゃん、もう少しゆっくり運転しようよっ？」

「はっはー！　でっかい男のでっかいクルマ！　そいつがジープだ！」

「ひとの話聞こうよ！」

「いかしてるぜぇ」

　車のハンドルを握っている兄ちゃんはいつにも増してご機き嫌げんだ。ルームミラーには顔の上半分しか映っていないけれど、口もとがニヤけているのは確実と思われる。

　助手席からヒノリカが声をかけてきた。

「いいじゃんいいじゃーん。ちょっとくらい揺れた方がキミとしては役得でしょ？　うらやましいよねー」

「うらやま？」

　運転の荒あらさのせいで聞き取れない。「ヒノリカ、今なんて言ったんだい？　裏山で何か問題が……」

　ヒノリカの意味ありげな笑顔がサイドミラーに映っている。べーっと舌を出された。

　僕は後部座席のまんなかに座っていた。両サイドからさわやかな甘あまい香かおりが漂ただよってくるのは僕の右にスノウピー、左に可か香が谷やさんが腰かけているからだ。

　とはいえ、何だろう。そこはかとなく落ち着かない。僕は可能な限り、すごく控ひかえめなプレーリードッグみたいに身を細くしているのだけれど、車体が揺れるたびに体が揺れるものだから。ああもう、まったく。ただでさえ密着してるっていうのに……。

　ぴしゃり！

「いてっ？」

　不意に太ももを叩たたかれる。

「何するんだ、可香谷さんっ？」

「……あなた、ちょっとスノウピーさんの方に寄りすぎ」

　そんな、と僕は思う。

「だって仕方ないじゃないか！　クルマが揺れるんだから」

「がまんしなさい」

「そういう問題じゃないと思うんだけど……」

　するとスノウピーが横からフォローを入れてきた。

「ある程度のがまんは体にいいの」

「え？」

「それは体と精神にいいの。スポーツをするひとはそうやって自分を鍛きたえているのよ。だからあんなにいっぱい筋肉がついてる。がまんをしたから、彼らはむきむきになれたの」

　どういうフォローなんだ、と僕は思う。

「え、なになにー？　クルマの揺れのせいでよく聞こえなかったよー。今キミたち、むちむちって言った？　ボクのことをむちむちボディって言った？」

「……何だって？」

「ははっ！　むっちりボディは俺おれも嫌きらいじゃねえわな！」

「むっちり、ボディ……？」と細い眉まゆを寄せてつぶやくスノウピー。

「ふーん」悪戯いたずらっぽい表情で僕に顔を近づける可香谷さん。「なんか意外ー。あなたって葛か西さいさんのことそういう目で見てたのね。いつもクールで澄すんだ目してるくせに、実はそんなこと考えてたんだ？」

　スノウピーがハッとしたようにこちらを向く。僕の瞳ひとみをじいいいっと見つめながら、

「恋こい？」

「違ちがう！」



　日曜日の夕方だった。

　地次元にまつわる全すべてのトラブルを解決した僕たちは、レンタカーで借りたジープに乗りこみ、隣となり町まちの川原を走っていた。

　可香谷さんの小説から出てきたもののけによる一連の騒そう動どうにはずいぶん手こずらされ、一時はどうなることかと思ったけれど、何だかんだで全員無事だったし、後からこわごわ見てみると小説の方も改変されていたというおまけ付きだった。

　シェイディー・ピープルたちはどこか遠い世界に行き、そこで幸せになったらしい。

　何というか……思弁小説の技法についてはよく知らないから詳くわしい言げん及きゆうをするのは避さけておくけれど、彼らが彼らなりの幸福を見つけたのなら、それはそれで喜ぶべきことだと僕は思う。

　可香谷さんの小説は、ハッピーエンド──。

　ＯＫ！

　というわけで、これはちょっとした打ち上げ代わりだ。

　ジープでドライブ。

　目的地は隣町のはずれを流れる川である。うん、こないだスノウピーが見たがっていたのに見れなかった白鳥を見に行くところ。隣町に住んでいる友達からこんな話を聞いたからだ。

「俺んちのそばにある川にさ。今、白鳥がいっぱい来てるんだぜ！」

「それ、カモメじゃないよね？」と僕は言う。

「おいおい、カモメと白鳥をまちがえるわけないじゃん。正しよう真しん正しよう銘めいの白鳥だよ」

「ユリカモメでもないよね？」

「ない」

「そうか。ありがとう」

　だったら早速スノウピーを連れていってあげようと思った。

　本当は自転車でふたり乗りして行く予定だったんだけれど……。

　遺い憾かんながら、僕の周りではいろんな物事がスムーズに運ばない。その話をしていると、可香谷さんが何か言いたげに僕とスノウピーをじいいいっと見るのだった。おまけにタイミングよく、ひっかきまわし屋のヒノリカがからんできて、

「えー？　なになにー？　キミたちデート？　自転車デート？」

「ダブルデート？　面白そうですね。わたしもご一いつ緒しよしてもいいですか？」

「おっ？　何だか知らねぇけど、面白そうじゃね？　俺も行っていいのかぁ？」

　スガモさん、じゅりん君も参加することになり、家でちらっとその話をしたら、予想どおりフローンも行きたいと言ってきかない。

「よかろう。だったら俺がクルマを出してやるぜ」

　兄ちゃんがぐいっと親指を立てた。

「とはいえ、一台じゃ乗り切らねぇわな。ううむ……。そうだ、ティーガーさん。あんたクルマの運転できたりするか？」

「機械なら、わたくしたちは大たい抵ていのものを使うことができるぞ？」

「決まりだ」

　というわけで、みんなでドライブ。兄ちゃんが運転するジープと、メイドティーガーが運転するジープが夕暮れどきの川原を並走しているのだった。



　ところでティーガー。

　地次元に属する高次元生命体が、なぜ僕たちと一緒にいるんだろう？

　理由はちゃんとある。あの戦いが終わった後、てっきりお別れするものだと思っていたのに、彼女はどこまでも僕たちについてくるのだった。

「あなた様に恩返しをしたいのだな」

「いいよ。別に恩だなんて」

「あなた様に何としても恩返しをしたいのだな！」

　いくら断っても強きよう硬こうに主張する。

　さいわい僕たちの住む世界と地次元はもうしばらくつながっているらしい。期間限定でかまわないというので、一ヶ月だけ僕の家でお手伝いさんをしてくれることになった。

　いきさつを説明すると、兄ちゃんは例のごとくビール缶かんを握にぎりながら、

「そういうことなら致いたし方かたねえ。ティーガーさんとやらは好きなだけここにいろ！　ていうか、もうやりたい放題やれよ。何人でも好きなだけ連れてこい！」

　懐ふところの広さに磨みがきがかかっていた。

　こうしてティーガーはうちにいる。故障した機械を直したり、工作をして怪あやしい造形物を作ったりと、マイペースなメイドライフを満まん喫きつしているようだ。単に遊びにきたかっただけかもしれないが、まあそれならそれで……。気が済むまでいればいいと僕は思う。



「さあ、着いたぜ！」

　やがてジープが停とまった。

　クルマのドアを開けた途と端たん、スノウピーのリボンがぴきいいんっと直立する。

　広いけれど水量はそれ程でもない浅い川だった。ピンク色の空を照り返し、川かわ面もがキラキラかがやいている。

　そこにたくさんの白鳥がいた。

「わあ……」

「すごい！」

　十羽とか二十羽じゃない。数え切れない。白くてつやつやした流線型の白鳥。スズランの花が咲さいているようだ。冬の水は冷たいだろうに優ゆう雅がにすいすい泳ぐ。寄より添そって川の中央にとどまっているものもいれば、砂利の上をとことこ歩いているのもいる。

「白鳥！」

　よっぽど興奮したんだろう。

　嬉うれしそうな声をあげ、スノウピーはひとり走り出した。両手を飛行機みたいにまっすぐひろげて、鳥が飛ぶみたいに。

　はっ、はっ、はっ……。

　吐はいた息が白く、冬の清せい澄ちような空気に溶とけていく。

　その場に取り残された僕と可香谷さんは顔を見合わせ、くすりと微笑ほほえむ。こんなに喜んでもらえるとは思わなかったから。自分でも不思議なくらい嬉しい。

　もう一台のジープが停まり、じゅりん君たちがぞろぞろおりてくる。

「うはー……すっげぇ。めっちゃいるなぁ！」眼鏡めがねのフレームを指でつまみ、「冬の風物詩ってやつだね。んー、今月いっぱいくらいはいるのかなぁ……」

「はくちょー。ちょーはくちょー！」とフローン。

「きれいですね、白鳥。何だかわたしみたい」とスガモさん。

「首が長いのだな。くちばしはそれ程でもない」とティーガー。

　おのおの個性豊かな感想を口にしつつ、岸辺に向かってゆっくりと歩き出す。

　歩きながら僕は少し驚おどろいていた。スノウピーのまわりにたくさんの白鳥が寄り集まってきていたから。

　先程スノウピーが勢いよく駆かけていったとき、僕は後ろから声を張りあげた。白鳥が逃にげちゃうからそんなに走らないで、と。

　ところが鳥はぜんぜん逃げない。むしろ自分からスノウピーに近づいていく。彼女は嬉しそうにかがみこんで、小さな手のひらを差し出す。すると白鳥はバナナみたいな黄色いくちばしで、かぷっかぷっ、優しくその手を噛かむのだった。くすぐったそうに笑うスノウピー。ふわりっふわりっとリボンが揺ゆれ動く。光の粒りゆう子しが音もなく零こぼれている。



    

  
    
      　僕も一緒にそれをしたくなった。

「スノウピー！　僕も……」

　でも、なぜなんだろう。いきなり白鳥は態度を変えてしまう。

　それは大勢の人間が近づいてきたせいかもしれない。一羽がばさりと大きく羽をひろげ、そこからは一いつ気き呵か成せいだった。

　ばさっばさっ、ばさばさっ！

　白鳥たちは一いつ斉せいに飛び立ち、空から白い羽がひらひらと落ちてくる。

　僕は思わず肩かたを落とす。

　スノウピーが振ふり向むく。

「きれいだった……」

「え？」

「白鳥よ。すごく、すごく、きれいだったの。白鳥さんの目はまんまる。とってもキラキラしているの。白鳥さんの瞳はつやつやお目々なの！」

「つやつやお目々」

　──自分の顔が一気にほころぶのを感じた。

「そうか」

　僕は言う。

「よかった」

　きれいなものを見せてあげられてよかった、と心から思う。

　僕たちは眩まぶしく夕日を照り返す川辺に立ち、空を舞まう白鳥の群れを見上げる。

　そう。

　こんな風に、それはいつか飛んでいってしまうかもしれない。

　それはいずれ消えてしまうかもしれない。

　でも僕たちは進んでいくんだ。これからも。傷つくことをおそれず、ためらわずに歩き続けて手を伸のばすだろう。キラキラした本当の何かに触ふれるために。

　たとえそれが遠い場所へ行ってしまっても──。



    

  
    
      
　あとがき




　こんにちは、スノウピーの三巻をお届けします。

　内容はタイトル通り、スノウピーが恋愛します。『可か香が谷やさん、恋愛する』でも良かったように思いますが、それは常にやっている気がするので、今回は人間とは異質な存在のスノウピーが、どのように恋愛に相対するのか的な内容になっております。

　他にも色んな要素を入れてあるので、楽しんで頂ければ幸いです。



　さて今回はタイトルに恋愛という単語が入っているので、それにまつわるエピソードを書いてみます。



　とある日曜の昼下がり、彼と彼女が初めてのデートをした。

　初うい々ういしい二人は若じやつ干かん背伸びした感じの洒落しやれた喫茶店に入った。両者共に緊張している。笑顔が強こわばり、メニューを持つ手が小刻みに震える程だ。

　だが店員は無情にもてきぱきと注文を取りに来るのだった。

　まだ何を食べるか決めていない彼は焦あせり、頭は真っ白である。そんな時はスパゲティーに限るだろう。

　とりあえずナポリタンにしようと思い、彼は緊張で裏返りかけた声で言う。

「イタリアン下さい」

　凍りついたかの如ごとき長い沈黙。その時間が彼には永えい劫ごうに感じられ──。

　しかして店員は表情のない顔で事務的にこう告げるのだった。

「申し訳ございません。ただいまイタリアンは切らしておりまして」

「無い？」

「申し訳ございません」

「そうか。この店にはイタリアンがないのか」

「大変申し訳ございません。似たようなメニューでナポリタンという物ならあるのですが」

「では、その……。ナポリタンで」



　店員さん、よく笑わなかったな。

　以上、私の父母が若かりし頃に繰くり広げたという実話でした。

　よく子供の頃に聞かされたのですが、今考えればあれはのろけていたのでしょうか。

　こうして文章化すると青春感が充満しまくっていますが、当事者達にとってはそれどころではなかったと思います。どうやって二人がこの後の微び妙みような空気を取り繕つくろうのか？　続きの展開を克明に書きたい気もしますが、それをしていると無限に綴つづってしまいそうなのでやめておきます。

（実際は「都会にはイタリアンという物も実はあるらしい」とか彼が適当な事を言って誤魔化したそうな。しかも彼女はそれを信じて「凄すごい。この人物知りなんだ！」と感動したんだとか。素敵な人達だと思います）

　何はともあれ一つ言えるのは、この文章を読んでいるあなたのご両親も恋愛をしたのだと言う事。そこから更に色々あって、あなたがこの世に生まれたのだという事です。

　何だか嘘うそのような本当の話です。

　その辺の詳細を突き詰めて想像していくと微妙にあれですが……。とにかく恋愛は基本的に良いものだと思っています。

　人それぞれ、色んな形の恋愛があるでしょう。

　でも前述したように、結果としての到着点は同じで、つまり本当に成功した恋は愛情に変容していき、うまくいけば最後には家族が作られるぜ、という事ですから、やはり良いものに他ならないでしょう。

　そう思わないかたは、一度自分のご両親に相談してみると、驚くような人生のアドバイスを貰もらえるかもしれません。私の両親のエピソードより面おも白しろい話がありましたら教えてほしいです。あるいはお前熱でもあるのか？　と額ひたいに触れられる可能性もありますが、その辺りは空気を読んで実行して頂ければと思っております。



　以下より謝しや辞じになります。今回も多くのかたにお世話になりました。

　担当の高野さん、ありがとうございました。色々と我が侭ままを言い、手間暇おかけしてすみません。感謝していますので、今後も可能ならご助言頂けると嬉しいです。

　新担当の山田さん、ありがとうございます＆これからよろしくお願いします。同じ苗字という事で、山田姓が舐なめられないように頑張ります。

　イラストレーターの狐印さん、素晴らしいイラストを頂きまして、ありがとうございました。やはりスノウピーは今回も可愛いです。

　デザイナーの沼田さん、素敵なデザインで良い雰囲気を演出して頂きまして、大変感謝しております。

　そして読者の皆様、ここまで読んで頂きまして誠にありがとうございました。心からお礼を申し上げます。



　それでは最後に一言──。

　スノウピー可愛い。



　あ、もう一言──。

　可香谷さんも可愛い。



山田　有



    

  
    
      スノウピー３

スノウピー、恋れん愛あいする



山やま田だ　有ゆう
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